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Zygnema extenue Jaoの有性生殖を誘起する要因
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Kato，S.and Ooshima，K. 1997:羽田factorfor induction of sexuaJ reproduction in Zygnema extenue Jao (ZygnemataJ回，

ChIorophyceae). Jpn. J. Phycol.(Sorui) 45:1-4. 

Two clonal cultures of Zygnema extenue were established from samples coIIected from a paddy field in 

Yokohama，Kanagawa針efi国加問onM眠 h7，1991叩 dwere田町祖inedat 10oC， under a light intensity of 3，αXlluxon 
a Iight regime of IOL:14D ho町s.A series of experiments was carried out to investigate key factors for induction of 

sexuaJ田production.The formation of zygotes w田observedonly when the two complementary mating勾pe叩 ltures

we田 mixedtoge血erand maintained at胞mpera阻res，ranging from 20 to 30oC. However， it could not be indu田dby

other factors， such副 nitrogendepletion， high light intensity and long day length. The 田sultsobtained in出ep回sent

study indicated出athigher怯mpe回同開sseem to be important for sexuaJ陪productionin Z extenue. 

Key index words: sexual reproduction-temperature-Zygnema.Zygnematales-zygoteformation 

lLaboratory of NaturaI Science， Kokugakuin University， 4-10-28 Higashi， Shibuya-ku， Tokyo 150， Japan 

2College ofBioresource Science， Nihon University， 1866 Kameino， FI吋isawa・shi，Kanagawa 252， Japan 

ホシミドロ属 Zygnema は緑藻綱ホシミドロ目

(Zygnematales， Chlorophyceae)の代表的な糸状藻で，接

合と呼ばれる特徴的な様式の有性生殖を行うことでよ

く知られている。野外では接合している藻体がしばし

ば観察されるにもかかわらず，実験室内で培養して接

合を人為的に誘起することはなかなか困難のようであ

る。現在のところ，接合の誘起に成功しているのは

Zygnema cIrcumcarinatum Czurdaだけである(Miller1973， 

Mil1er and Hoshow 1974)。

今回，横浜市内の水田から採集した試料から得られ

たZ.extenue Jaoのクローン培養株を用いて，接合を誘

起する要因を調べる培養実験を行った。その結果，本

藻の接合を誘起する要因は温度であることが判明した

ので，ここに報告する。

材料と方法

1991年3月7日に神奈川県横浜市緑区寺家町にある

水聞から，接合を始めているZygnemaextenue Jaoの藻

体を採集した。顕微鏡下で一部が接合している藻体を

選び出し，そのまだ接合せず2本の糸状体のままの部

分を 5細胞の長さに切断して，それらをマイクロピ

ペットで吸い上げAF・6培地(加藤 1982)に移した。そ

の結果， Z91-lOa株と Z91-lOb株のクローン培養株2株

が得られた。これらは， AF・6培地・培養温度1O'C・照

度3，∞O1ux・1O-14hrの明暗周期の条件下で，継代培養

されている。

接合を誘起する要因を調べるために.Z91・lOa株と

Z91-lOb株の2つのクローン培養株を用いて，次のよう

な一連の培養実験を行った。培養用容器として，ヌン

ク社製のフラスコ型カルチャーチェンパーを使用し

た。培養を開始してから2週間，検鏡して接合の有無

を確認した。

実験1: 2つの培養株の議体を混合してから，次の5

通りの培養を行った。

1・A:継代培養と同じ培養条件での培養

l-B : :培地のみを換えて培養

AF-6培地を窒素源を含まないR巴ichartfGrote培

地(Grote1977)に

l-C:培養温度のみを換えて培養:1O'Cから 25'Cに

l-D:照度のみを換えて培養:3.∞O1uxから 8，α){)lux

l-E:明暗周期のみを逆転させて培養:1O-14hrを14-

lOhrに

実験2:2つの培養株の藻体を混合せず別々に， 1O'C 
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Figs. 1-3. Conjugation of Z. ex/el1ue strains cultured in AF-6 l11ediul11 at 25"(; 

1. Papi lIac fomlcd at each gamctang山 111，in 3-day-old culture. 

2. Young zygolcs fonncd in female gamclangia， in 7・day-oldculture. 

3. A 111川urezygole showing pits ut the mcdian wall， in 4-week-old culturc 

Scale b‘山 = 20μ111 

の培養温度だけを25"(;に換え，その他は継代培養と問 結果

3 

条件下で培養した。 笑験 1:結果はTableIにまとめて示されている。継

笑験3:2つの培養株の泌休を混合してから，培養jR 代地主主と同じ条件下で培養した トAでは，2週間後も

度を 15"(;'20"(; '25'C '30"(; '35"(;の5段階に換え，そ 接合は起こらなかった。アオミ ドロの接合笑験にj目い

の他は継代培養と同一条件下で培設した。 られる窒素源を含まないReichartfGrote培地で培養した

笑験4・2つの培養株の藻体を混合せず別々に，培養 I-Bでも，接合は起こらなかった。また J J!{t度を約3倍

温度だけを25"(;に換え，その他は継代培後と同一条件 の8.0001uxに上げた I-Dとl明暗周期を逆転させた l-E

下で培養し，それぞれ2週間毎に新しい培地へ移植を でも，接合は起こらなかった。

繰り返した。12週間後にそれらの泌体を混合して，さ 桜合が確認できたのは，培養瓶度を25"(;に上げ婿養

らに同じ温度25"(;で崎養を続けた。 した I-Cのみであった。培養を開始してから31:1後に，

なお，観察には修IJ立型光学顕微鋭 (オ リンパス社製 近桜する雌tJinjlij配偶子'韮・に乳頭状の突起が形成され始

IMT2 J[i1)をmいた。

Table 1. Zygote I'onnation 01' Z. cxlcl1ue undcr dil'l'crcl1t CUltlllなcondilions.

No. Medium Temperature Light int巴nStty Photoperiod Zygoteq 

I-A AF-6 10'C 3，0001ux 10-14ht 

1-8 Reichart/Grote 10 3，000 10-14 

l-C AF-6 25 3，000 10-14 + 

I-D AF-6 10 8，000 10-14 

l司E AF-6 10 3，000 14-10 

* After two weeks， + : prcsent，一 :absent 
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Table 2. Zygole fo口nalionof Z. exfenue al di佐町田Ilempe阻組問s.

Temperatu問℃ 15 20 

Zygote* + 

*A白erIwo weeks， +: p間関nt，-: absent， d: dead 

めた(Fig.1)0 5-7日後には完成した接合管を通って，

雄性配偶子が雌性配偶子嚢に移動し，雌雄両配偶子が

融合・合体して接合子が形成された(Fig.2)。その後，接

合子は次第に成熟して， 4週間後にはその中層膜は黄

褐色になり表面には小孔が形成されていた(Fig.3)。

実験2:培養温度を 25'Cに上げても， 2つの培養株

の藻体を混合せず別々に培養した場合には， 2週間後

でも接合は起こらなかった。

実験3:結果はTab1e2に示されている。 5段階の培

養温度を設定したこの実験では，培養温度15'Cの場合

には2週間後も接合が起こらなかったが， 20'C・ 25'C

及び30'Cの場合には接合が観察された。また，最も高

温の35'Cの場合には接合は起こらず，培養を開始して

2-3日後に藻体は全て死滅してしまった。

実験4:培養温度25'Cで12週間別々に培養し，移植

を繰り返し新鮮な状態を維持した2つの培養株の藻体

を混合して，その培養温度を変えず25'Cのまま培養を

続けた場合も，接合が起こった。

以上の一連の培養実験(実験1-4)の結果から，z.
extenueの接合を誘起する環境要因の一つが温度である

ことが判明した。

考察

藻類の有性生殖を誘起する環境要因としては，栄養

塩類・光・温度・明暗周期などが考えられるが，多く

の藻類で栄養塩類，特に窒素源の欠乏が誘因となるこ

とが報告されている(長谷他 1972，Braw1ey and Johnson 

1992)。ホシミドロ自のアオミドロ属 Spirogyraでは30

種以上で，藻体を窒素i原が不足あるいは欠乏する培地
に移す方法を用いて接合を誘起することに成功してい

る(Grote1977， Yamashi也 andSasaki 1979， Simons et a1. 

1984)。
しかし，ホシミドロ属では， Godward培地で培養し

た藻体を 1/10に稀釈したGodw釘d培地に移す方法で，

接合を誘起することに成功した Zygnemacircum-

25 30 35 

+ + d 

carinatum Czurda 1種の報告があるだけである(Mi11er

1973)。古くはPessoney(1968)が，窒素i原を欠乏させて

ホシミドロの接合を誘起することは，アオミドロの場

合と比べて成功しにくいと記述している。そして，

Simons et a1.(1984)は，アオミドロの場合と同じ方法で

窒素i原を欠乏させホシミドロの接合を試みたが，接合

を誘起することはできなかったと報告している。今ま

での研究から，ホシミドロの接合誘起には，栄養塩類

以外の環境要因が大きく関与している考えられてい

た。

実験に用いたZ.extenueを採集した水田では，毎年

10月下旬から 11月上旬になると本藻が出現する。冬

季の水温が低い時期には，本藻は緑色の塊状で生育し

ており，接合している藻体は見られない。 2月下旬か

ら3月初旬になると接合が始まり，4月上旬から成熟し

た黄褐色の接合子が見られるようになる。 5月上旬に

は田植えの準備のために，水田は掘り返されてしまう

ことになる。

1991年の場合， 2月12日の日中で水田の最高温度は

16'Cであり，本藻の接合はまだ起こっていなかった

が， 3月7日の日中にはその最高温度は24'Cまで上昇

しており，この時点で既に接合が起こっていた。 4月

12日と 24日には成熟した黄褐色の接合子が多数観察

されたが， 5月7日には水田は掘り返されてしまった。

このように野外では，本藻は水温が高くなる時期に接

合を始め，水聞が掘り起こされるまでの1-2ヶ月の聞

に接合子の成熟を完了させている。これらの野外観察

の結果から，本藻の接合誘因としては栄養塩類，特に

窒素源の変化よりも温度が関係していると推測してい

た。

今回， Z91・lOa株と Z91・IOb株の2つのクローン培

養株を用いた一連の培養実験で，培養温度が20-30

℃の場合のみ接合が起こったことから，それを誘起す

る環境要因は推測通り窒素i原の欠乏よりも温度が強く

関係していることが判明した。さらに，実験4の結果
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をも考慮すると，温度の変化つまり温度が上昇するこ

とではなく，一定の温度(20-30"(;)になることによっ

て接合が誘起されると考えられる。また， 2つのクロー

ン培養株を混合しない限り，培養温度が25"(;でも接合

は起こらないことから，本藻はホモ接合は行わずヘテ

ロ接合のみと思われる。
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田中次郎

東京水産大学資源、育成学科 〒¥08港区港南4ふ7

J.T叩誌a， 1997. Analysis of Seaweeds F10ra from the Viewpoint ofDistribution ofBrown algae (Laminariales， Fucales， 

Dictyo阻]es).Jpn. J. Phycol.(Sorui) 45: 5-13. 

Members of Laminariales， Fucales田 dDictyotales of brown a1gae， can be separated into two or three groups by their 

dis回butions.In Laminariales (L) ， cold and warm water sp田i田 groupsa問団p町宮tedat血.erank of family or genus， in 

Fucales (町，cold， warm and hot water species groups at出e回nkof genus or subgenus， and in Dictyotales (D) ， warm 

and hot water species groups at the rank of genus. On the basis of counting the number of species belonging to these 

groups in each order， LFD indices are calculated for the various regions of Japan and the world. As the result， LFD 

indic田 inCfl回sein value from colder to warmer water not only in Jap叩 buta1so in出eworld. And the proportional 

coπdation between LFD indices and the mean water tempera回目sare c1early recognized at由epresent s加dy.

Key lndex WortU: Dictyo加/es-Distribution -F/oristic lndex -Fuca/es -Laminaria/es -Seaweed flora 

Jiro Tanaka: Faculty of Marine Biosciences， Tokyo University of Fisheries， 4-5-7， Konan， Minatcトku，Tokyo， 108 

Japan 

緒言

寒海や暖海に生育する海藻の種類は日本はもちろん

世界的に見ても大きく異なる。この違いはどのように

生じたのかを知るには，現在そこに分布している分類

群がその環境にどのように適応してきたかを知る必要

がある。寒海に分布を広げた種は低温に耐えうる生理

特性を持つにいたったのであろうし，暖海の種は水温

の季節較差の少ない地方で適応して生育していること

は容易に推涙|回れる。これらの種の分布の過程を直接

明らかにすることは困難で、あるが，現在の分布の状況

を把握し解析することで推測は可能である。 vanden 

Hoek (1982a， b)は海藻の種の分布域は生育限界水温に

より決まるとし，海藻の分布に関する解析を試みてい

る。この考え方に基づき寒海と暖海の海藻相の違いは

個々の生育種の生育限界水温の違いが反映されるもの

であるとの視点から，現在の種の分布と水温との関連

に焦点を当て，寒暖による海藻相の違いを解析する。

具体的には各地域で得られている海藻目録から褐藻の

3つの大きな分類群であるコンブ目，ヒパマタ目，ア

ミジグサ目を対象に，ある地域での種構成を調べ，こ

れが水温に応じてどのように推移しているのかを見て

いく。

褐藻は紅藻や緑藻よりもその起源は比較的新しし

ヒパマタ自やアミジグサ目と恩われる化石は4億年前

のシルル紀やデボン紀に出現し，コンプ自にいたって

は第3紀にまうやく出現したとされる (South & 

Whittick， 1987)。また特定の階級の分類群では種分化

や分散は新しく，現在でも比較的まとまった地理的な

分布しているのではないかと考えられる。コンブ目を

例にとると，多くの種は寒帯に生育し，一部の種が温

帯に生育する。またヒバマ夕日藻類は熱帯から寒帯に

分布するいくつかの群に分けられる。さらにアミジグ

サ目は熱帯と温帯に分布する 2つの群に分けられる。

ここで，それらを各々寒帯性種，温帯性種，熱帯性種

という群に分ける。この区分けに基づき，ある地域で

のコンブ目，ヒパマタ目，アミジグサ自のそれぞれ寒，

温，熱帯性種の生育数を数えることにより指数を算出

することができる。もしこの指数と水温との間に相関

関係があるのならば，各自内での寒，1.昆，熱帯性種へ

の区分けは妥当であり，特定の分類群が特定の地域に
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表-1. Distribution of taxonomica1 groups of Laminaria1es， Fuca1es and Dictyota1田inco1d， warm and hot wa値目.Numbers of Japanese 

spc羽田inparenth時国.

生育地域によるコンブ，ヒパマタ，アミジグサ目内分類群の分布.( )内は日本産種数

コンプ目 [L] ヒパマ夕日 [F] アミジグサ目 [0]

チツコレ[ルガアンッ下モイイブソ記事帯ニソ属完争科±ワ。以糾)カ外メ問] 属(明刷

ヒパマタ科 (2) なし

今君子

チガイソ詰

ホウ[ガホンヒホ[下ノグジンン記モワキダダ号属クラワワ科炉季ラ。ラ十属直】1属0以)外側
ワカメ (3) ニセアミ

サナダグ
ヤコハモズンググ ((((41110) ) ) ) 特Fコンブ科メアラメ

アント ((l} ) 
クロシオ 1 

なし
ヤパネモ (2) 
ホンダワダラ

ア[ミ上ジ記グ属サ以科外](28) 

今宮F ホフ[ホンンワダ 亜属] (18) 
ツパモ (2) 

生育することの証明ともなるのではないかと考えた。

以下に日本と世界を対象に，コンプ目，ヒパマタ目，ア

ミジグサ目の寒帯性種，温帯性種，熱帯性種への区分

けの根拠をあげ，実際の指数を求め，水温との関連に

ついて考察した。

方法

1 )コンプ目の分布と区分け

現在，世界的に様々な地域にコンプ目藻類は生育し

ている。それらは比較的限られた地域に分布したり，

隔離的に分布することが多い (Fritsch1945)。有名なオ

オウキモ属(Macrocystis)を含む超大型褐藻のレツソニ

ア科(Lessoniac倒的はオーストラリア，南アフリカ，南

米南端地域，カリフォルニア沿岸に隔離的に分布する

ことが知られている。Luninget al. (1990)によれば，褐

藻コンブ類の種分化は比較的新しく，その分布の中心

は北太平洋であり，その後大西洋や南半球へも進出し

たとされる。彼はひとつの証拠として北太平洋産の

Laminaria setchellii， L. bongardianaは北大西洋産のL.

hJ'J戸r加'rea，L. digitataとそれぞれ共通起源種から派生

した姉妹種と考えた。 Stamet al. (1989)はコンブ属藻

類を用いたONA-ONA交雑実験から，いくつかの種は

5∞-1900万年前に北太平洋で生まれた共通祖先がそこ
で分化をはじめ，約350万年前の間氷期にベーリング

海峡が開いたとき北大西洋に進入していき種分化を遂

げ，さらに地中海や南大西洋に分布を広げていったと

考えた。

van den Hoek (1982a， b)は海藻の世界的な分布論を

展開した。彼によれば種の分布の最大限定要因は水温

である，すなわち，生育可能な水温の上限や下限が種

の分布の境界線を決定しているとした。オオウキモ属

の3種(M.pyrifera， M. integrifoJia， M. angusti.ゐ，Jia)は，

a 
1.35 

O(J 

d 

1.66 t;? 
0 

1.59 tf 
ー一一一-25・a 

図-1 LFD indices in Jap佃. 日本各地のLFD指数
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表一 2.LFDindi田sin Japan. L， F， D show (W X 1 + H X 2)/(C + W + H). 

日本各地のLFD指数.L， F， Dはそれぞれ(WX 1 + H X 2)/(C +W+H)を表す

地域 出典
水温幅
低一平均一高

厚岸 Yamada & Tanaka 1944 0-7・13

羅臼 黒木ほか 1979 0-7・15

オホーツク 川井・黒木 1986 1-8-16 

日高 千原 1972 2-11-18 

忍路 Tokida & M:鎚紘i1959 7-13-19 

青森県 阿部 1958 8-14-21 

大槌 黒木ほか 1979 5-13・23

茨城 川端 1939 8-16-24 

ニ崎 ニ崎MS1970 12-19-25 

下回 千原 1967 13-20-25 

佐渡島 Noda 1969 10・17・24

和歌山県南部 山本 1957 17-20-26 

伊予灘 八木 1964 1cト20・25

瀬戸内海 向島MS1963 10-19-24 

対馬 千原 1970 14-19-25 

天草 瀬川・吉田 1961 16・21・26

奄美列島 田畑 1991 20-24-29 

琉球列島 瀬川・香村 1960 21・25-28

いずれも，冬16"(;および夏18"(;の等水温線が分布水温

上限で冬3"(;の線が下限である地域に分布する。ここ

は季節水温較差が15"(;程度の比較的小さな寒冷地域で

ある。アメリカ地質学会出版の地球の気候図集Map&

chart series MC・36(1981)によれば，現在の地球の夏季

と冬季の水温較差は，日本近海と大西洋北西部が約20

℃と異常に大きく，さらに氷河期には地球上で日本近

海だけが20"(;以上であった。このことから多年生であ

るマクロキスチス属の藻類は，季節水温較差の小さな

南半球の寒流域と北半球の太平洋東部には生育する

が，季節較差が大きい北大西洋と日本近海には生育で

きないものと推定できる。一方，季節水温較差の激し

い北太平洋と北大西洋にはコンブ属 (Laminaria)の種

が多く生育する。その例として vanden Hoek (1982a) 

は北大西洋産L.saccharinaは夏19"(;以下，冬15"(;以

下-2"(;までの双方を満たす地域に生育し，L. digitata 

は夏19"(;以下，冬10"(;以下-2"(;の地域に生育すると

述べている。

L F D LFD index 

0/13 4/6 oρ 4/19 = 0.21 
on 5n 3/2 8/16 = 0.50 
0/5 5n 3/2 8/14= 0.57 

1/5 4/6 oρ 5/11 = 0.45 
1/6 9/9 3/2 13/17 = 0.76 
2/5 7/8 5β 14/16 = 0.88 
ln 9/10 4/3 14/20 = 0.70 
3β 10/11 5/4 18/18 = 1.00 
5/6 9/18 22/14 46β8 = 1.21 
8/9 30/27 23/16 61/52= 1.17 

3/4 18/18 36ρ2 57/44 = 1.30 
515 36/29 33/20 74/54 = 1.37 
5/6 40β1 34/21 79/58 = 1.36 
4/5 24/21 18/12 46β8 = 1.21 
5/6 18/18 26/16 49/40 = 1.23 
3/4 22/19 29/17 54"柑=1.35 

0/0 51/31 42/25 93/56 = 1.66 
1/1 35/23 37/22 73/46 = 1.59 

コンブ属やオオウキモ属などの両極分布する属では

どの様に赤道を越えたのかを推論した研究がある。

Peter et al. (1992)は，上記のコンプ類はある時期に高

水温に耐えられる配偶体の形で赤道を越えていったと

述べている。さきほどのMap& chart MC・36(1981)に

よると，過去の何回かの氷河期には赤道付近が現代よ

り2"(;ほど低い， 26・27"(;であったこともこの推論を支

持するものである。現実に起こった種の移住の例とし

て，コンプ自のワカメ (Undariapinnatiiida)があげられ

る。この種は最近になって南半球のニュージーランド

や南オーストラリアに分布するようになったσIayetal.
1987) 0 Peter et al. (1992)は，これに対する説明とし

てワカメの配偶体の生存水温上限は29.6"(;であり，人

為的に配偶体の形で赤道を越えていったのであり，そ

こに定着できたのはニュージーランドの水温環境が日

本の温帯域に似ているからであろうと推定している。

いずれにせよ，太平洋の寒帯に起源を持つコンプ目

藻類は新たな分布地での水温環境に適応しながら一方
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図-2 LFD indices in the world. 世界各地のLFD指数

で太平洋の温帯に，一部は分布を拡張しながら，現在

大西洋の寒帯から南半球の寒帯や温帯に分布するよう

になったと考えられる。

以上のような知見から現在日本沿岸に生育するコン

ブ自の藻類を分布域から寒帯性種と温帯性種に分けて

みると表一 lのようになる。寒海にはコンプ科

仏aminariaceae)のコンプ属，チガイソ科(A加iaceae)の

アイヌワカメ属 (Alaria)，ツルモ科(Chordaceae)が分

布し，関東地方以南の暖海にはコンプ属よりも形態の

分化した，コンブ科のアラメ属アラメ (Eiseniabicyclis) ， 

カジメ属カジメ (Eckloniacava) ，クロメ (Ecklonia

kurome) ，アントクメ属アントクメ (Eckloniopsis

radicosa) ，チガイソ科のワカメ属ワカメ，ヒロメ

(Undaria undarioides) ，アオワカメ (U.peterseniana)が

分布する。カジメ属は日本の他，オセアニアや南アフ

リカの温帯にも生育し，アラメ属はカリフォルニア沿

岸に生育する。ここでは暖海産コンブ類は配偶体の形

で高水温に耐え，さらに胞子体も高水温に徐々に耐え

られるようになり，温帯域でカジメ属，アラメ属，ワ

カメ属などに分化したと考える。

2)ヒパマタ目の分布と区分け

ヒパマタ目伊ucales)内の種分化や分布の経路につい

ての知見は少ないが，現在の分布から見て，コンブ目

田中

と同様水温環境により特定の階級の分類群で寒帯性

種，温帯性種，熱帯性種に分けることができそうであ

る(表一 1)。日本沿岸においては，科や属や亜属のラ

ンクで分布域が異なっている。ヒパマタ科(Fucaceae)

は北海道を中心とした地域に生育し，ヒパマタ属

(Fucus)とエゾイシゲ属(Pelvetia)がこれに該当する。ウ

ガノモク科 (CyS to s e irace ae) やホンダワラ科

(Sargassaceae)のホンダワラ属 (Sargassum)の3亜属

(Bac加'Phycus，Phyllotrichia， Schizophycus)とヒジキ属

(Hizikia)は主に温帯に生育する。熱帯性のものにはホ

ンダワラ属ホンダワラ亜属 (σSarg.伊'asおsum同)とラツノパfツモ

ク属(TI日Ul治出bωi加副a吟)，ヤパネモク騎 (Honnophysa)がある。

吉田他(1995)に依れば日本産ホンダワラ亜属には18種

が挙げられている

世界に目を転じてもこの分布の傾向は変わらず，ヒ

パマタ目は寒帯に，ホンダワラ科は温帯や熱帯に生育

する。温帯性のホンダワラ属 Phyllotrichia亙属は南

オーストラリアが分布の中心となっている。

寒海に生育するヒパマタ目ヒパマタ科の生理学的な

研究として，Luning(1984)は北海に生育する海藻の高

温耐性を調べた。その結果，コンブ目のツルモ属

(白orda)やコンプ属では胞子体の生育上限水温が18'C-

20'Cでしかなかったが，ヒパマタ目のヒパマタ属では

25'C-28'Cであった。また Russell(1987)によればヒパ
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表-3. LFD indices in the World. 世界各地のLFD指数

地域 出典 水温幅

Canada-Atl. South 1970 5-12 

Canada-Pacif. Scagel et a1. 1986 8・13

British Is1e Parke & Dixon 1976 6・15

California Abbott & Hol1enberg 1976 10-18 

Peru Dawson et a1. 1964 16-21 

Japan Yoshida et a1. 1995 。幽29

Aus位a1ia Womers1ey 1986 12-26 

P紘istan Shamee1 & T:組 aka1992 23-27 

Phillipines Silva et a1.1987 25・29

Jamaica Chapman 1963 25-28 

W.Trop.Africa Lawson & John 1987 24・28

Micronesia 時田 1938 28・30

マタ属の一種Fucusvesiculosus は8月の水温が5'(;から

20'(;までの広い範囲で生育できるという。同様な研究

として，横浜(1982)は日本に生育するコンプ目やヒパ

マタ自のいくつかの種類の温度光合成特性を求めた。

コンプ類では寒帯性種のスジメ (Cos加治cωtata)，ホ

ソメコンプ(Laminariareligi.醐)や温帯性種アラメは35'(;

で完全に活性を失ってしまうが，ヒパマタ目の温帯性

種フシスジモク (Sargassumconfusum)やアカモク (S.

home.ゅでは35-40'(;でも光合成能力を保っている。こ

れらの研究結果から，本来熱帯に起源をもっヒパマタ

目藻類ではあるが，その一部(ヒパマタ科}は寒海にま

で分布するようになった，しかし生理特性に関しては

過去の耐高水温性をまだ保持していると考える。

3)アミジグサ自の分布と区分け

アミジグサ目は熱帯に多くの種が生育し，一部温帯

に生育する。しかし亜寒帯から寒帯に生育する種は少

ない。日本で北方にまで分布を広げてきた仲間として

ニセアミジ属(Diloph同，サナダグサ属(Pachydictyon)， 

コモングサ属 (Spatoglossum) ，ヤハズグサ属

(Dictyopteris)があげられ，それらは主に温管域に分布

する。ニセアミジ属は温帯の南オーストラリアにも多

くの種が分布することが知られる。

日本近海特産のヤハズグサ属エゾヤハズ (D.

div.副'ca臼)は，最も寒海性の強いアミジグサ日藻類のひ

L F D LFDindex 

1/12 0/5 oρ 1/17 = 0.06 
3/18 2/5 2/1 7/24 = 0.29 
0/9 1/17 8β 9/31 = 0.29 
2/20 3/8 8β 13β3 = 0.39 

2/5 3/2 7β 12/12 = 1.00 
10.β7 81/64 62/44 53/145 = 1.06 
1/5 61/62 66/41 28/108 = 1.19 
0/0 25/13 49.β1 74/44 = 1.68 

0/0 8/5 70/40 78/45 = 1.73 

0/0 18/9 36/22 54/31 = 1.74 

0/0 7/4 35/20 42/24 = 1.75 
oρ 8/4 17/10 25/14 = 1.79 

とつである。この種は主に北日本に生育するが，瀬戸

内海にも隔離的に分布する。この理由は瀬戸内海は内

海であり，冬季の水温が低いためと考えられる。しか

し横浜(私信}によればこの種では35'(;-40'(;でも光合

成能力が残っている。このことからアミジグサ目の起

源はヒバマ夕日同様熱帯であり，現在はより寒冷な地

域に分布を広げているが，以前からの生理特性はまだ

残していると考えられる。さらにシワヤハズ (D.

undulata) ，ヘラヤハズ (D.proli，た'13)，フクリンアミジ

(Dilophus ok抑闘のは日本では寒流域にまで生育する

が，分布の北限に近づくほど生殖個体の割合が少なく

なり，栄養生殖により個体群を維持している(田中，未

発表)0 Breeman et al. (1992)は，紅藻Bonnemaisonia

h制 ife13の生殖藻体と地理的分布の関係を調査した結

果，分布の限界付近では有性生殖体が少なくなり，胞

子体や配偶体の栄養生殖により個体群を維持している

と報告した。北方に見られるアミジグサ目は生育の限

界付近に生育する上記のような特性を持つ藻類群であ

るといえる。

アミジグサ目は枝の先端の成長点細胞がlっか多数

かでアミジグサ亜科 (Dictyoteae)とシマオオギ亜科

(Zon組問)に分ける研究者もいるが(Wom師 :ley，19的，

現在はアミジグサ科1科にまとめられることが多い。

日本産の分類群に関しては帯状で二叉分枝し扇状にな

らない体を持つフクリンアミジ属，サナダグサ属，コ
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図-3 LFDindic沼sin 5 regions in CaIifomia State， U.S.A. 

カリフォルニア州の5つの地域のLFD指数

モングサ属，ヤハズグサ属を温帯性とし，扇状の体を

もっウミウチワ属 (Padina)，シマオオギ属 (Zonaria)， 

ハイオオギ属 (Lobophora) ，フタエオオギ属

(Distromium) ，ジガミグサ属 (Stypopodium)，ヤレオオ

ギ属 (Homoeostrichus)を熱帯性とする。またアミジグ

サ属 (Dictyota)に関しては，アミジグサ (D.dichotoma) 

はかなり北方まで分布するが，他の種は熱帯に分布す

ることが多いので属全体としては熱帯性とする(表ー

1)。

4) LFD指数の算出法

上述のように，コンブ目，ヒバマタ目，アミジグサ

目の3自の分類群は，現在の日本や世界の分布から見

て，表-1のような特定の分類階級で寒帯性種，温帯

性種，熱帯性種の2ないし3のグループに分けられる

コンブ目 (L:Laminariales) は属の階級で寒帯と温

帯に，ヒパマタ目 (F:Fucales)は科，属，亜属の階級

で寒帯，温帯，熱帯に，アミジグサ目 (D:Dictyotales) 

は属の階級で温帯，熱帯に分ける。この表をもとに，日

本や世界各地の海潔目録から，その地域に生育する寒

帯性種，温帯性種，熱帯性種の数を算出し，寒帯性種

に0を(下式には表示しない)，温情性種に1を，熱帯

性種に2をかけて，合計の種類数で割る。ここで得ら

れた値をLFD指数と名づける。すべてが寒帯性種であ

問中

結果

表-2，および図ー lは日本の20の地域のLFD指数

である。左から順に，地域名，出典，水温の幅と平均，

コンブ目，ヒパマタ目，アミジグサ自のそれぞれの計

算値j(C+W+H)，LFD指数を示す。例えば日高のL値

はコンブ目5種のうち寒帯性種が4種，温帯性種が1種

分布することを示す。合計の種数に関しては調査の精

度によりばらつきがあるが，指数は北から南へと値を

増加させていることが分かる。最も寒海性の強い北海

道東部ではLFD指数は最低となった。北海道西部は津

軽暖流の影響のせいで水温が上がり，それにつれて

LFD指数がかなり高くなる。また佐渡鳥など日本海側

で太平洋中部より平均水温が高くなるのは津軽暖流が

北まで流れているからで， LFD指数もそれにつれて大

きくなる。このように水温とLFD指数にはかなりの相

関があることがわかる。

表-3，および図-2は世界の12の地域のLFD指数

を示す。カナダの大西洋沿岸，太平洋沿岸，英国付近

で低<，ペルー，日本，オーストラリアで l前後，パ

キスタン，フィリピン，ジャマイカ，西アフリカで2

に近い値を示した。ベルーは赤道に近いが寒流の北上

が影響して低水温となる地域である。またカリフォル

ニアもアラスカ寒流の南下で低水温となる地域であ

る。この2つの地域では LFD指数は低い値であった。

さらに，カリフォルニア州を5つの地域に分けそれ

ぞれのLFD指数を求めた(図-3)。ここは世界の中で
も詳細なフロラが知られている地域の一つである。ま

2.0 
... Japan 

1.5 -l 〆
..l 0.5 

a… ‘ .... /‘/ U ・，〆tE〆i〆〆
企 /ρ

。t-，ι.".Aコ..，。 5 10 15 20 25 30 
れば0，温帯性種であれば 1，熱帯性種であれば2と Mean water temperature ('t) 

値がOから2の範囲となる(下式)。
LFD=(W X 1 + H X 2) -;-(C +W+ H) (0孟日D孟2) 図ー4Relation between m悶 watertemperatures and LFD indices 

C:寒帯性種数， W:温帯性穏数，H:熱帯性種数 inJapan四 d出eworld. 
日本および世界各地のLFD指数と平均水温の関係
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た北方アラスカからカリフォルニア半島にかけて寒流

が南下するため水温が規則的に増加する地域である。

その結果，この海域は基本的にはLFD指数0.69以下

であり，全体として0.39であった。この地域のフロラ

を集大成したAbbott& Hollenberg (1976)によれば，コ

ンセプション岬が年平均水温18'Cの境界線で，海藻の

フロラも大きく変わるとされている。LFD指数がここ

を境にして0.38から0.69と大きく上昇している。また

この北アメリカ太平洋沿岸のLFD指数0.29-0.69と比

較して，南北の距離ではほぼ同じ日本列島のLFD指数

0.21-1.66は大きな変動幅を示し，南北の平均水温の遠

いを反映しているように思われる。

図-4は日本および世界各地の平均水温とLFD指数

の関係を示している。カリフォルニア州の値の低い原

因は，北部と南部では平均水温が5'C以上異なってお

り，それを州全体で平均したため14'Cと高い値となっ

たこと，および北部に多く生育するコンブ類が多数含

まれたことの相乗効果により，水温の割にはLFD指数

は低くなったとおもわれる。この例外をのぞき両者の

高い相闘が見られた。

考察

海藻相の寒暖指数，すなわちそこの海藻相が暖海的

なのか寒海的なのかを数値によって表す試みとしてい

くつかの指数が考案されている。そのひとつは，ある

地域に生育する紅藻，褐藻，緑藻の種類数の比から求

める方法である。地中海や大西洋での寒暖指数として

表-4. C/P.I/H. L/F indices in Japan 

日本のC/P.I/H.L/F指数一覧(新崎.1976) 

C/P m 
沖縄諸島 1.0-2.8 9.2 

奄美諸島 1.5-2.0 9.2 

足摺一南宇和海 0.5-0.9 7.1 

潮岬一房総 0.3-0.7 2.4-3.5 

犬吠崎一塩屋崎 0.4-0.6 1.4-1.7 

金華山一二陸 0.4-0.5 1.4 

北海道中南岸 0.3-0.4 0.8 

北海道襟裳以東 0.2-0.3 0.5-0.7 

北海道西岸 0.3-0.4 0.9-1.1 

青森一新潟 0.3-0.5 1.7-2.9 

富山一山陰 0.3-0.5 2.5-3.2 

九州西岸 0.3-0.7 2.4-2.9 

Feldmann (1937)は紅藻 (Rhodophyceae)と褐藻

(Phaeophyceae)の種数の比R/P値を求め，その値が高

いほど暖海的であるとした。日本において瀬川(1956)

は，緑藻(口叫orophyceae)が媛海に，褐藻が寒海に多い

として各地の緑藻と褐藻の種数比C/p値を求め，その

値が高いほど暖海的であるとした。彼が当初求めた値

は，三陸0.4，常陸0.5，伊豆半島0ム大島0.7，神津

島0.9，三宅島0.7，八丈島1.5，紀伊0.6，鹿児島0.9

である。またこれ以外の地域について新崎(1976)が求

めた値が表-4に示しである。これらは緑藻が暖海に

多く，褐藻は寒海に多いという傾向を知実に示す指数

となっている。

また中原・増田(1971)は，緑藻や褐藻は水温によ

りその生活環の適応がなされていることに着目して，

同型世代交代 (Isomorphicalternation of generations)お

よび世代交代のない種が暖海に，異型世代交代

(Heteromorphic alternation of generations)をする種が寒

海に多いとしてI/H値を求めた(表一4)。異型世代交

代をする仲間であるコンプ目やウルシグサ目の胞子体

は耐寒性があり，形態の異なる微少な配偶体は夏の高

水温に耐性をもつことが知られる (Peteret al. 1992)。

このことから平均水温が低く，季節による水温較差の

大きな海域，すなわち日本近海では東北地方以北の太

平洋沿岸の寒流域はこの仲間の生育に有利であり，種

数も多くなることが予想される。また平均水温が高

く，季節水温較差の少ない暖海域では胞子体と配偶体

が同型で生理的な特性も同じ同型世代交代する種が多

L F L/F 

。 7-17 O 

。 7-8 O 

3-4 13-16 0.2-0.3 

5-8 12-17 0.2-0.5 

3-4 7-15 0.3-0.4 

6-9 4-11 0.7-1.5 

10 10-13 0.7-1.3 

11-12 2・5 1.8-2.4 

4 3-6 0.7-1.3 

2-8 10-16 0.2-0.7 

3-4 16-18 0.2-0.3 

2-4 18 0.1・0.2
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くなるのも当然と恩われる。このことから見てこれら

の種数の比を寒暖指数に用いるのは当を得ており， C/ 

P値と比較して，地域による特徴が明確になっている。

さらに新崎(1976)は，ある地域でのコンブ目

(Laminariales) ，ヒパマタ目(Fuca1es)の種数の比L/F値

を算出することで，寒暖指数を求め海藻相が寒海的か

暖海的かをみた(表-4)。一部日本海から北海道西岸

にかけて値が前後することがあるが，コンブ目では暖

海に分布するようになった種と，ヒバマタ目内で寒海

に生育するように種が混在することが原因となってい

る。最も目に付く海藻類を基に算出されたこの寒暖指

数は日本近海の海藻相の特性を示す指数として有効で

ある。しかし，新崎も述べているように，諸外国の沿

岸に当てはめるにはこれだけでは不十分なようであ

る。

今回の結果では，LFD指数は日本だけでなく世界的

にも表面水温の平均値と相関関係を持つことが明かと

なった。このことはLFD指数を算出するベースとなっ

た上述の熱，i昆，寒帯性種へに区分けは妥当であり，海

藻の中では比較的進化の新しい大型の褐藻の分布を考

える際に，比較的まとまった分類単位で分布域が限定

されるとする考え方に妥当性を与えるものである。

なおこの値が世界的規模で算出できる背景には，コ

ンブ目，ヒバマタ目，アミジグサ目は日本はもとより

世界的に広く分布し，大型や多年生の種が多く，しば

しば大群落を作り，季節を問わず生育の確認および同

定が比較的容易であるので，海藻目録に記録されるこ

とが多く容易に利用できることが挙げられる。
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新井章吾 1・寺脇利信 2・筒井功 3・吉田忠生 4:ツルアラメのタイプ

標本およびツルアラメとクロメの根の形態形成の比較

Lectotypification of Ecldonia stolon約raOkamura and morphologicaJ comparison on root. 

between E.stolon砕raand E.kurome Okamura (Laminariales， Phaeoph向).Jpn. J. Phycol.(Sorui) 45: ¥5-19. 

Ecklonia stolon俳raOkamura was here lectotypificated by the specimen collected from Noto・Wajima，Ishikawa 

Prefecture on July 25， 19¥2. Okamuca used the specimen for the iIIu抑制onpublished wi白血originaJdescription. It 

is now deposited on出eOk田n町宮collectionin出eherbarium of the Faculty of Science， Hokkaido Unive四ity(SAP).A 

morphologicaJ comparison be何回nEcklonia stolonifera四 dE.kurome Okamura w出 carriedout based on血e皿a胞riaJ

∞lIected in winter at Matsuura City， Nagasaki Prefecture. E.stolon俳rawas very similar in mo中hologyof the leafy 

part to E.kurome. However， c1ear differences we問 foundin the morphogenesis betw田nthe stolon of E.stolonifera回 d

the root of E.kurome百lemam叩 dla阻ralroots of Ecklonia stolon俳rapec自1蹴 Iyformedm胡 yrootlets for at阻cbment

from the ventral side befo陀出eytouched the substratum. The main root was a1most twice as thick田 thelate回]root in 

d加neter.On the other hand， the roots of E.kurome formed many r，∞t1e臼at出etip after由eytouched the subs回 tum.

The root of E.kurome branched dichotomously several times with the same diameter 

Key index words: Ecklonia kurome-Ecklonia sto¥onifera-Laminariales-morphogenesis-Iectotype-Phaeophyta--root-

rootlet-stolon. 
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ツルアラメのタイプ標本 さ13cm，幅4cmで，縁辺から3枚ずつの側葉がでてお

ツルアラメ Eckloniastolonifera Okarnura は“Onthe り，大きい側葉は長さ 3cmである。茎は長さ 7cmで，

Marine Algae of Chosen" (Okarnura 1913) において記 基部からは最大7cmの旬勾する根が数本でていて，そ

載された。採集地としてHanseiho(Chosen)， Zetsuyeト の末端から最大4cmの新芽 (sh∞1)が生長している。

to near Fusan (0.)， Strait of Hirado (Prov.Hizen， 0.)， 

Wajima (Prov. Noto， 0.)， Nou (Prov. Yechigo)， Awomori 

(Higashi)が記録されている。現在， Okamura Collection 

(SAP)には，関係ある標本として，能登輪島，平戸海

峡，韓国絶影島からのものが保管されている。原記載

のときの図版6の第1，3図は輪島の標本，第2図は絶

影島の標本に基づいて描かれたものである。この中か

らタイプ標本を選定することが必要であり，第 l図の

もとになったものを選定タイプ標本とするのが妥当で

ある。この標本 (Fig.1)は 1912年7月25日に能登輪

島で岡村が水深 11・15尋の石に生育していたのを採集

させたものである。比較的小型の藻体で，禁状昔日は長

ツルアラメとクロメの根の形態形成の比較

岡村(1936) は，ツルアラメ Eckloniastoloniferaの

輪生する根が飼旬して先端に新芽 (shoot)を生ずる点

を，根が輪生するが新芽を先端に生じないカジメ

E.cava KjelImanおよびクロメ E.kuromeOkarnuraとの

区別点とした。青森県のツルアラメでは旬旬根がよく

発達して多数の新芽が形成される (Notoyaand Aruga 

1990)が，ツルアラメとクロメが分布する新潟県から

長崎県では，ツルアラメ群落内に生育していても旬旬

根の発達が不十分で新芽が認められない藻体がある。

そのため，生態調査などの際の多数の試料の中には，
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17.9cmその1陥は 11.2cmと11.1cmでツルアラメが長く，

第一次似1I業の長さは 19.5cmと27.0cmそのl隔は6.2cmと

9.7cmでツルアラメがーIE[Iり小型で、あった (Tab1巴1)。

今回調査された長崎県松ifliにおいては，種内での形態

変異のl阿が広いとされるクロメ (岡村 1936，川11!島

1989， TsulS山ela1. 1996)とツルアラメは，かなり類

似した輪郭の業;犬者11を有していることが分かった。そ

静 こで，nlfJ極を区別する重要な形態形質としてのツルア

1 ラメの flìl旬H~ とクロメの根について，よ り詳細な観察
を行った。その結果，ツルアラメの旬旬根ではま っす

ぐに仰長する主根 (mainroot)とそれから分岐する主

級より創11い1t!1川l (latera1 1'001)が区別される場合が多

く，主根の先端に栄養繁殖による新芽が発達していた

(Fig.4)。さらに，主根や'jl!ll根が基質に接触する以前

に， それらの!1i1而の所々から基質に向かつて刻11根

ト (1∞州 州 lの削犬にイl限する点が特徴的であった。

..・‘' ・・‘・・・‘

Fig. 1. Lcctotype specimcn of ι'cklonu， slO/onirera Okamura. NolO 
Wajil1la， Ishikawa PrcfectUl丸 July25， 1912 (SAP herb. Okamllra)/ 

どちらの稜に同定すべきか決めかねる務体がしばしば

含まれている。

著者らは， I司一湾内にツルアラメ(湾奥部)とクロ

メ(湾口音11)の阿群落が認められる長崎県松浦市のj也

先 (Fig.2)において，両極の根の発iさがlliFんな冬季の

1991 :flニl月31EI-2月1EIに，スキューパダイビング

によ って椴が損傷しないよう に注意して試料を採集し

た。採集地点における両極の代表的な形態を示す 10試

来|ずつを選び，筒井大野 (1992)に準拠して藻体の

各部を測定した。特に，発達中のツルアラメの11iJ旬根

( s l o l on ) およびク ロ メのtl~ (roOl)の分岐点の基音1¥側と

先端仰11の根の長径を測定するとともに，特徴的な発途

段階の試)fjlを選んで観察した。

この海主主のツルアラメとクロメにおいては，ツルア

ラメの方が第一次官!II楽に1A歯が多い点を除き，禁状昔日

の輪郭及び業而の鍛の形態が類似 していた (Fig.3)。

ツルアラメとクロメの藻体の長さは平均値51.5cmと

56.0cmでツルアラメがやや短く ，茎長は 9.7cmと

15.8cmでツルアラメが短く ，中央業の長さは35.3CI11と

また， 主H~や側線の先端では， ク ロメと同J僚に根が基

。j
Fig. 2. Map showing study引teon EckJonia at Matsuura Ciry， Nagasaki 

PrcfCCllI問会、 E.stolonifera:* ， E.kurome 
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Fig. 3. Morphology of Eck10nia stolonilcra(Lefl) and E.kurome{Righl) collCCled al Malsuura City in winler. 

質に接触した後に細根がや11長した。一方，クロメの線

では根径がほぼ同程度の太さで叉状分l岐を繰り返しつ

つ次第に細くなり，根の先端が主主質に接触した後に制11

線が伸長した。クロメでは視の途中から細根が引11長す

ることはなかった。

次に，ツルアラメとクロメの分岐点の基音Ilil!lJと先端

側の根の直径を測定した (Table2)。ツルアラメでは主

根の分岐点の器部制IJと先端側の恨の直径の比は 0.9で

ほぼ同じ太さであったが，主根の分岐点の基部il!lJとil!IJ

i恨の根の直径の比は0.5で，il!IJ根は主根の直径の半分

の太さであった。クロメの線では分岐点の器削lil1lJと先

端側左右の線の直径の比はそれぞれ0.8と0.7で， 先端

IT!IJ左右の根径は同程度の太さであり，基部側の棟径に

較べて 20- 30%紛lくなっていた。

これらのことから，ツルアラメの根が旬旬して新芽

を生ずる点を，根の先端に新芽を生じないカジメおよ

びクロメとの区別点とした岡村 (1936)の匁|見に加え

て，ツルアラメのf初旬様では主根と側根が区別され，

それらの先端が基質に接触する以前から根の腹而の

所々に紺l根が櫛の歯状に伸長する形態形成の特徴が，

叉状分岐する根の先端が基質に接触してから綱根が伸

長するクロメとは異なっていることが明らかになっ

す、，。

なお，この海域産のツルアラメの l年未満と恩われ

る若い側体は，成体に較べて側業の発達が十分でなく

(Fig.5)，筒井 ・大野(1992)が和歌山県白浜のタイプ

Tablc I九IcasurmcnL，，(mcan土ぉtandardcrror) of Ecklnllia 

stronifcra and E. kurolllc collcctcd at Matuura City 

E. stoJollifcra E. kurolllc 

Plant 

Lcngt(仁川) 51.5土5.61 56.0土8.01

Stipe 

Diamctc(cm) No data 1.0土0.05

Lcngth(cm) 9.7 :t 2.56 15.8 :t 5.7~ 

Ccntral lamina 

Lcngth(cm) 35.3 :t 12.18 17.9 土 5 .~ 1 

Width(cm) 11.2:t2.87 1 1.1土uo
Primary pinnac 

Lcngth(cm) 19.5 :t2.11 27.0土3.98

Width(cm) 6.2 :t0.56 9.7 :t 3.27 

Numbcr 16.2 :t ~.58 12.6 :t 1.62 
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8-1 

K-3 

K-4 

K-1 

・・"

， ， 

、¥

rootlet 
k圃 5
1c闘

Fig.4. Mo中hogenesisof stolon of Ecklonia stolonifera(S) and root of E.kurome(K). -・圃圃圃圃・・・・
S-1 and K-1， start of deve10pment; S-2-3 and K-2-3， elongati叩阻dbranching; S-4， fonnation of rootlets from the ventral side of a sto10n; 

S-5， development of a shoot at the tip of a stolon; K-4， dichotomous branching on the tips of root. K-5， fonnation of rootlets from the tips of a 

root after touching the substratum. A -C， measurement points 

標本の産地(吉田・寺脇 1990)のクロメについて観察

した結巣と同様であった。

今後，葉状部の観察に加えて，特に，根の形態形成

の観察を重視することにより，両種の特徴の把握と試

料の区別がますます容易になることが期待される。著

者らは，これからも，ツルアラメをはじめとするコン

ブ類やホンダワラ類を含め，根からの新芽で個体群を

維持する能力を有する大型海藻種の形態形成と繁殖戦

略などの生態との関係の把握に努力したいと考えてい

る。



ツルアラメとクロメの根の形 19 

Tablc 2. Comparison of ratio(i::はandardcrror) in d阻mctcr

at each portion of stolon(Ecklonia st%ni[cra) and root 

(E. kuromc)ー

B/A 

C/A 

E. stoloni{cra 

0.9 i::O.07 

0.5 ::1::0.10 

E. kurornc 

0.8土0.09

0.7 ::1::0.07 

E.stoloni[cra : A. diamctcr of main root at thc basc別dcof 

branching point; B. diamctcr of main root at thc tip sidc of 

branching point; C. diamctcr of latcral root at thc tip日dcof 

branching point. E.kuromc : A. diamctcr of root at thc basc 

side of branching point; B and C. diamctcr of root at thc tip 

剖dcof branchiog point. A. B and C arc shown in FigA. 

本稿へのご助言をいただいた高知大学海洋生物教育

研究センターの大野正夫博士および英文の校関を通じ

ての有益なご助言を下さった Dr.Cri tchley.A. T.， 

Univresity of the Witwatersrand， South Africaに謝意を表

する。
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必研究技術紹介

光合成キネティクス研究法

一微細藻類の光合成による "C02"の利用および固定特性の解析-

はじめに

佐藤朗 1・小林寛1・白岩善博1.2

I新潟大学大学院自然科学研究科 干950・21新潟市五十嵐2・8050
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Akira Satoh， Hiroshi Kobayashi叩 dYoshihiro Shiraiwa 1997. Kinetic analyses of photosyn曲目is:Properties of the 

utilization and fixation of dissolved inorg叩 iccarbon in photosyn曲目isofmicroalgae. Jpn. J. Phycol. (Sorui) 45: 21-

28. 

Analyses of the kinetic properties of photosynthesis are very import岨 tto characterize algal cells， namely to know how 

efficiently由。日areable to utilize extemal dissolved inorganic caぬon(DlC) under limiting conditions of DIC and how 

high the maximum ability to fix DIC under saturating conditions of DIC is. For those purposes data obtained 

experimentally sho凶dsatisfactorily be exact for the theoretical analyses. In出isarticle we describe the detailed meth匹1s

how todete口nineexperimentally the rates of photo喝yntheticevolution of O2 at various concentrations of DIC using a 

Clark-type oxygen electrode and how to analyse the kinetic curves theoretically to ca1culating kinetic p町田ne胞団，such 

部 Km(C02)叩 dthe maximum photosynthesis， using a computer programme. 

Key Index Words: CO2 concentration-C02βxation-C02 utilization-Kinetic analysis-02 electrode-Photosynthesis 

Akira Satoh' ， Hiroshi Kobay出hi'and Yoshihiro Shiraiwa'.2: 'G岡山ateSchool of Natura1 Science， Niigata Unive四ity，

Niigata 950-21， Japan and 2Faculty ofScience， Niigata Unive四ity，Niigata 950-21， Japan 

藻類の光合成固定経路はC3型であり，まずRubisco

(リブロース 1，5ーピスリン酸カルボキシラーゼ/オ

キシゲナーゼ)によって固定されたCO2がカルピン・

ベンソン回路を経て種々の有機物へと代謝されてい

く。その基本経路は同じであるが、 Rubiscoの特性，

"C02" (無機炭素分子の総称)の利用および固定産物の

代謝に関しては藻類に特徴的な機構が多く知られてい

る(都筑・白岩1992)。藻類の場合， CO2は外液から境

界層ーう細胞壁ーう細胞膜ーう細胞質ーう葉緑体包膜

ーうストロマを経て Rubiscoに達し固定される。した

水中ではそのpHに依存して解離し， CO2，HC03-ある

いはC032ーとして存在する。その存在比はpHのみなら

ず，溶液中の塩濃度等の解離定数を変化させる要因の

存在により大きく異なる(図 1)。そのため，反応液の

状態および各々の藻細胞がいずれの"C02"分子種を利

用するか，すなわち CO2，HC03-あるいはCO/・のうち

のどれが細胞膜を通過する分子種であるかは非常に重

要である。これまでの知見によれば，単細胞渓類が吸

収する"C02"分子種はフリーのCO2分子であり ，HC03ー

ではないことが一部のラン藻を除いて一般的に確かめ

られている。一方，大型藻類においては，HC03-利用

の例が多く報告されているが，細胞膜を介した直接的

なHC03'吸収の例は少なく，細胞表面に局在するカル

ボニックアンヒドラーゼ (CA)が関与する「みかけの

がって，その各々の段階においてCO2の輸送および拡

散には大きな抵抗が存在し，結果的にCO2固定を制限

する要因となる。また，光合成の基質となる "C02"は，
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確に作成するためには，まず反応液中の"C02"濃度を

ゼロにすると同時に細胞内の"C02"濃度をもゼロにす

る必要がある。これらの操作が不十分な場合，基質で

あるNaHC03を反応液に注入する前でさえも，相当高

い光合成活性(光合成O2発生速度)が認められる。こ

れらのデータからは正確なKm(C02)やVmaxを求めるこ

とはできない。以上をふまえて，本稿では，光合成の

CO2濃度依存曲線の作成法について，測定前あるいは

測定中の注意事項や得られた結果の解析法等を加えて

紹介したい。
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酸素電極を用いた光合成測定の際の一般的操作

法

1・1. 酸素電極装置

筆者らの研究室では，クラーク型酸素電極として主

に英国RankBrothers社製(代理屈は(株)三啓，東京

都文京区湯島3-20・12，百L:03初 9・7354)を用いてい

るので，以下の実験法の解説ではその装置を用いるも

のとして記述する。酸素電極および反応容器の形状は

機種により種々工夫されているが，光合成O2発生速度

および呼吸速度等を測定するために基本的に必要な

個々の装置や原理は同じである。ただし，英国

Hansatech社製(代理庖は(株)旭光通商，東京都港区

麻布1・5-2，TEL: 03・3586-5251)のように光源および反

応容器が専用に用意され量子収率の測定が可能な装置

もある。酸素電極付光合成反応容器および測定システ

ムについては和田野(1996)に詳しい。

14 

図1. 25"Cにおける淡水(実線)および海水 (35%0 salinity， 

破線)における各浴存無機炭素分子種の存在比 (Mehrbachet 

a1. 1973)。
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1・2. CO2-freeの緩衝液(反応液)および細胞懸濁

液の調製

CO2・free緩衝液(反応液)は，あらかじめ30分程度

N2ガスを通気した蒸留水(あるいは培地)に，マグネ

ティックスターラーで撹枠しかっN2ガスを通気しなが

ら，緩衝剤を粉末のまま添加して調製する。pH調整に

NaOH溶液を用いる必要がある場合は，あらかじめ密

栓した遠心管中に過飽和のNaOH溶液を用意してお

き，それを遠心した後その上清をCO2-fl問eのNaOH溶

液として使用する。アルカリ溶液にはCO/・が多く溶

けこむが，過飽和NaOH溶液では混在していた "C02"

は沈殿として除去される。調製後の緩衝液をアスピ

レーターで脱気するとなお良い。液体培養および寒天

培養等で生育させた微細藻類の細胞を収穫し，その細

胞懸濁液の細胞濃度をpackedcell volume (pCV，白岩・

広川 1982を参照)，クロロフィルあるいは細胞数等を

求めることにより決定する。一回分の測定に必要な細

HC03・吸収」が存在する可能性が示されている。更に，

葉緑体包膜を通過する "C02"分子種およびRubiscoの

基質となる "C02"分子種もまたフリーのCO2である。

したがって，藻類は至適生育環境である中性付近のpH

域において、平衡状態においてより多く存在する

HC03-ではなく，その数十~数百分のーの濃度しか存

在しないCO2分子を基質として吸収し，かつ葉緑体に

おいても CO2分子を国定することになる。そのため，

基質となるCO2に対する親和性を高〈維持するための

機構を作り上げなければならない必然性が生じたもの

と考えられる(都筑・白岩 1992，Suzuki et al. 1994)。

以上のような藻細胞による"C02"の利用機構を解析

し，その利用効率を評価するためには，各細胞の基質

("C02")に対する親和性および反応速度の解析を行う

のが有効である。そのため，酵素反応において，酵素

一基質問の親和性を解析するための反応速度論(キネ

テイクス)を，細胞一基質問の関係に置き換えて，そ

の解析法をそのまま適用することが一般的に行われて

いる。しかし，実際にはそれらの解析において"酵素"

をそのまま単純に"細胞"へと置き換えることは困難

で，細胞内の複雑な反応、系の存在により基質濃度曲線

が変形する場合が多い。解析では，光合成のCO2濃度

依存曲線を作成し，反応速度論的に最大光合成速度

(九回)と，その Vmaxの1/2の速度を与える基質(C02)

濃度 (Km(C02))を求め，その藻類の持つ最大光合成

能力，基質制限条件下での光合成能力，基質に対する

親和性等を評価する。

低濃度から高濃度に渡る種々の基質濃度で光合成活

性を測定し，基質濃度に対する光合成の依存曲線を正
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胞懸濁液の液量は 1-5mlであり，一回分ずつを一試

験管内で調製するようにし、測定回数分だけ細胞を遠

心により収穫する。遠心後，上清をアスピレーターで

丁寧にかつ完全に吸い取り、ペレットのまま保存す

る。そして，使用時には直前に反応液に再懸濁して用

いる。クロレラの場合， 6時間程度はその光合成活性

が保持されるが，藻種毎にあらかじめ保存法を検討し

ておく必要がある。

反応液としては，培養液にpH緩衝作用を持たせた

ものを用いるのが一般的であるが，ChJorella等では短

時間の測定であるならば緩衝液のみでよい。緩衝液と

しては， Good's buffer (設定する pHに応じて， MES， 

HEP回，Bis-Tris品。p翻 e，Tricine， PIPES等から選択して

用いる)を25-50mM程度の濃度で用いるのが適当

である。これらのbufferは細胞内に取り込まれること

がなく，細胞活性に影響を与えないのが特徴である。

1-3. 自己消費による細胞内 "C02"の除去(枯渇処

理)操作

反応容器内で光合成を行なわせ，細胞のCO2の固定

能力を利用して細胞内に蓄積されているCO2を枯渇さ

せる。見かけ上のCO2依存のO2発生が見られなくなっ

た状態 (C02補償点)を，CO2濃度ゼロ状態と仮定し

ている。 1-2項のCO2-free操作が十分でないと，光合成

O2発生が停止するまでに要する時間が非常に長くな

る。このような場合では，細胞は強光および極低濃度

のCO2条件下におかれており，細胞がダメージを受け

光合成活性の低下か官.められると共に，細胞が低CO2

濃度へ適応し，細胞の特性が変化するので注意を要す

る。著者らは，CO2・白田操作に要する時聞を最大30分

間と限定しており，これを超えて"C02が枯渇しない場

合は，最初からCO2-free操作をやり直し，短時間でCO2-

f聞が完了できたものだけを実験に使用するようにし

ている。

2. 測定に際しての諸条件の設定

CO2濃度以外に，光合成に影響する外因性の制限要

因としては，光強度，光質，温度およびO2濃度などが

ある。したがって，ある藻種について光合成のCO2濃

度依存曲線を測定する場合，まず，光飽和条件を決定

し，その条件のもとで至適温度を決定する。そして，光

強度を飽和条件に，温度を至適条件に設定し一定に保

つ必要がある。細胞濃度は，単位細胞量当りの光合成

活性が最大となる値とする。細胞濃度が低すぎると単

位時間当りのO2濃度変化が小さすぎて測定が困難とな

り，細胞濃度が高すぎると，細胞同士の遮蔽によって

滅光され，光律速条件となり正確な光合成活性を測定

できない。藻種およびその光合成活性にもよるが， 1-

3μIPCV/mlの細胞濃度が適当である。

飽和光強度の決定は，終濃度で5-20mMの範囲

の飽和基質濃度条件下で行う。また，視g定温度は種に

よって異なるが単細胞緑藻クロレラでは25-30'C，ク

ラミドモナスや円石藻では20-25'Cの範囲が適当で

ある。

空気と平衡状態にある細胞懸濁液中の酸素濃度は25

℃で258mMである。閉鎖系のため，光合成測定を続

けていくと，酸素濃度は次第に増加していく。再現性

と信頼性のあるデータを得るためには，光合成の酸素

阻害(ワールプルク効果)の影響を考慮し，時々N2ガ

スを通気することにより酸素議度が30%を超えないよ

うにする。

3. 光合成速度の測定の実際

細胞懸濁液を反応容器に入れ， CO2を枯渇させた

後，NaHC03濃度を段階的に上げ，各濃度での光合成

活性を測定するのが実際の操作である。安定した酸素

電極を用いれば測定自体はあまり難しくはない。順に

NaHC03溶液を添加するとその分液量が増え，キャッ

プのキャピラー中の水位が上がるので，その都度

キャップを僅かに引き上げ容器内の水位を調節するこ

とが重要である。チャート上で光合成活性を示す直線

的なO2濃度変化のラインが得られたならば，次の

NaHC03濃度を添加し，一定速度を測る操作を繰り返

す。極低濃度の時には，レコーダーの感度を上げ，

チャートスピードを遅くして，チャート上で適切な傾

きが得られるように調節する。測定の最後には光を消

して，酸素発生が停止すること，すなわち，これまで

の酸素発生が光合成によるものであることを確認す

る。ただし，光照射後のO2吸収速度は，正確な暗呼吸

速度を示すものではない。正確な暗呼吸を得るために

は，15分程度そのまま暗条件に保った後，一定になっ

た速度を求める必要がある。

光合成酸素発生速度は，単位量当りの細胞が単位時

間内に発生した酸素量として表わす。具体的な計算の

例については和田野 (1996)を参照されたい。当研究

室では， 1 ml PCVの細胞が1時間に発生する酸素量

(μmol O2 evolved/ml PCV /h) ，単位クロロフィル当り

(μmol O2 evolved/mg chlorophyll/h)または単位細胞数

当り (μmolO2 evolved/107 cells/h)で表している。
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行移動させ，マイナス値となるxW片を原点に移動さ
せ，得られたグラフを用いてキネティックパラメー

ターを算出する。第二には，各濃度の測定値から

NaHC03添加前(ゼロ点)の光合成速度を引いた値を

計算しプロットする。この場合，九回値が変化するの

で，便宜的におよそのKm値を推定することにのみ有

効である。第三には，両逆数プロットを用いて基質濃

度の真の値からの誤差が大きい低濃度の値を無視し

て，高基質濃度下での光合成速度のみを用いて』弘と

Vm聞を計算する。

6. O2リーク

反応容器キャップにはキャピラリー部があり，そこ

に上がってきた細胞懸濁液(反応液)の上端は空気に
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4. 光合成基質 (NaHC03)の添加方法と注意点

HC03-とCO2は，C02+~0 守=込町03-+ Wの平

衡関係にあり ，Henderson-Hasselbalchの式が当てはま

り，pH= pK' + log ([HC03.1/[C02])の関係式が導かれる。

すなわち，基質としてNaHC03を添加した時のCO2と

HC03ーの存在比は，同ーの反応液を用いる場合，その

pHに依存する。したがって， pHと温度条件を一定に

した測定では，与えたNaHC03の任意の濃度から pK'

の値をもとにしてCO2およびHC03•各々の濃度を求め
ることができる。例えば，塩濃度が低い(数十ミリモ

ルの緩衝液等)反応液を用いる場合， 25 'cでは

pK'=6.365， 30'CではpK'= 6.348 (Umbreit et al. 1949) 

を適用して，pH8および25'Cでの測定では，8.0= 6.365 

(30'Cでは6.348)+ log([HC03-J/[C02])を解いて，[HC03-1: 

[C021 = 43.2 : 1 (30'Cでは44.7: 1)となる。すなわ
ち， 2mM (2，000μM)のNaHC03を反応液に添加した

場合，[C02]は2，000x 1/44.2 = 45μM (30'Cでは2，∞o
x 1/45.7=43.8μM)， [HC03-1は2x 43.2/44.2 = 1.95 mM 

(30'Cでは2x 44.7145.7 = 1.96 mM)となる(図 1)。

極低基質濃度や低pHでの測定の場合，光合成によっ

て消費されたCO2量を無視できない場合がある。その

補正は，基質濃度を添加した後から次の濃度を添加す

るまでに発生したO2量を求め，固定炭酸ガスと放出酸

素のストイキオメトリー(和田野 1996参照)により，

CO2: O2 = 1: 1として，消費されたと思われるCO2量
を算出して差し引くことにより行う。後述するよう

に，両逆数プロットを行なう際には特に低基質濃度の

逆数値のバラツキが大きくなり，誤差が大きくなるの

で，補正をした値を用いないと適切な直線が得られな

し、。

24 

900 

図2目 Rank Brothers社の酸素電極付光合成反応容器を用いた

場合の溶存O2波度と O2リーク速度との関係。 a，反応容器の

キャップを完全に閉めた場合;a X 10， aの10倍拡大値;b， 

反応容器のキャップを開けた場合。測定は蒸留水5mlを入

れ，温度を25'(;に保ち行った。

600 

[02] (μM) 

300 

触れることになるが，キャピラリー中の液柱の長さを

ある程度とれば，気相と反応液聞のO2およびCO2の出

入りは 10-30%の酸素濃度条件下の測定では無視でき

るほど小さい(白岩ら 1979)。しかし，酸素濃度が空

気レベルと大きく異なり，極低および極高酸素濃度で

の光合成活性の測定時にはO2のリークに十分な注意が

必要である(図2)。

5. CO2枯渇が不可能な場合はどうするか 7

いくら CO2-free操作を続けても見かけ上のO2発生

がゼロにならず，若干の酸素発生が残ったり酸素吸収

が見られる状態で，測定を開始しなければならないこ

とがある。たとえば，細胞構造が壊れやすく，強い遠

心操作ができずに，"C02"を含む上清の除去が不完全

である場合，細胞の特性として多量の"C02"を細胞内

に蓄積している場合，細胞表層にゲル状の物質がある

場合などである。このような場合，正確な光合成一基

質濃度依存曲線を得ることは事実上不可能であるた

め，以下の対処および補正法を用いて，およそのキネ

ティックパラメーターを推定することにせざるを得な

い。第ーには，横軸方向 (x軸の正方向)に曲線を平
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図3. 単細胞緑藻ChloreJlasorokiniana細胞の光合成一基質濃度依存曲線 (AおよびB)，両逆数プロット (C)および[S]/v-[S] 

プロット (D)。測定は細胞浪度 1ml PCV/ml， pH 8.0， 温度30'Cおよび光飽和 (225μE.m.2.s.l)条件下で行った。 KI(l伎の求め

方を点線で示した。

の逆数軸)の切片がl/Vmaxとなる。図3Cの場合，得

られた直線の式は， y = 9.2 X 1O.2x + 0.49 X 10.3であっ
たので，KJ九回=9.2 X 10.2， l/Vmax = 0.49 X 10.3と
なる。これを解くと， vm田 =2，似0μmolO2 evolved/ml 

PCV/h， Km{NaHC03)= 188μM，すなわち Km(C02)=

4.1μMである。図3Dのような[S]/v~[S]プロットでは

，得られる直線の傾きがI/Vmax，縦軸上の切片がKJVmax
となる。図3Dの直線の式はy=4.判4X lO-4x + 0.912 

X 10-4であったので，Vmax=2，150およびKm(NaHC03)

=210μMすなわち Km(C02)=4.6μMである。本実験で

用いたクロレラ細胞は通常の空気中で12時間生育させ

たもの(低CO2細胞)であるが，3%程度の高いCO2条

件で生育させた細胞(高CO2細胞)では，KlfiC02)が

20~25μM， Vmaxが2，500程度となり，生育時のCO2
濃度条件によりそれらのパラメーターか変化すること

カf明らかとなっている。

このような解析から，CO2飽和条件とCO2律速条件

との両方において光合成活性を評価することの重要性

が認識できる。すなわち，最大光合成活性のみで議論

した場合，高CO2細胞の方が低CO2細胞より常に高い

7. 光合成-基質濃度依存曲線の解析法

7-1 一般的解析法

上述の方法によって得られた光合成の基質濃度依存

曲線の例を図3AおよびBに示した。前述のように，解

析するキネティックパラメーターは最大光合成速度

(v.醐)と凡(∞2) もしくはKJJ2(C02)である。これ

を求める方法には，飽和曲線から直接読み取る方法

(図3A，B)，両逆数プロット(図3C)および[Sl/v 

~[S]プロット(図 3D) 等がある。光合成反応は， 30'C 

およびpH8.0の条件で行われたので，第4項に示す計

算によって"C02"の解離状態を求めた。図3Aから直接

読み取ると， Vm副 =2，230μmolO2 evolved/ml PCV /hで

ある。この 1/2の値すなわちし115μmolO2 evolved/ml 

PCV/hに対応するNaHC03濃度を読み取ると(図3B)， 

KJJ2(NaHC03)= 210μMとなる。また，第4項で述べ

た比率を用いると， KJJ2(C02)= 4.6μMと算出できる。

酵素反応速度論を応用し，図3Cに示すような両逆

数プロットを作成すると，その直線の傾きがKJ九回'
x軸(基質濃度の逆数軸)切片が，ーI/Km，y軸(速度
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表1. Spe崎ら(1971)の方法による円石藻EmilianiahuxJeyiの光合成キネテイクスの解析結果。実際には，方法11でa-c
およびe-gを，方法IIIでdおよびhを求めた。表1f と図 4Aが対応する。 rKL~J は任意の基質波度 (KL を求める低濃度
側の最大値)0Aは2回の実験データをそのまま.8はAのデータの平均値を解析した(解析は，実調u値を加工せずにそのままA
のように行うのが正しい)。

|KL孟 Cor. KL VL rL 

A "Emil厄nia-l"+ "Emilia国a・2・・
a 0.3 L37 35μM 54.6 0.991 
b 0.5 L41 92且盟 盟主 0.980 
c L65 217μM 118 0.985 
d 98μM 84.6 

B "Emilia且ia-aver冨.ge"
e 0.3 L35 33μM 54.0 1.∞ 
f 0.5 L45 92且単 五之 0.993 
g 1 L67 217μM 119 0.992 
hi 98μM 84.6 

光合成活性を得られるように結論づけられてしまう

が，大気平衡になっている溶液 (10μM程度の溶存

CO2を含む)では，最大光合成速度の1/2(20 -25μM 
CO2が必要)にも及ばない程の光合成活性しか示さな

い。逆に，低CO2細胞では約4μMのCO2濃度で最大

光合成速度の 1/2の速度の光合成を行なうことができ

る。これは10μMのCO2濃度で，既に，最大に近い

光合成活性を発揮できることを意味している。このよ

うに，光合成の基質濃度依存曲線の解析は，その藻類

の持つ光合成能を知る上で重要である。特に，生態学

的に特定の藻類の光合成活性の重要性を評価する場

合，基質濃度飽和条件下のみでの活性を基にすると，

誤った結論を導くことになる。

7・2. 2成分からなる基質濃度依存曲線の解析法-2

種の CO2固定反応が共存する場合のそれぞれのKm

とVmaxの求め方一

図4は，円石藻Emilianiahuxleyi細胞の光合成O2発

生速度の[NaHC03]に対する基質濃度依存曲線を示した

ものである。一見，図3Aと同様な典型的なMichaelis・
Menten型に思われるが.1/v-I/[S]プロット(図
4 B)が直線とならず.I/[S]が小さい範囲ではI/v
が曲線的に増大する(つまり次第に傾きが低下する)。

また.I/[S]が大きい範囲では傾きが一定になる(図
4B)。これらのグラフを.r 2つの異なる反応が1つ
の基質(“CO2'')に作用している場合Jと仮定して，そ

KH VH rH η 2 

H38 3.2 mM 269 0.994 0.9870 
H42 生よ盟単 益2 0.996 込盤2重
H66 6.9 mM 224 0.986 0.9890 
5.2 mM 256 0.9911 

H36 3.1 mM 269 0.998 0.9887 
H46 ιl盟国 益Z 0.996 込盟l豆
H68 6.9 mM 223 0.988 0.99ω 
5.2 mM 256 0.9930 

のキネテイクスデータを解析すると，実視g値に基ずく

曲線中に，図4A中に破線 (H)および点線(L)で示
したような2つの反応成分が含まれていることが推定

できる。以下に，その解析法および解析例を示す。

図4Aの実測値のプロットに対する近似曲線の関数

(実線)を.Michaelis-Mentenの式(1)で表される2
つの関数(成分H(vH) と成分L (VL)) の和 (V=vH 
+ VL) .すなわち式 (2)と定義する。
V=九回/(1+ K;" /[S]) ・・・・・・・・・(1)
V = VL /(1 + KL /[S]) 
+ VH/(l +KH/[S])・・・・・・・・・ (2) 

ここで.KmはMichaelis定数.[S]は基質濃度.Vは反
応速度.Vm皿は vの飽和値(最大反応速度)を意味す

る。九と KL• VHとKHについては，方法Iの①を参照

すること。式 (2)のパラメータ|民，九..KH'vHIを，
Spearsら (1971)の解析方法に従って，表計算ソフト
ウェア (MicrosoftExcelなど)を用いて，以下の手順

(①~⑫)で計算する(方法1)。

① 任意の基質濃度を一つ選択する。ここでは，仮に

0.5mMとする。低基質濃度側 (0.1-0.5 mM)の
反応速度vから低いKm(KLとする)とそのVm蹴 (VL

とする)(図4Aの点線L)を，高基質濃度側(1-
35mM)から高いKm(KHとする)とその九回(九
とする)(図4Aの破線H)を求める。
② 高基質濃度側の[S]/Vを計算し.[S]に対してプ
ロットする(図5Aの0)。
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図4，円石藻EmiJi.四iahuxJeyiの光合成速度の基質j度度依存曲線 (A)と，そのLineweaver-Burkプロット (B)(Sekinoら1996)。

点線と破線は.S戸arsら(1971)の方法により求めた結果のそれぞれのKmとVmaxをMichaelis-Mentenの式に代入して得たグラフ。

図中のプロット(・)は2回の実測値の平均値を示す。

速度vの計算値 VHOを求める。

⑤ 低基質濃度側の実測値vから計算値 VHOをヲ|いた

値 (V-vHO)で[S1を除し，プロットする(図5Bの

1 )。

⑥⑤のプロットに対して最小二乗法で線形回帰し

(図5Bの点線 1).補正 l 回目の KL と VL• すなわ

ちKLlと VLlを求める。

③ ②のプロットに対して最小二乗法で線形回帰し
(図5Aの直線0).補正O回目のKHとVH，すなわ

ちKHOとVHOを求める。

ここで，回帰直線y=ax+bは，

[β問s勾]/v=(1 / 、R九九iら丸n隅1
と表されるので ，Km= b/ a， Vmax = 1/ aとなる。

④ KHOとVHOを式 (1)に代入して，成分日の反応
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図5， Spearsら (1971)の方法による円石藻EmilianiahuxJeyiの光合成キネテイクスの解析から 2成分のKmとVm拡を求める手

順。プロットに用いた数字は補正回数を示しており .HとLに収束した。
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⑦ KLIと九1を式(1)に代入して，成分Lの反応

速度vの計算値 VLIを求める。

⑧ 高基質濃度側の実測値vから計算値 VLIをヲ|いた

値 (V-VLI)で[S]を除し，プロットする(図5Aの

2 )。

⑨ ⑧のプロットに対して最小二乗法で線形回帰し

(図5Aの点線2)，補正2回目のKHとVH，すなわ

ちKH2とVH2を求める。

⑩ ④~⑧を収束するまで繰り返すと，パラメータが

求まる。その結果，IKu5' VU5' KH46， VH461 = IKu7' 
VU7' KH4S' VH4S1に収束して ，KL = 0.0919， VL = 
76.7， KH = 4.06， VH = 252が求まる。
⑪ ①の基質濃度を，例えば1 mMへと変更して，@~
⑩を繰り返す(表la~ cおよび、e~ g)。

⑫ ⑪の結果，複数のパラメータを得た場合は，実浪~
値に最も近い回帰曲線のパラメータを l組選ぶ。

それが，Spearsら(1971)の方法に従って得られる

パラメータである(表 lbおよびf)。

以上の Spe訂sらの解析方法を BASICでコンピュー

タで自動化できる(方法n)。また，回帰計算ソフトウェ

ア (OeltaGraph由Pro3など)で式 (2)を定義すると，

それぞれのKmと九闘を直接簡単に求めることができ

る(方法皿)。この方法皿は，実測債のプロットと近

似曲線(式 (2))との差が最小になること，つまり1/2 

(池田 1976)をlに近づけることを目指していて，マ 2が

最も lに近いパラメータのみが得られる(表 1dと

h)。また，各プロットの位置や間隔(任意の基質濃度

やプロット数)に計算結果が影響されない(表1Aと

B)等の利点がある。

8. おわりに

本稿では，筆者らが行なっている光合成の基質濃度

依存曲線の解析法について紹介した。この方法は，

CO2-free操作に多少の習熟を要する点を除けばそれほ

ど困難ではない。ただし，本来は単一の酵素と基質と

の悶に成り立つ理論を，多くの酵素反応からなる複雑

な光合成の反応に単純に当てはめることには疑問があ

るが，正確なデータが得られれば，基質の利用及び固

定に伴う細胞内の反応の解析を行うことが出来よう。
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長崎県下における磯焼けとその回復

のための技術的課題

四井敏雄

(長111奇県水産試験場)

長崎県下では自11烏を中心に多くの磯焼け帯が存在す

る。筆者は 1984年以来この対策に|刻係し笑験や観察を

行ってきた。ここでは、これまでの経過を要約して述

べると共に今後の諜題についてふれる。

1 )これまでの実験と調査から

磯焼け結においてi議場回復を目的として、ウニ類や

巻貝の駆除や母様投入による生虻iキ11111:包の供給、養成し

た藻体の装着等を手法とする実験を行ってきた。立丸対、JX
東岸ではウニ類、巻貝の除去とり深投入を行うことに

よりアラメ坊が簡単に回復した。しかし、長崎県本上

側の野母崎では、養殖体のiji!(活による旬i知洋務の造成

を試みたが、すべてブダイの食告'によって消失した。

このような、装着したアラメ類が魚、の食筈により消失

する事例はその後の実験で生月山、上五島、大瀬戸等

でもみられ、魚類の食害による被害は広範聞で認めら

れている。

また、対照において、JRi半とI山岸において磯焼けの

分布状況を前lべたと ころ、西岸には少なく、東岸に多

いことが判った。東岸と西岸を比較して特に海水の物

理化学的要因に:iliiいがあるとは忠われず、この間岸に

おける磯焼けの差は漁業慣習のキ[1;主に基づくものと.jH~

察された。E!IJち、*=岸はイカ釣り地千wで他の漁業特に
採介1魚、業が未発達である。一方、西岸はイカ釣りが少な

く、素潜り等採介漁業も践んである。対馬東岸では、上

述したように、ウニ類、巻貝を採ると容易にi来場が回

復するが、採介漁業の未発達よるウニの高密度生育が

東岸における磯焼けの多さに|刻係をもっと思われた。

次に、長崎県下にはこれまでのアンケート調査か

ら、 17個所程度で台風後に磯;泣けが発生したと漁業者

が回答している。これらで言われている台風とは、昭

和62年の 12号と、平成3{Ioの 19号で、この二つはこ

れまでに長崎県下で最も大きい被筈を与えた大型の台

風である。漁業者の回答のみでは説得力に乏しいが、

29 

この内の2個所においては、磯焼け発生の前年または

前々年に様場調査が行われており、その結果が印刷l保

存されていた。それによると、その時点では藻場が存

在していたことが確かめられ、発生時期と共に発生原

因についての信頼性もまた高まった。

これ以外に、五鳥の一個所においてはムラサキウニ

の食害で磯焼けが発生したことが政認されている。

このほかに、 IIH和40年代まで各種の港湾工事で転

石採取と材、して、埋め立てや堤防工事用の石を海底か

ら採取していたという話を港湾工事の関係者から聞

く。その結来、海底が不安定になり、台風等の強い放

浪によって海藻群落が影響を受け、磯焼けになったと

思われる倒所もある。しかし、すでに時間が経過して

いるため、この事実が忘れられつつあり、現時点では

転石採取がどの範囲でとJの程度行われたのかは定かで

はない。大多数の磯焼け帯については発生H寺の状況の

みならず、発生した時期も分っていないというのが実

状である。このような極端な情報不足が磯焼けを分か

りにくくしている最大の原因である。

2)磯焼け漁場を回復させるために

磯焼けを回復させるためには、過去の発生時に働い

た発生原因よりも、現在なお1凝焼けが継続し、 i浪;坊の

回復が阻害されている原因、E!IJち継続原因を知りこれ

を取り除くことが最大の課題となる。これまでの調査

から、継続j原因は生殖細胞の不足、地食動物の食害、底

質の不安定等が考えられる。底質不安定の改善は海洋

土木工事の対象であり 、ここでは触れないことにす

る。そこで、残された二つ、生娘細胞の供給を如何に

行うか、植食動物の食害防除策は如何にあるべきかが

磯焼け対策を行う際の最大の課題となる。小規模の実

験では、 f~主食動物の除去も生殖細胞の供給も比較的容

易である。しかし、これがヘクタール単位の規模にな

ると、粒食iWJ物の駆除も容易ではなく投入に必要とな

る母藻の量も膨大となり、しかも投入しでも確実に着

生するとは|浪らない等の切実な問題も生じてくる。広

範聞にわたって生殖細胞を十分に供給でき、しかも供

給された生地細胞を確実に着生させるような技術の確

立が実用規模の磯焼け対策には不可欠である。また、

アラメ類の場合、場所によっては幼業時に植食動物の

食害を大きく受ける。そこで、最終目標種はアラメ類

であるとしても、その前に食害に強い種から導入を図

る等、藻類の種を組み合わせた方法も必要になる。こ

の2点の技術開発について藻類の増猫に関係する技術

者、研究者の関心を喚起したい。
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礁池におけるモズク類2種の生態と

養殖

当真武

( ;ljl縄県農林水産部水産振興課)

JJrEJ;HIJ!急には褐藻オキナワモズクと通称イトモズク

の2極が生育する。イトモズクは分類学上はモズクと

されているが、ここでは使宜的にイトモズクと称す

る。オキナワモスクについては 1972年以降務秘した生

態的知見と新キ・J(1977)が奄美大山産で、明らかにした生

活環を誌に養殖技術開発に応用した結果、 lift.i也に適し

た支柱式網張り法を確立するに至っ た。 養殖綱を ~l~ る

場所はそれまで沿岸から 200mのごく狭い範囲で展開

されていた。しかし、海草の生態調査結果から広いlilt.

池l闘の 1/2の範囲まで養殖場として利用できることが

分かり、養殖場I国有lの飛躍的な拡大が図られた。潜在

的な生産力を示す利用可能な~fli池而fj'f にはまだ余裕が

ある 。 養殖技術は中Il\J育苗期の発見、大量種j~î保存法

の/J日発などがあり、年々向上し全国生産量(1993)の93%、

13，804tを占めるまでに発展している。県生産量の内の

約3，000tがイトモズクである。

オキナワモズク:奄美諸島から八重山諸島1mの諸島

別の季節的消長調査結架から、分布の，，/，心がi[/[純諸島

にあると推定された。生育場所は礁池の水深o-14m 
に生育するが、 7)，ijfLが 10-30cm/sec.ある場所が好適
生育環境になる。芳生基質は海卒、サンコ礁片、ビニー

ル片等であり、ホンダワラザJ!には着生しない。発芽が

早く認められる基質は常時揺れる状態にある海草の先

端部である。本相!がアレロパシー(他!惑作用)を持つこ

とを発見し、種苗の大量越夏保存法を開発した。採首ー

には普通中性遊走子を利用するが、基1!lに付活させた
盤状体の一個体を掻いてフラスコ内でフリー域主主する

と糸状体になって増殖する。それは種苗として手IJmで
きる。さらに不適生育環境l時(1暖冬|時)に同化糸から直

接不動JJ包子を放出すること、さらに主ji子裂から直接Y;iJ

体とみなされる内容物を放出することが観察された。

肉/1Ft的に視界から消失する高水i1li'd1寺に配偶子世代ある

いは不動胞子などが越夏する場所は襟砂の“こすり現

象"から解放される海草深場内が有力と推定された。

このように本位は個体群が生き残るための耐ス トレス

戦111告を幾重にも保有することが分かつてきた。このよ

うに直接盤状体を基本とする発生の他に、ある培養条

件下ではすべて分11皮糸状体に代わることが観察されて

いる。生活史の全貌解IJi'Jはまだ充分ではない。

イトモズク :九州以北産モスクが主としてホンダワ

ラ類に着生するのに対し、111生器質はサンゴ隊片ーなど

であり、ホンダワラ類には治生しない。分布域は奄美

大向かられ/[縦諸島問と比較的狭い範囲と批定され、分

布の，，/]心とされる i[/I純諸島で生育する場所は、海草~jilと

Jj)jと述続して水深5. 6 mの深みがある地域に限定さ

れている。本種はア レロパシー(他感作用)を持たない。

生活環は布日! 四井(1972)，凶井(1980)と基本的に同様

である。しかし、イトモスクは生活史戦略として栄養

物質を再生産にふりむける機能が強いと推定され、生

殖株官であるlji.子袋、，，/-，伯複子護を主体とする基本的

生活環の他に、同化糸が直接無数に断片化して長い毛

hailをつけた糸状体が形成される(栄養繁Jii)i)。さらに同

化糸から不動JJ包子を放出して個体lT"の維持ニと再生産の

しくみを多数持つことを [y~ らかにした。 その一個体を

取り埼養することにより裳殖種苗として利用できる。

長い毛は他の器質に絡まる役割がある。同化糸を寒天

I台地に載せ，iAS1*を海水に浸る程度にして培養条件 15

- 18"(、!限度 150-5000l1lxのグロースチャンパーで

約90日間培養すると、i来体が長い毛をつけた糸状体が

形成され無数に|断片化する。その一個体を取りフリー

1j!;主主することにより養姐種Wiとして利用できる。不動
胞子から作出した種苗は、水温が不安定な年にも充分

な生育を示したので安定生産に期待できる。養殖法に

は;巣体をちぎり、養殖綱に絡まして栽錯する方法もあ

る(栄養繁猫)。伊藤(1977)は生活史とは、種が自然て、生

存競争にJ勝ちぬく iji訓告という立場でとらえる必要があ

るとしている。イトモスクの同化糸由来の干重一的はその

生長が天候(ifij7)， ilfi'c変動、!!TA度不足)に左右されにくい。
この点を餐殖用種苗として)'f:Jいると有利である。こう

した観点にたてば同化糸から複数の栄養繁殖により増

えることは生活環のサブサイクルと位世づけるより、

イトモスクのもつ重要な耐ストレスlj攻略と位置づける

べきと考える。

]f熱帯・熱帯のi楽類は地殖する手段として栄養繁殖

をする布l!J)j'jが多い(キリ ンサイ、イバラノ リ、クピレヅ

タなど)。これらのことは藻類の生活史の中で栄養繁殖

の持つ意味を重姿視する必要があることを示してい

る。
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藤田大介 :ナホ トカ号の事故で流出した重油の沿岸漂着 と海藻

一石川県での 1カ月間一

新年早々に E12ドifif1千県を騒然とさせたタンカ一流 粒の漂着が確認された。夜、は，最初，根上町での回収

失事故から，早くも lカJ'Jが過ぎた。現在でもタンカ に参加し，砂浜に打ち上げられたチヨコレ ト状の重

一沈没の原因は明らかにされておらず，沿岸に漂着し 1111の塊を拾い集めた。この付近の波消しプロァクや転

た船首からのilUIIIの抜き取りもままならぬ状態で，大 石の海藻には特に異状は認められなかったが，池粒を

量の重itll塊が諜着した沿岸て、は，漁業関係者や一般rl了 踏まないように歩いても ~ftの裏には油染みが生じ， 1UI 

民ボランテイアらによる過酷な除去作業が続いてい 粒の小型化，砂粒による被訟や砂':1"への染み込みが懸

る。著者のaんでいる石川県では，加賀市から能笠半 念された。 その後，力1I~:'i地方では， 12日に美川1I1J， 14 

島先端にかけての全市111]の沿岸に重1f11が漂定iし，特に 日には内出ftlllJ， 18日には小松rfiや松任市の砂浜でも1UI

被害が大きかった。ここでは地元紙「北図新IIIJJの報 粒の漂着が猟認された。

道と著者の観察に基づき，豆油の沿岸漂着の経過を併j

単に振り返りながら，海藻への被害やそのほかの関わ

りについて速報する。

事の発端は，1997年 l月2日，ロシア船籍のタンカ

，ナホトカ号(13，157トン)が大しけの日本海を走

行中 ， 島根県隠11皮 I~Mrl'北北東約 II 0km の海域で沈没し

たことに始まる。ポ トで漂流していた乗組員 31名

(船長を除く)は救助されたが，長さ約 180mの船体は

真二つに割れて船尾悦IJは沈没，船首都分は襟i)kし，翌

日には積載されていた重油 (19，000トン)の一部の流

出が認められた。その後，船首都分は漂流をあiけ，京

都府経ケ ~nf1irl'北70-80kmの海域を経て，7 1:1には楠

井県三国町沿岸に達し ， おi 向の耳~ 300 mの地点で1i[f¥[I¥

した。当初，船首吉1¥分は，沿岸への被害を最小IIJRに食

い止めるべく r中へ曳航される予定であったが，厳しい

冬の日本海がこれを許さなかった。また， 5日以降，巡

視船が沖合で処理背IJを散布したが，これも荒天のため

に功を奏しなかった。

石川県では， 7 1:1， 1JfI賀市から羽11下市にかけてのirf'

合で，帯状または円形状の:ill1HIが漂流していると報じ

られた。帯状のものは長さ 50m-1.5km，円形のもの

は直径 1-20mで，さらに刻11かい1111塊が点在している

のも観察された。沿岸では，8 1:1，加賀市片野海岸で

初めて重101の漂着が確認され，その日のう ちに漂着域

は拡大した。 この沿岸は1m白地方Ii!i~ーの岩礁地帯とそ

の周闘の砂浜からなる玖勝地(越前加賀海岸固定公園

の一部)である。この海岸の海i制定|や植生にI1kJする刻l

見は殆どないが，丞1UIの被告:は甚だしく ，特産物のワ

カメなどに及ぼす影響が懸念された。

重1fllは対馬l援流と北西の季節風の影響を受けて北上

と接岸を続け， 11 EI， 7rl'合では門前IIITの猿山山il1irf'まで

の範囲に拡散し，沿岸では根上IIITと金沢市の砂浜でil11

Il'ill 門前向の黒島漁港のi'I's!IJの防法提に打ちょがった重油

沈

能登半島沿岸は能登固定公園の指定を受けていると

ころも多く ，海藻については，岡本金太郎博士の四高

(現金沢大学)赴任以来，多くの知見が積み重ねられて

いる。羽l咋1'11-七尾市に至る 13市IIIJのうちの 9市I1IJの

Tli1l.t・IIIT誌に海i誕のリストが掲げられているし，現在

も能登自然史研究会(著者もその一人)による調査が

行われている。

能登半島の外浦では， 14E1，志賀111]"，富来町及び門

前IlIfの沿岸で重1111の漂着が見つかり，増穂が浦 (打ち

上げ貝の種類が多い)や琴ケ浜 (r泣き砂Jの浜)など
も被害を受けた。富来111]の宿泊I港では，収艇に先立っ

て競り議とされたノリ島 159区画が重油に被われたと

いう 。このノリ烏をはじめ，能登の岩ノリ産地では，加

幻への:ill 111Iì~~着が報じられたH寺から収穫が急がれてい

たが， JVJ間が十分ではな く，来年以降の漁場回復も心

配されている。

ISEI.重iflJは能登の先端部に達し，輪島市から珠洲

市にかけての沿岸，輪島TI1の沖合に浮かぶ七ツ烏やsliJ

念品にも漂着した。七ツ烏は海鳥の宝庫，持liJ倉島は海

女漁で名高い。輪島市や珠洲市の沿岸では，例年なら
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図2. 1"1前111]の製品漁港付近の砂浜の;悌子

で，~!!f;節サンゴモが白くなって枯れていた(図 3 )。深

所の海藻への彩粋はまだ十分に調べていないが，今後

の調査が待たれるところである。

今回の事故で12外と|刻わりが深かったのは，ホンダ
ワラ類ではないだろうか。Ijgl4に，重ilJIまみれになっ

て波消しプロァク付近に打ち寄せられたホンダワラの

様子を示したが，砂浜(図 2)でも霊illlまみれになっ

て打ち上げられていることが多く，ドラム缶に詰めら

れた主計11には，海水や砂粧とともに爽雑物として混入

し，立を増やしていた。志賀IJr)の原子力発電所の冷却

水取水口では，主illlの担体となってオイルフェンス内

に進入したことが報じられた。また，ZEからのm:irllの

ば冬から森にかけて，岩ノ リ，ツルアラメ ，ワカメ，ク {i{g認に|捺しでも，ホンダワラ類の流れ諜が主illlとIl¥J逃

ロモなどが煤んに採取されるが，風寄le被告'も含め，彩 えられたという訴を何回か間いた。

響の長期化が懸念される。沖の丞iUI塊の先端は 151:1r.jJ 

に禄剛崎をi包え， 16日には珠洲市の内ifl'iil!ljに到達し

た。18日には，それまで通過していた羽咋市，押水111]"，

志雄町の沿岸にも重iUIが漂着し，石川県外海側の全市

町が被害を受けるに至った。20日以降， これらの市JiQ・

では重油の再漂着が繰り返し報じられた。その後，重

泊l塊は富山静jへ深入りすることなく1ヒ上を続けて新潟

県沿岸 (佐渡島を含む)に漂着し， 2月に入り， 111形

県にまで迷した。

図4.m:illlまみれになって波消しプロック付近に打ち上げら
れたホンダワラ

l月27日，沈没した船の船尾部分が水深2，500mの

i海底で発見された。この間，原因論議が縫んになり，被

害を受けた自治体では，影響調査長期モニタリング，

漁場回復， 補償などに向けたイ"*tl; 1)づくりや予t~:~求も

活発化してきた。しかし，現地ではllUillの除去回収が

何より も先決で，r論より体力J，r能書より笑行」の
日々で，r~Uiの手も 借り たい ， 鼠も一緒に働いて欲し

図3. 転石上に見られた枯死した無節サンゴモ いj というのが~'11~である 。 本記事が読者の目に触れ

る頃には回収も進み，新たな局面を迎えていることと

著者は l月26日，門前町から珠洲市までの範簡を 思うが，これを教訓として沿岸域の危機管裂に対する

視察した。写真は門前JifJの黒鳥漁港，周辺の砂浜及び 認識が高まることを願ってやまない。

j皮isiしブロックで織彩したものである。:ill:illlは漁港沖

illlJの防波堤を超えて港内を汚しており(IsI1 )，波消し (金沢市三社IIIJ3-18-301) 

ブロックや平磯上の巨岩など，直接波が当たるところ

にべったりと塗りつけられていたし，砂浜でも，波打

ち際からかなり再Itれたところまで打ちょげられていた

(図2)。岩礁地術では，飛沫}17の岩ノリ，ゆl間帯のカ

タノ リ や~!!fiÍ'ií'jサ ンゴモが霊iltl に被われていたり枯れて

いたりしているところもあった。図は浅所の転石地帯
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榎本幸人 l・川井浩史 2: I瀬戸内海海産藻類標本集J(The Marine 
Benthic Algae of the Seto lnland Sea， J apan)の刊行

「瀬戸内海海産藻類標本集j

(The Marin巴BenthicAlgae of the Seto lnland Sea， Japan) 

桜本幸人-吉田忠生・増田道夫 ・川井浩史 編

神戸大学内海域機能教育研究センタ一発行 (1996)

神戸大学内海域機能教育研究センターでは旧理学

部附属臨海実験所以来，その研究活動の一部として瀬

戸内海域における海藻類のフロラに関する研究を行っ

てきた。これは分類学的，植物地理学的な興味はもち

ろんのこと，この海域が人的活動の影響を受けやすい

閉鎖性の海域であることをふまえて， 151境保全にかか

わる基礎的資料を提供することをも目指したものであ

る。これまでの調査・研究の間に集積した整理済みの

海藻標本(さく業標本)は約 20万点におよんでいる。

そこで，これらの標本の関連研究領域における活用を

はかり，また周辺地域における教育目的の利用を可能

にするため，代表的な種類をまとめお絡状に製本した

標本集 (エキシカータ，図 1) 150部を刊行し，園内

外の関係諸機関 (主要なハーバリウム，博物館，研究

機関など)に頒布することにした。

本標本集に使用した海藻標本はすべてセンタ一所

属の実習船「おのころjを利用し，編者ら (板本幸人

吉田忠生 ・増田道夫・川井浩史)のほか本センター教

職員を含む後記の調査協力者の協力により収集・整

理・同定されたものである。過去 15年間lにおよぶ瀬

戸内海全域における調査で採集，同定された種は計

図1.瀬戸内海海産藻類標本集全6巻の茨丁

284種(緑謀 36穫，褐藻75種，紅藻 173極)にのぼ

る。このうち標本集に使用可能な数量 (150葉)に透し

た 188種 (緑藻22種，褐藻 58種，紅藻 108種)を選

び， 全6巻(各巻約 45標本)にまとめた。形態変異

の著しい種については複数の標本を含めたため，全体

で265}長の標本を収めている。海藻標本は採集直後に

ホルマリン固定し，乾燥さく紫標本として台紙上に貼

付したもので，採集年月日，採集地点 (地名，緯度 ・

経度)，採集者等が活字印刷されている。この標本をA

3版の台紙に貼付し，種名(学名，和名)，参考文献，

採集年月日，採集地点(地名，緯度経度)，生育場所，

採集者名，同定者名を記したラベルを添付し，各標本

をポリ袋に収納，ハードカパ の書籍状に装丁した

(図2)。各巻に目次 (学名，和名)，カラー写真による

目次 (図3)を配し，巻末に学名 ・和名索引，概説，協

力者氏名，採集地点 (図，地名)のリストを備えてい

る。

海諜!JJ1の分類を行おうとした場合，海藻類は一般に

体llilJが単純で分類学的な特徴に乏しいため，文献や図

鑑に示された外部形態の図，写真，記載のみでは同定

が困難な場合が多い。これに対し，標本集などのさく

業標本を利用すれば詳細な外部形態や微妙な色合い等

の特徴が比較可能になるほか，内部組織構造の検討も

可能となる。また，さく業標本の一部から色素， DN 

Aほかの成分を抽出し各種の研究に供することも可能

であろう。

図2 瀬戸内海海ilffii長類標本集 標本見本
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図3 瀬戸内海海産i菜類燃本集 写真目次

五O: l~長類

アツ;{ノ リ， アミクサ，アヤギヌ，アヤニシキ，イ

キ、ス，イソウメモドキ，イソダンツウ，イソノ、ギ，イ

ソハリガネ，イトフジマツ，イトフノリ，イバラノリ，

ウスカワカニノテ，ウスノfガラガラ，ウラソゾ，エツ

キイワノカワ，エナシダジア，エンドウイ トグサ，オ

オパツノマタ，オキツノリ，オゴノリ ，オニクサ，オ

パクサ，カイノリ ，カエルデグサ，カギイバラノリ ，カ

ギウスパノリ，カギケノリ ，カギノリ，カタソゾ，カ

パノリ，キヌイトグサ，キプリイトグサ，ギボウシガ

ラガラ，キョウノヒモ，キン トキ，クサノカキ，クシ

ノハモドキ，クモノス ヒメ ゴケ，コザネモ，コスジフ

シツナギ，コメノ リ， サクラノリ，シキンノリ，シマ

この標本集は現時点て、の瀬戸内海沿岸の海藻相の概 ダジア，ジャパラノ リ，シ ョウジョウケノ リ，シラモ，

略を手近にみることを可能にするとともにその記録を スギノ リ， スサピノ リ，スジムカデノ リ， ススカケベ

後世に残すもので，広く教育 ・研究目的に役立つもの ニ，セ トウチフジマツモ， タオヤギソウ，タチイバラ

と信じている。本標本集の刊行により内外のi菜類研究 ノリ ，タニコケモ ドキ，タマイタダキ，ツノマタ，ツ

者の聞に瀬戸内海の海藻類についての関心が深まり， ノムカデ，ツルシラモ，ツルツル，テングサヤドリ，ト

さらに研究が活性化されることを期待する。 ゲイギス，トサカマツ，ナガウブゲグサ，ネザシノト

標本集に含められた種の和名リスト

緑藻類

アサミドリシオグサ，アナアオサ，ウスパアオノリ，

カイコ守口モ，クロ ミル， シワランソウモ ドキ，タマゴ

パロニア，チャシオグサ，ツヤナシシオグサ，ネザシ

ハネモ，ハイミル，ハネモ，パルモフィルム，ヒトエ

グサ，ヒメ アオノ リ，ヒ ラアオノ リ，フサイワヅタ，フ

トジュズモ，ホソジュズモ，ホソヒメアオノ リ，ボタ

ンアオサ， ミル

褐i菜類

アカモク，アッパコモングサ，アミジグサ，イシゲ，

イソモク，イチメガサ，イトア ミジ，イト ヨレモク，イ

ロロ，イワヒゲ，ウスカヤモ，ウ ミウチワ，ウミ トラ

ノオ，オオノfアミジグサ，カゴメノリ，カジメ，カシ

ラザキ，カヤモノリ，クロメ，クロモ，クロモスク，ケ

ウルシグサ，ケベリグサ，ケヤ リ，サキブトミル，サ

ナダグサ，シダモク，ジョロモク，シワノカワ，シワ

ヤハズ，セイヨウハパノリ，タバコグサ，タマハハキ

モク，ツタノTネクロカ、シラ，ツルモ， トゲモク，ニセ

モズク，ネバリモ， ノコギリモク，ハパノ リ， ハパモ

ドキ，ヒジキ，ヒラネジモク，ヒラムチモ，フクリン

アミジ，フクロノ リ， フタエオオギ，フ トモズク，へ

サカモドキ，ハイウスパノリ，ハプタエノリ，ヒゲベ

ニハノリ，ヒゲムラサキ， ヒビロウド，ヒメテングサ，

ヒヨクソウ，ヒラミリン，ヒラワツナギソウ，ピリヒ

パ，フクロツナギ，フクロフノ リ， フササイ ミ，フシ

ツナギ，フダラク，フノリノウシゲ，ベニスナゴ，へ

リトリ カニノテ，ベンテンモ，ホソアヤギヌ，ホソコ

ザネモ，ホソパノトサカモドキ，ホソヤナギノリ，ホ

ソユカ リ，マギレソゾ，マクサ，マサゴシパリ，マタ

ボウ，マツノリ，マフノリ，マルソゾ，ミゾオゴノリ，

ミツデソゾ，ミリン，ミルノベニ，ムカデノリ，モツ

レユナ，ヤレウスパノリ，ユカリ，ユナ，ヨツガサネ，

ワツナギソウ

調査協力者(敬称略)

鯵坂哲t!月，秋岡英承，阿部剛史， 新井主主吾，飯間雅

文，井口|専夫，牛原康博，河内例I子，内田卓志，奥田

-1&，大業英雄，太田雅隆，呉潤槌，千111谷充仰，川口
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横山亜紀子 :I藻類の多様性研究とハーバ リウム，エキ シカー タ」
参加記

1997年l月25日朝，見上げると六甲山は淡い雪化粧。

神戸にも雪が降ると知ってはいましたが，ちょっと

びっくり。このシンポジウムは「瀬戸内海海藻襟本集」

の刊行を記念して，藻類，特に海藻類の多様性研究と，

これらの研究におけるハーバリウム (標本室)・エキシ

カータ (標本集)の意義をテーマとして，神戸大学六

甲キャンパスで開催されたものです。講演会場のホー

ルには，このシンポジウムの主役であるエキシカータ

が並べられていました。エキシカータ(全6巻)には，

目次とともにカラーの標本写真集(各巻2ページ全

12ページ)が付けてありました。標本が色槌せても元

の色がわかるし，何より見た目にきれいでとてもすば

らしい工夫だと思いました。この写真集はお土産にい

ただくことが出来ました。

会場には，約90名の参加者，そのうち約半数が藻類

学会関係者でした。本シンポジウムの主催者である神

戸大学，複本幸人先生の開会の挨拶のあと，まずは吉

田忠生先生(北海道大学)による「藻類の多様性とハー

バリウムJと題した講演がありました。藻類に限らず，
日本のハーバリウムをとりまく現状は厳しく，十分に

機能させるのは非常に困難な状況にあると思います。

しかし，陸上植物を扱う学生が交換標本によって園

内，海外から襟本を取り寄せ，そこからDNAを比較的

簡単に抽出するのを見て，私は'ffi'々うらやましく思っ

ています。海藻の場合，標本からのDNA抽出は陸上植

物ほど容易ではないでしょうが，(吉田先生もおっ

しゃっていましたが)DNAを抽出できるような標本を

(私の希望としては，すでに一部機関ではおこなわれ

ているようにDNA自体も !)保存し，それらを研究者

が簡単に利用することができれば，様々な分野の研究

がもっと充実してくるのではないだろうか?とご講演

を聞きながら感じました。

次に， R.J.King博士 (オーストラリアサウスウエー

ルズ大学)による「マングロープ地部Aにおける大型藻

類の研究」と題した講演がありました。生涯，いずれ

の研究機関に所属することもなく ，マングロープと藻

類の研究に活動の全てを捧げたE.POS[博士の話と，紅

i来が汽水域という特殊な環境にどの様に適応している

かの旨の話がありました。また，博士の研究材料の l

つであるi汽水性の紅藻のCaJogJossa(紅色植物門イギス

目)の属名の意味が， ["美しい舌」であることを強調し

ておられたのが印象的でした。英語での講演でした

藻類が専門ではない学生にもよくわかったのではない

でしょうか。

午後は， J.L. OlsenJ:!:草士 (オランダ ・グローニンゲン

大学)による 「分子系統学と個体群逃伝学から見た藻

類の多様性Jの話から始まりました。今回は， 1)褐藻
ウルシグサ属の系統解析からみた，生涯特性の進化及

びその生物地理学的研究と， 2) MI3フィンガープリ

ントと RAPDsを用いた褐藻PosteJsiapalmaefomJisの遺

伝的構造の研究，という 2つの最新の研究成果

(J.Phycol. in press)を紹介していただきました。彼女の

巧みな話術と非常に興味深い内容に，私は夢中になっ

て聞いていました。午後の2番目は，李仁圭博士 (韓

国・ソウル大学)による「韓国周辺の海藻相の特性に

ついて」でした。韓国の海藻フロラの研究は岡村金太

郎博士により始ま ったこと，現在の韓国での藻類研究

の紹介や韓国の海藻の生態写真などをたくさんのスラ

イドを使って紹介して下さいました。(しかも日本語

で !) 

最後は榎本先生による瀬戸内海の藻類相とエキシ

カータJと題した講演がありました。李先生に負けず
たくさんのスラ イドを使って，エキシカータに用いた

標本を紹介されました。エキシカータを作るまでのご

苦労が伝わってくる講演でした。また，瀬戸内海のア

ラメの成体は標本台紙に載るほど小さいサイズである

という話など，楽しい話題がた くさんあり ました。最

後になりましたが，このシンポジウムを企画して下

さった神戸大の先生方，楽しい話題満載のご講演をし

て下さった講演者の方々に心より感謝いたします。

(〒980-77仙台市青葉区荒巻字青葉 東北大学大学

院理学研究科)

が， 日本人向けにゆっくりしゃべって下さったので， シンポジウムでのひとこま(大業英雄，東京水産大撮影)
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日本海洋プランク トン検索図説

千原光雄 -村野正昭編 東海大学出版会刊

1574ページ

定価46，350円 1996 

生命が地球に誕生して以来，海は生態系の屋台骨

であり続けてきた。河川の水が海に流れ込む汽水域

から深海にいたるまで，海洋環境は世界の生物の生

息地の90%を構成し， 地球の表面積の約71%を占めて

いる。主に海洋植物プランク トンにより行われる光

合成は， 地球の大気中の二酸化炭素量を調整する生

物学的ポンプの働きをしており、更に毎年約8000万

トンの海の食粧を生み出す海洋生態系の基礎となっ

ている。海における漁獲は動物性蛋白質の約16%を

占め，特に途上国においては重要な蛋白源となって

おり，アジアにおいては10 f.立の人々が魚介類を主要

な蛋白源としている。この蛋白山ijtの基礎となるのが

プランク トンであることはいうまでもない。また、

海洋プランク トンのもつ有用物質や生理活性物質

は，治療薬や独特な合成物を捜している科学者の関

心を海にむけさせている。

このように，海洋プランクトンから得られる経済

的，生態的な利益は多大なものであり，いまや理

学，水産学，海洋学，医学等の基礎，応用，利用分

野はもちろん， 地球環境保全というスケールの大き

い分野でも海洋プランク トンは纏めて重要な研究対

象となってきている。さらに生物多様性が社会的に

も重要な課題として認知されてきたからには，従来

のように植物プランクトンをクロロフィルa量だけで

みればよいという時代ではなくなってきている。世

界中の国々で，特にアジア諸国では海洋プランクト

ンの多様性は食糧，資源の権保という意味でも重要

な課題となっている。分類を専門とする人あるいは

専門としてきた人でなくても，観察しているプラン

クトンが何という種か同定するための手引となる書

物の出版が今日ほど求められている時期はないとい

える。本音の出版はその意味で極めてタ イムリーで

あったといえる。

本書は大きく植物プランクトンと動物プランクト

ンの項目に分かれる。合わせて2，200種類が掲載され

ているが，そのうち植物プランクトンは藍藻13種，

原核緑藻l種，紅藻4種，クリプトJi¥.18種，渦鞭毛i来

190種 向鞭毛深シス 卜46種，黄金色藻16種，ラフイ

ドi築9種，珪藻147種，真正IlR点諜2種，ハプト孫49

種，ユーグレナ藻14種，プラシノ議31種，緑i楽16種

の合計490程 (渦鞭毛シストを除く )について形態と

分布の記載がなされている。各藻類について分類形

質となる特徴について図で分かりやすく示してお

り，さらに圧巻なのは目，科，属及び種の検索がス

ケッチあるいは写真とともに示されていることであ

る。これほどまでに徹底的に，分類を専門としな

かった人にもわかりやすくした書物はみたことがな

い。動物プランク トンでも同様である。私でも動物

プランク トンの同定ができるようになると思う 。定

制li46，350円を払う側値は 卜分ある。一つ残念なのは，

海洋植物プランク トンでもっとも種類数が多く ，ポ

ピュラーである珪謀が他のi菜類のようにくわしい検

索図が示されていず，SEM写真だけがならべられて

いることである。大変なことは十分わかるが，沿岸

域では多くの珪藻に出会うので，何とかならなかっ

たのだろうかと残念でしょうがない。もう 一つグチ

をいわせていただきたい。渦鞭毛深はわが国沿岸に

出現する種を殆ど網羅しており ，さらにシストの検

索も示しており ，非常にすばらしい。が，何故，緑

色の渦鞭毛藻Lepidodiniumvirideを見逃したのか。ク

ロロフィルa，bをもっ共生漆由来の色素体をもっ本種

が三陸沿岸7'1'で世界ではじめて発見され，雑誌

"Nature"でも紹介された本極が見逃されたことは発見

者のひとりとして残念でLしょうがない。

ただし，このような残念なところはあったとして

も，本書の価値は決して下がるものではない。分類

の専門，非専門をとはず，海洋プランクトンに関心

のある人すべてが座右の沓として備えることを薦め

たい。さらに，このような書物は外国でも，特に途

上国でニーズが高い。英詩版での出版も考慮してい

ただければ幸である。

(国立環境研究所渡辺信)
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Showe-Mei Lin* and Gerald T. Kraft:南東オーストラリア固有のコノハノリ科紅藻.Womersleya 

monanthos (イギス科.紅藻門)の形態と分類

Womersleya monanthos (]. Agardh) Papenfussは南東オーストラリアの海岸沿いにしばしば漂っている大型の褐

藻や紅藻の代表的な着生藻である。 NitophylloideaeのPhycodrysグループに属しているが今までほとんど知ら

れていない分類群であるため，その生殖的特徴を詳細に調査し，分類学的位置について検討した。藻体は全

体を通して多層で，中肋あるいは細脈を欠く。藻体は第l位および第2位細胞列の頂端細胞から生じる。介
生細胞分裂は第1位細胞列および他のすべての細胞列で起こる。第3位細胞列は第2位細胞列の背軸および
向軸の両側に生じる。成熟した中軸細胞は藻体の両面の側軸細胞の上にプロカルプをもっ。プロカルプは2
つの4細胞性造果枝と中央のl群の中性細胞からなり，この中性細胞は成熟すると大きくなり，双釣鐘状の
融合細施の末端に位置する。不動精子嚢および四分胞子議は藻体の両面に見られる頂端付近の円形の胞子嚢

群か，あるいは縁辺の突出部もしくは分芽に生じる。本藻を他のPhycodrysグループと比較すると，

Womesleyaは他属と十分区別できる単型の属であり，おそらくオーストラリア固有のCrassilinguaをはじめ，

北半球のPolyneura，Erythroglossum， Sorellaに最も近縁であると結論した。 (Schoo1of Botany， University of 

Me1boume， Parkville， Victoria 3052， Australia， (*現在MarineBio1ogy Institute， Nationa1 Taiwan Ocean University， 

Kee1ung 20224， Taiwan， ROC)) 

峯 一朗*・奥田一雄申・舘脇正和歌*青色光とUV-Aによって誘導されるハネモ(ミル目.緑藻網)の配偶

子放出

多篠緑藻ハネモBryopsisplumosa (Hudson) C. Agardhの配偶子放出は光により誘導される。成熟した雄性配偶

子嚢は，運動を始める前の多数の配偶子と中央部を占める液胞から構成されている。光照射を始めて数分の

内に液胞膜が崩壊し，同時に配偶子の運動が始まる。その後，配偶子嚢先端側部が破れ，運動している配偶

子が強制的に放出される。光により誘導される配偶子放出の作用スペクトルが一連の光の波長における光量

一反応曲線から得られた。この作用スペクトルは波長370nmと450nmに主な極大を持ち，これまで"crypto・

chrome"として知られている青色光/UV-Aを吸収する光受容体の関与を示している。 (*780高知市曙町2・5・1

高知大学理学部生物学科，柿051室蘭市母恋南町1・13 北海道大学理学部附属海藻研究施設)

森 泉*・佐藤吾朗・岡崎恵視**石灰藻オオシコロ(紅藻.カクレイト目)の原形質膜結合Ca2+依存性
ATPase 

石灰紅藻オオシコロ (Serraticardiamaxima [Yendo] Silva)から水性二相分配法を用いて原形質膜を単離した。

原形質膜の純度をマーカー酵素;Mg2+依存性ATPase，イノシンジフォスファターゼ，シトクローム cオキシ

ダーゼ及ひ~ADH・シトクローム cレダクターゼの活性，及びMg2+依存性ATPaseに対する阻害弗lの影響に基づ
いて調べた。その結果から原形質膜は膜機能の研究に用いるために十分に精製されたことが示された。原形

質膜特異的なリンタングステン酸ークロム酸により染色をした膜小胞を透過型電子顕微鏡で観察したとこ

ろ，原形質膜画分中のほとんど全ての膜小胞が染色された。原形質膜にはMg2+依存性ATPaseとCa2+依存性

ATPaseが結合していた。 Ca2+依存性ATPaseは生理的なカルシウム濃度(0.1・10μm叫ん)で活性化した。一方，

カルモデユリン(0.5μmo11L)は活性に影響しなかった。至適pHは8.0であり， Mg2+依存性ATPase活性の至適

pH7.0とは異なっていた。単離された原形質膜小胞はおおむねrightside-outであった。水素イオン輸送活性を

検討するために， right side-ouvJ、胞をTritonX-I00処理により反転させ， 27%のinside-out小胞を得た。 Inside-

ouvJ、施は1mmo1ILATP及び100μmo11LCa2+存在下でキナクリン蛍光の減少を示した。 10mmol/L NH4C1の添

加もしくは5μm叫んnigericinと50mmo11L KC1の問時添加によって，蛍光強度は元に戻った。 U胃及ぴCTPは

ATPと同様に蛍光の減少を誘導したが， ADPはしなかった。 Ca2+依存性ATPaseは生理的な条件では水素イオ

ンを細胞外に汲み出すと考えられる。この水素イオンポンプによる細施外の酸性化は石灰化部位のアルカリ

化と共役していると考えられる。 (184東京都小金井市貫井北町4・1・1 東京学芸大学生物学教室*現在464・

01名古屋市千種区不老町 名古屋大学農学研究科，材現在184東京都小金井市貫井北町4・1-1 東京学芸大学

理科教育学教室)
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有賀博文・本村泰三・市村輝宜:蛍光抗体によるモツレグサ{アクロシフォニア目，緑藻門}の核分裂と細胞質

分裂の研究

モツレグサAcrosiphoniaduriuscula (Ruprecht) Collinsの核と微小管の動向を蛍光顕微鏡と電子顕微鏡を用いて

詳細に観察した。モツレグサは多核細胞からなり，先端細胞では表層微小管は先端から放射状に，そして長

軸に対して平行に伸びている。細胞質の上部に分布する30-40%の核が将来細胞質分裂の起こる部分へ下方移

動し，核分裂開始前に“核リング"を形成する。長軸と平行に配列していた表層微小管は将来細胞質分裂の

起こる部分でその向きを垂直に変え，最終的に特徴的な微小管のバンドを形成する。核分裂はリングを形成

している核から開始され，核分裂が進行している綾リング部分では，表層微小管は消失しi紡錘体が形成され

るが，微小管バンドは残っている。核分裂は他の核へとウェープ状に伝播していくことがわかった。核分裂

後，核リングを形成していた娘核は先端方向へと移動し，新たな先端細胞中に再配置され，そのときに表層

微小管の再配列が行なわれる。表層微小管は初めはランダムに配列しているが，最終的には細胞の軸と平行

になる。細胞質分裂は細胞のくぴれ込みによって起こり，そのくぴれ込みの突端には微小管バンドが存在す

る。 (051室蘭市母恋南町1丁目13番地 北海道大学理学部附属海藻研究施設)

筒井 功*・新井章吾帥・寺脇利信*柿・大野正夫材料:日本産クロメ(褐漠，コンブ目)の形態比較

日本沿岸7地域に生育するクロメEckloniakurome Okamuraの形態を比較した。変異が顕著だった部位とその

範囲は，中央葉幅(5.1-67.8cm)，中央葉厚(0ふ3.3mm)，側葉幅(2.2・24.0cm)，側業型指数(0.07:i線形・0.56: 

広い楕円形)，側葉数指数(0.24・2.21)である。クロメの形態変異は，その生育環境に強く影響されることが示

唆された。波当たりのやや強い場所には，中帯部が厚〈比較的明瞭で，中央葉縁辺部が波うったクロメが生

育し，特に外洋に面した場所では，葉が細くしわの不明瞭なものが見られた。これに対し，波当たりのほと

んどない場所には，業が広く薄いクロメが生育していた。一年中流れの強い場所には，中央薬縁辺部が平坦

な個体が見られた。地域別に見ると，基準産地である白浜のクロメと比べ，千葉県館山，宮崎県都農，神奈

川県泊壷，愛媛県殿島産クロメの形態的差異が顕著だった。館山産クロメは業縁が黄色で縮れている点で他

の地域と異なった。都農産クロメの中央葉及び側葉の幅は狭<.白浜産個体の1/2程度しかなかった。油壷
産クロメは中央薬と側葉が広く薄いのが特徴で，それらの幅と厚さはそれぞれ白浜産個体の約3倍及ぴ約1/2

だった。殿島産クロメは中央薬縁辺部が平坦であった。室戸及ぴ隠岐産クロメは白浜のものと類似していた

が，前者では中空の茎を持ち側葉がやや多く，後者では側葉がやや少なかった。 (*927・05石川県珠洲郡内浦

町越坂3-47のと海洋ふれあいセンター，村811・01福岡県粕屋郡新宮町湊坂3・9・4 株式会社海藻研究所，

柿*739・04広島県佐伯郡大野町丸石2-17・5 南西海区水産研究所**帥781・11高知県土佐市宇佐町井尻194

高知大学海洋生物教育研究センター)

Denf Rodorfguez*・BernabeSantelices紳 :Ge/idiumとPterocladia(テングサ目，紅藻門)の髄層構造の相

違:形態的意味

Gelidium属とPterocladia属(テングサ目・紅藻門)の21種における栄養藻体頂端部の研究により髄層の構造に

6つの型があることが明らかになった。それぞれの型は髄層組織の構成と頂端から後部への細胞寸法の変化

によって特徴づけられる。これらの特徴は各々の属における種のグループ分けに用いることができる。

(*Laboratory of Phycology， Science Faculty， Universidad Nacional Aut6nomade Mexico， AP 70・620，Ciudad 

Universitaria， CP 04510， Mexico， **Ecology Department， Biological Science Faculty， Pontificia Universidad Cat6lica 

deChile， Casilla 114・D，Santiago， Chile) 

Robert G. Sheath*・KirstenM. Muller*・MorganL. Vis**・TimothyJ. Entwisle榊:Lemaneaceae (カワモ
ズク目，紅藻門)における形態，微細構造および属の分類の再検討

淡水産紅藻Lemaneaceaeの3属，Lemanea (2種， 7個体群)， Paralemanea (2積， 3個体群)およびPsilosiphon

(I種， 1個体群)，について栄養藻体と生殖器官の形態と微細構造が調べられた。 Psilos.伊honは，密に配列

した髄層細胞およびそれと連絡する糸状細胞からなる明確な外皮層(どちらの細胞でもほとんど液胞化が見

られない)，斜めに切り出される施子，および藻体表面に散在する推定上の精子嚢を持ち，不定枝により生

殖を行なうことにより他の2属から容易に区別される。 この属の独自性(および準備中の分子系統の裏付

け)により新科Psilosiphonaceaeが記載された。 LemaneaとParalemaneaは，藻体表層から内部に向かつて大き

さと液胞化の度合が増大する細胞からなる外皮層，糸状細胞を持たずわずかな放射状細胞からなる藻体内

腔，明瞭な集団を形成する不動精子議を伴う有性生殖，鎖状に連なって形成され一部は藻体内腔で発芽しう

る果胞子を持つ，ということから近縁である。 LemaneaとParalemaneaはもう一方の属が持たない独特な性質

を有する:Lemaneaについては毛状葉，外皮層に接している放射状細胞およびパッチ状に形成される精子
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嚢，Paralemaneaについては，毛状請Eゃ外皮!習に接する放射状調11胞を を欠き，中指hを取り囲む内皮層の糸状細
胞と環状に形成される精子嚢を持つこと。いおよび:'**Dean'sOffice and Department of Botany， College of 

Biological Science， University of Gu巴Iph，Guelph， Onlario NIG 2WI， Canada (**現在Deparlmentof Environmenlal 

and Planl Biology， POrLer Hall， Ohio UniversilY， Ath巴nS，Ohio45701-2979， USA)， ***Nalional Herbarium of Vicloria， 

Royal BOlanic Gardens Melbourne， Birdwood Avenue， South Yarra， Victoria 3141， Auslralia) 

小亀安代*・川井浩史** 褐藻ツルモ (コンフ目)とその他の原始的なコ ンブ類の介生的分裂組織の発達

円柱状のコンプ自の種であるツルモの介生成長の分裂組織(成長点)の発達につき，培養下で，光学顕微鏡

と透過型屯子顕微鏡を用いて，またj泡子体のさまざまな部分の細胞のや11長と分裂を追跡して調べた。ツルモ

の胞子体の成長は以下の 3つの発達段階に分類する ことができる。すなわち 1)分散成長期 ;2)基部分裂

組織による成長期 ;3)介生的分裂組織による成長期である。分散成長期においてはいずれの細胞でも伸長

と分裂の頻度に違いはみられなかった。基部分裂組織による成長期では細胞の伸長と分裂は分裂組織始原細

胞に由来する組織に局在するようになった。基部分裂組織の細胞は葉緑体の大きさが小さくなり，多くの小

さい不透明な穎粒がみられた。介生的分裂組織による成長期には 分裂組織に由来する細胞でさらに伸長と

分化がみられ，この傾向は分裂組織より上の部分より下の部分で顕著であった。そのため結果として分裂組

織の胞子体全体に対する相対的な位置は上の方へ移動した。ツルモの分裂組織の細胞は核のまわりに良く発

達したゴルジ体を持ち，多くの分泌小胞と，チラ コイドがあまり発達していない小盤状の葉緑体を含んでい

た。コンブ目で円柱状の胞子体を持つ他の3つの種である Chordalomenlosa，ニセツルモ，ホソツルモでは
分散成長期と器部分裂組織による成長期が認められたが，介生的分裂組織は形成されなかった。このことは

ニセツルモ属とツルモ属が分散成長と器部分裂組織による成長を行う共通の祖先をもつが，介生成長はツル

モが分化した後に生じたことを示唆している。(060札幌市北区北10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究

科， 657神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学内海域機能教育研究センター)

市村輝宜*・笠井文絵料 :ミカヅキモ(鼓藻目.緑藻門)の近縁交配群聞の雑種の形態および細胞遺伝学的特徴

ミカヅキモClosleriumehrenbergii Meneghini ex Ralfs種複合体の近縁交配鮮 (A，BおよびH)間の交配に於て

稀に生存する偲体から5株のFI雑種株を得た。標準培養条件で培養したFI雑綾株5;株の細胞の大きさを，各々

の親株およびその交配群の細胞の大きさの変異域と比較した。これら5株のFJ雑種株は全て各々の両方の親

株の細胞のl阪の平均値よりも明らかに大きく ，細胞の長さの平均では3株が両方の親株よ りも大きく 株は

大きい方の親株と 同 じであり ， 残 ~ I株は両親t;!<の中間の値であった。5株のFJ維種株の細胞の大きさは各々
の親株が属する交配群の小型の群の変異域よりも常に大きく， 3株は大型の群の変異域よりも大きかった。

(*051室蘭市母恋南町l丁目 13番地 北海道大学理学部附属海藻研究施設，叫305茨城県つくば市小野川 16-2

国立環境研究所地域環境部)

お知らせ:1997年 1月1日より学会事務局と会員担当事務および

論文，記事の投稿先が変更になりました。

新学会事務局

〒 184東京者11小金井市貫井北町4-トi

東京学芸大学生物学教室内

日本i菜類学会
真山茂樹 (庶務幹事)
TEL 0423-25-2111 (内線2672)

FAX 0423-24-9832 

Phycological Research投稿先
干657神戸市灘区六甲台町トl

神戸大学内海域機能教育研究センタ一

川井浩史

TEL 078-803-0552， FAX 078崎803-0488
e-mail kawai@icluna.kobe-u.ac.jp 

(英文誌の投稿先はこれまで、どおりです)

会員担当事務 (入会司住所変更など)

干690 烏4良県松江市西川津11町1060
烏板大学教育学部生物学研究室

大谷修司

TEL0852-32-6306， FAX 0852-32-6259 

e-mail ohtanish@edu.shimane-u.ac.jp 

和文誌「藻類」投稿先
干 060北海道札幌市北区北 10条西8丁目

北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻

系統進化学講座

期日健雄

TEL 011-706-2745， FAX 011-746-1512 

e-mail horig@bio.hokudai.ac.jp 
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田中次郎:自然史学会連合総会報告

総会

1996年10月26日に東京大学教養学部で21学会の代

表者の出席と5学会からの委任状により総会が関かれ

た(議長:森脇和郎日本遺伝学会代表)。以下に総会と

運営委員会での報告，審議事項をまとめた。

1.加盟国体

日本蜘妹学会(西川喜朗会長，日本学術会議畳録団

体，本部は追手門学院大学)と日本菌学会(宮治誠会

長，日本学術会議登録団体，本部は日本学会事務セン

ター)の加盟を，運営規則「連合への加盟と逮合から

の脱退は各団体の自由意志による。ただし，日本学術

会議登録団体以外の加盟希望についてはその適否を連

合の総会で審議するjに則り承認した。藻類学会会員

で他の自然史関連学会に所属の方は連合への加盟をご

検討下さい。

加盟国体は上記2学会を加え以下の32学協会となっ

た。種生物学会・植物分類地理学会・植物地理分類学

会・地学団体研究会・(社)東京地学協会・日本遺伝学

会・日本衛生動物学会・日本貝類学会・日本花粉学会・

日本魚類学会・日本古生物学会・日本昆虫学会・(社)

日本植物学会・日本植物分類学会・日本人類学会・日

本生態学会・日本生物地理学会・日本語草苔類学会・日

本藻類学会・日本第四紀学会・日本地質学会・日本地

理学会・(社)日本動物学会・日本動物行動学会・日本

動物分類学会・日本烏学会・日本ベントス学会・日本

晴乳類学会・日本鯵麹学会・日本霊長類学会・日本蜘

妹学会・日本菌学会

2.文部省科学研究費時限付分科細目「自然史科学」
平成9-ll年度「自然史科学」が認められた。日本

学術会議に対して自然史学会連合から審査員候補者を

12名推騰した。審査員 (6名)は未定。この分科細目

に多くの申請が出されることを希望する。なお審査員

候補者は，加盟学協会をいくつかのグループに分け，

審査員が特定の分野に偏らないよう選出した。今回審

査員を出した学協会は次回は交代する。

3.顧問

研逮など各学問分野に影響力を持つ方を顧問とする

ことが決定され，加納六郎(動物研違)，丸山工作(動

物学会)，岩槻邦男(植物分野)，小野勇一(生態)，尾

本恵市(人類)，佐藤正(地質研連)の6氏を顧問とし

て迎えることが承認された(任期 l年)。

4.分担金

連合の運営やシンポジウム開催等の活動資金とし

て，各団体一律2万円の分担金をお願いすることと

なった。金額は毎年考えていく。拠金の方法について

は各団体で審議する。なお，会計年度は1997年9月よ

り翌年8月である。会計監査の必要も生じることと

なった。

5.第3回自然史学会連合シンポジウム

来年秋の総会時に開催する。テーマ，日時，会場等

は運営委員会に一任する。

6. rガイアリスト2U(地球上の全生物の記識と情報
化構想)

(社)日本動物学会が主体となって計画を作成して

いる国際的プロジェクト「ガイアリスト2Uのアク
シヨンプランが紹介された。計画の骨子は， 1) :地球上

の全生物種の包括的生命情報の記載と分類を行う， 2)

記載した生物種の配偶子等の細胞や抽出したゲノム

DNAを保存管理する， 3)これらに要する分類学者，分

子生物学者，技術者等の養成を行う， 4)これらの事業

を行うガイアリストセンター(仮称)を設置する， 5) 

世界的な規模で実施し， 5年を 1期とする10期を計画

する，6)わが国が主な資金提供固となって計画遂行に

当たるが，研究者や技術者の採用に当たっては国籍を

問わない。素案によれば， 2∞1年の設置を目途とし，
設置のために，関係各学会と諮って早急に準備委員会

を作るとのこと。自然史学会連合としてもパックアッ

プすることで意見が一致した。

7.自然史アーカイプス(資料保存室)

科学史上重要な資料の保存は急務であるので， (社)

日本動物学会の動物学資料保存委員会(代表八杉貞雄

都立大教授)と連絡をとりながら，各地に死蔵されて

いる文献資料等の保存を考えていく具体案を作成する

ことになった。例として名古屋大学に名古屋大学史資

料室が設置され，ニュースが発刊されている。速水代

表幹事著「アーカイプスの必要性J(化石， 58: 51・52)
の別刷が各学会に配布された。

8.タイプ標本の保存

古生物学研速から要請のあった学術標本保全に関す

る提言と要望に基づき，種々のタイプ標本をできるだ

け早い時期にデータペース化すべきであると意見が一

致した。数年前，国立科学博物館が中心とになって調

査をしたことを含め，どのように具体化するかが今後

の課題である。

9.ホームページの開設と各団体会員への連絡

試験的に国立科学博物館のサーバーを利用してホー



ムページを作成し，現在入力を開始している。加盟学

会が多いため，各学会に苦IJり振ることができるページ

数はあまり多くないが，今後学会関連および自然史関

連の諸情報を掲載していきたい。また，すでにホーム

ページを開いている団体にはリンクの許可をご考l患い

ただきたい。ニュースは不定期に発行し，連合担当幹

事に送付し，連絡事項などは e-mailあるいはファクス

で送ることになっているが，各団体会員への連絡周知l

は連合担当者が責任をも って手段を講じる必要があ

る。今後はホームページを積極的に利用していきた

U 、。

10.国立自然史博物館新設の要望，ユニパーシティー

ミュージアム (大学博物館)建設構想への堤言

自然史学会連合設立の当初からの要望であり ，今後

も学術会議や関連組織と密接な関係を保ちながら進め

ていく 。学術会議としては国立科学博物館との関連も

考慮しつつ計画を進めている。

自然史学会連合第2回シンポジウム報告

「未来の自然史教育を探るー科学者の1l1t子ともの
~RJ と副題されたシンポジウムが 1996年 10 月 26 日，東

京大学教養学部大講義室で、行われた。演題は，みんな

の科学，自然史 (速水格，神奈川大学理学部)，教育現

場からの捉戸言「今，子どもに自然史をJ(矢島道子，東
京聖徳学闘)，海からの提言「本当の自然の海を残すた

めにJ(杉浦宏，国際学院埼玉短大)，森からの堤言「森

表紙の説明
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の時間，人のl時間J(1'lJj'fit透，京大生態研究センター)，
空からの提言「烏の波りと地球環境の保全J(樋口広
芳，東大大学院農学生命研究科)，地球からの提言 「野

生のいのちを考えるー自然と生命との相関の不思議さ

一J(ジョージ .B シャラー，アメリカ野生生物保護
協会，(財)国際花と緑の博覧会記念協会第4回コスモ

ス国際賞受賞)の6題であったが， r教育」を重視した
シンポジウムの感があり，研究者や学生が敬遠したこ

と，宣伝が不足したために教育現場からの参加も予想

以上に少なかったのが残念であった。当日配布された

議淡要旨の残音1¥は各加盟学会に適当部数が送られた。

なお会場設営などの運営費は日本植物分類学会が受け

た科研1f:fill助金と (l!.1")国際花と緑の博覧会記念協会
からの援助金を利用した。

運営委員会

現在の連合の運営委員は以下の通り。その任期は

1995.10 -1997年の総会までとされた。改選は全員の

交代を原則とする。武田正倫 (代表委員 :日本動物分

類学会.医l立科博 -動物) 斎藤端二(日本地質学会 :

国立科博地学) 白山義久(日本ベントス学会 ・東京

大学渇洋研究所)・問中次郎(日本~類学会:東京水産

大学)・西田治文 (日本植物分類学会国際武道大学)・

馬場悠男 (日本人類学会 :匡l立科博 人類)。

(自然史連合担当幹事 〒108東京都港区港南4ふ7

東京水産大学資源育成学科)

今回の表紙はカサノリのイラストである。もともとは，石川依

久子先生の「会長ごあいさつjに添えるカット用にお預かりした

イラス トなのだが，なかなか可愛らしいので表紙に使わせていた

だいた。なおイラス トの作者は東京学芸大学の大学院生蒔田紀彦

さんである。
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堀口健雄:ご存じですか?ガイア リスト 21

「ガイアリス ト2IJという名前のプロジェクトをお
聞きになったことカfあるでしょうか。このプロジェク

トはもともと社団法人動物学会から提唱されたもので

すが，会生物を対象とするものであり ，従ってi制演も

無関係ではないということになります。自然史学会連

合の総会報告の中で回1:1"次郎氏も簡単に触れておられ

ますが，もう少し詳しくご紹介したいと思います。

「趣旨」

121かな生命を宿す地球は宇宙のオアシスである。

われわれ人類はこれまでに待られた基礎科学の知識か

ら，ヒトを含む多種多様なとi三命体は相互に密接なつな

がりを保っているのみならず，地球の地殻，水圏，大

気とも有機的な相互関係を結んで，今日まで進化し，

発展してきたことを学んできた。地球はそこに生息す

る数千万種もの多種多検な生命体と一体になった生命

惑星(ガイア)である。しかし，今地球のあちこちで

その健全な関係が綻びつつある。人II[J活動と人口の地

大にともなって，化石l燃料のiiHfは増え二酸化炭素濃
度は上昇を続けている。その影響は酸性雨や地球iilit暖

化と なって現れつつある。フロンによるオゾン思，の破

壊は，地上に降り注ぐ紫外線の急的を引き起こし，生

命体におよぽす影響は計り9:[1れない。また，大規検な

IJf.J発や都ili化の波は，地球から自然を縫いつつあり ，

その結果は熱帯雨林の急速な減少，砂i英の噌大を招い

ている。このような地球環境の激変にともなって，多

種多様な生命体が地球上からつぎつぎと姿を消しつつ

ある。人類の生存・は，地球と一体になった多種多様な

生命体に依存していることを考える時，このような状

況は座視することのできない危機的状況と言える。そ

れ故，生命惑星における多税多様な生命体の存在の重

要性を認識し，その保全に務めることは，今日のわれ

われに諜せられたもっとも優先すべき謀題である。そ

こには人類が将来地球上で生存できるかどうかのカギ

が隠されている。われわれは，生命惑星を将来にわ

い，さらに，個々の種について生活史や生息環境など

の包括的生命情報の記載を行う 。(2)記載した生物磁の

配偶子等の細胞やtlJ111'，したゲノム DNAを保存管迎す

る。(3)これらにItJ!:iる分類学者，分子生物学者，技術

者等の養成を行う 。(4)これらの事業を行うガイアリス

トセン ター(仮称)を設ii1する。(5)本音|画は世界的な

規模て、笑施し， 5年を IJUJとする 10)切を言l'画する。(6)

わが国が主な資金提供図となって計画遂行にあたる。

ただし，研究者や技術者の採用に当たっては国絡を問

わない。

いかがでしょうか?あまりにも」壮大なプロジェク

トで「聞いた口がふさがらない」 というのが率直な感

想かもしれません。趣旨には賛同できるけれども ，具

体的に考えれば考えるほど，現実から遊離した案のよ

うに見えてくるというのも正直なところでしょう 。し

かしながら，このプロジェク卜は日本が主体となった

国際貢献の新しい71~ (科学による国際貢献)として注

目され始めていることも事笑ですし，何と言っても急

速に失われつつある生物多様性の理解を一歩でも先へ

進めようという精神は尊重したいものです。とは言

え，このような生物多株性に関するプロジェク トが策

定される場合，研究対象として想定されているのはた

いてい熱帯雨林の動槌物であり，海藻やプランク トン

はしばしば忘れられるというのが現状のようです。し

かしながら一次生産のかなりの部分を担う藻類を忘れ

てよいはずはありません。 もしなんらかの71~でこのプ

ロジェク 卜が具体化されることになった場合，lHN分

野からどのような形で貢i初、できるのか，といったこと

を頭の附に世いてこのプロジェク トに関心を持ち続け

ることが我々としても必嬰ではないか，と思いその紹

介をすることにいたしました。

どんな形であれ，もし具体化されるならば，生物多

株性研究の発展にとって望ましいことであります。i混

乱~l学会としては現時点では具体的に関与 しているわけ

ではありませんが，折りに触れ情報の提供は続けたい

たって維持するための基礎f内かつ具体的計画として と考えています。

「多様な地球生物のリストを作製し，それらの配偶子 (北海道大学大学院理学研究科)

等の細胞やゲノム DNAを保存する」ことを提案した

い。計聞の骨子は下記のとおりである。

「言I'illiiの骨子」

(1 )地球上の金生物種の分~J~ とリスト作成をおこな孝義
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学会・シンポジウム情報

1997年3月23-24日:アジア地域の微生物研究ネ ット

ワークに関するシンポジウム.サンレイ ク土浦，連絡

先 :渡辺信， Tel. 0298-50-2555， Fax. 0298-50-2577， e-

mail:mmw@nies.go.jp (本号にプログラムが掲載されて

います)

1997年3月26-28日:日本藻類学会第21回大会，広島

大学唱 連絡先 :中野武登， Tel. 0824-24-7452， Fax:0824-

24-7452， e-mail:tnakano@alphaOI.sci.hiroshima-lI.ac.jp (本

号にプログラムが掲載されています)

1997年3月29-31日第3回 藻類学春のワークショッ

プ司神戸大学内海域機能教育研究センター，(44(3)号

に案内掲救)

1997年 5月21-23日:7th East Coast Protistology 

Conference， Univ巴rsityof Rhod巴Island.USA 述絡先

Dr. Linda Hufnag巴1，Tel: +1-401-874-5918， email: 

aun 103@uriacc.uri.edu 

1997年 5月31-6月1日:第 1回マリ ンバイオテクノ

ロジー学会大会、 東京大学教養学部、逃絡先〒 113東

京都文京区弥生卜 lーl東京大学大学院j見学生命科学

研究科水園生物工学研究室第 I@マリンバイオテクノ

ロジ一学会大会実行委員長波部終五Tel:03-3812引 11

内線7520，7522 Fax.03-56840622、 巴mail: mb@fs.a.u-

lokyo.ac.jp (本号に案内掲載)

1997年6月9-13日:Applications of Micropaleontology 

in Environmental Sciences: ISllnlernalional Conference 

The POrler Super-Cenler for Ecological and Environmenlal 

Sludies and Lnslitul巴forNalure Conservalion Research Tel 

Aviv University， Tel Aviv， lsrael 述絡先 Prof.Valentina 

Yanko， Conference S巴crelarial，Inslilllte for Nalur巴

Conservalion Research， T巴1Aviv UniversilY， Ramat Aviv 

Tel A viv， Isra巴169978， Fax: 972 3 6407304 

1997年 6月25-29日:第8固有毒藻類国際会議 VIII

International Conference on Harmlul Algae， Vigo， Spain 

Beatriz Reguera. Conference Coordinalor. vm Lnlernational 
Conference on Harmful AIga巴 InslillllOEspanol de 

Oceanografa， Apldo 1552. 36280 Vigo. Spain 

1997年5月7-10日:第2回アジアーパシフィッ クマリ

ンバイオテクノロジ 会議および第3回アジアーパシ

フイックアルガルハイオテ クノ ロジ一会議‘The

Second Asia-Pacific Marine Biotechnology 

(APMBC'97)1 The Third Asia-Pacific Conlerence on 

Algal Biotechnology (APCAB'97). Phuket， Thailand. (2 

号に案内)

1997年 7月21・25日:10th International Congress 

01 Protozoology (ICOP-10) 

Universily of Sydney， Auslralia. Professor D.J. Pallerson， 

School ofBiological Sciences， Zoology A08， University of 

Sydney，Sydn巴y，NSW 2006， AlIslr百lia.Tel:(61) 2 351 2438， 

Fax:(61) 2 351 4119， email: paddy@extro.ucc.sll.oz.au 

1997年8月10-16日:第6回国際藻類学会議 6th 

International Phycological Congress Leiden， The 

Netherlands (43巻 l号)

1997年9月22-29日 :International Marine 

Biotechnology Conference， SorrenlO， Paestum， Capo 

RizZ1I10， Olranlo， Pugnochillso -llaly. 

Topics: 1. Marine Organisms as Biological Models in Marin巴

Biolechnology， 2. Narural and ClIllUral Marine Resollrces川

Marine Biolechnology， 3. Marine Biolechnologic 

lnleraclions， 4. Social-Economic and R巴glllatoryAspecls of 

Marine Biolechnology連絡先 :1MBC '97， Alln. Ms 

Dpmalella Capone， Slazione Zoologica 'Anton Dohm'， Villa 

Comllnale 1-80121 Napl巴s，flaly， Tel. +39 -(0)81-5833215， 

Fax. +39 -(0)81-7641355， email imbc@alpha.szn.il 

1998年4月12日-17日:第 16回国際海藻会議 The 

16th International Seaweed Symposium， C巴buCily， 

Philippines. FlIll paper and posler presentations are inviled 

on all asp巴c1sof seaweed research and ulilizalion， including， 

blll nOllimiled 10: applicalions. molecular biology， chemical 

ecology， communily巴cology，laxonomy， chemislry 

physiology， resource managemenl. biog巴ography，pollution， 

diseases， microalgae， aquaculture. Those wishing 10 organize 

special sessions 01' lopics， pl巴aseconlacl illlmedialely lh巴

orgal1lzers 述絡先 Dr.Gavino Trono， 1r.， Marine Scienc巴

lnstilllle， Universily of lhe Philippines， 1 101 Diliman， Q.c.. 
Philippines. Fax. (+63-2) 921-5967; 922-3958 email: 

lrono@msi.upd.edll.ph 

1999年9月20日 26日:第2回ヨーロ ッパ藻学会議

Th巴 SecondEuropean PhycologicalCongress (EPC 2)， 

Monlecalini Terme (llaly). jili絡先 Prof.Francesco 

CinelliDiparlim巴nlodi Scienz巴d巴ll'Uomoe dell Ambiente-

Universira di PisaVia A. Volra， 6: 1-56126 Pisa， ltaly 
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Tel: + 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，E-mail: cinelli (8th ICAA)， Mont巴catiniTerrn巴(Italy)，連絡先 ProF.Mario 

@discal.unipi.it (The First circular will be mailed in May Tredici， Dipartimento di Scienze e TecnologieAlimentari e 

1998.) Microbiologにhe-Universita di Firenze P.le d巴lleCascin巴，

27; 1-50144 Firenz巴， Italy Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

1999年9月26日-10月1日:第8回国際応用藻学会 55 330431; E-mail: tredici@csma.fi.cnr.it 

5義8thInternational Conference on Appli巴dAlgology 

「可
[ 第 1回マリンバイオテクノロジー学会大会の開催について l 

主催 マリンバイオテクノロジー学会

日程 平成9年5月31日 (土)-6月l日 (日)

場所 東京大学教養学部干 153東京都目黒区駒場3-81 

発表申込締切 平成9年3月24EI (月)FAXまたは電子メール受付

発表要旨締切 平成9年4月24EI (金)郵送または電子メール必着

発表形式 一般講演口頭発表(質疑含み 15分，OHP使用)マ リンバイオテクノロジ一研究会が学会となり ，今回

が段初の大会です。一般講演に重点を置く予定にしておりますので，布って発表を申し込み下さるよう

お願いします。

発表 ・参加申込方法 住所，氏名，所属， fE話番号，FAX番号を明記のうえ，下記連絡先までお申し込み下さ

い。申し込み用紙をお送りします。なお，電子メ ールでお申 し込みの場合は，電子メールによる返事で

申し込み要領をお知らせします (Subject:moshikomiでお願いします)。

参加登録料 (3月24日まで) 会員 :一般 5，000円， 学生3，000円非会員 :一般 9，000円，学生4，000円

(3月25日以降) 会員 一般 7，000円， 学生4，000円非会員 :一般 10，000円，学生5，000阿

発表要旨集代を含みます。

基調講演 宮地重遠会長，野口n現久副会長
シンポジウム 次の 51~1ニほかを企画しております。 (カッ コ内はオーガナイザー)海洋環境における微生物のコ

ミュニティー レベルでの解析 (大和田紘一 東大)，微細|謀類のバイオテクノロジー(大森正之・東大，

松永是 ・東京農工大)，アオサ類の利用 とバイオレメデイエーションの可能性(能登谷正浩 ・束水大)，

海洋糖鎖生物学(星元紀・東工大)，海洋天然物化学研究の新展開 (伏谷伸宏 ・東大，橘 和夫 ・東

大)

懇親会 5月31日 (土) 会費 :一般 5，000円， 学生3，000円

連絡先 干 113東京都文京区弥生 トトl 東京大学大学院農学生命料学研究科水閤生物工学研究室

第l回マリ ンパイオテクノロ ジー学会大会実行委員長 波音I1終五

TEL(03)3812-2111内線7520，7522FAX(03)5684-0622電子メールアドレス:mb@Fs.a.u.-tokyo.ac.jp 

宿泊の予約 宿泊の予約は下記の日通旅行日本m旅行営業所まで直接お1'1'1し込み下さい。干104東京都中央区新
)11 1-1-7新川ピル4FTEL(03)5541叫 71FAX (03)5541-2480 (担当:黒木)
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プログラム

アジア地域の微生物研究ネットワークに関するシンポジウム

一微細藻類の生理活性物質，毒性，多様性，系統分類及び系統保存一

Program of Symposium 00 Asian Network 00 Microbial Researches (ANMR) 
-Physio1ogicaI Potency， Toxico1ogy， Diversity， Sys胞maticsand Cu1ture Collection of MicroaIgae・

共催 国立環境研究所，理化学研究所，日本藻類学会

後援 日本微生物資源学会， (財)地球人間環境フォーラム

日時 1997年3月23日(日)， 24日 (月)

会場 サンレイク土浦(公立学校共催組合): :地図参照

茨城県土浦市港町3-30-23 TEL:0298-22-2∞1， FAX:0298-23-2278 
JR線:土浦駅東口下車(徒歩 15分，タクシーなら基本料金内)

常磐高速道路:土浦北インター又は土浦桜インター下車， 6号バイパスより高架道にて

JR土浦東口にでる.

連絡先渡辺信 干 305つくば市小野川 16-2 国立環境研究所

百 L:0298・50・2555，FAX:0298却・2577，email:mmw@nies.go.jp 

彼谷邦光 〒305つくば市小野川 16・2 国立環境研究所

TEL:0298・50-2428，FAX:0298-50-2574， emai1:kayakuni@nies.go.jp 

参加希望者は上記宛連絡下さい. (シンポジウム参加料は無料です.懇親会参加

希望者は3月10日まで逮絡下さい.懇親会参加料4000円を当日支払い下さい)
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3月22日

18:00・22:00Welcoming get -toge白er

第1日目 (3月23日)

08:30 Registration 

Opening Ceremony 

09:00 Opening addresses 

Gen Ohoi (Deputy Director of Nationa1 Institute for Environmenta1 Studies， J apan) 

Ikuko Ishikawa (Presid巴ntof the Japanese Society of Phycology， Japan) 

09:10 Asian Network on Microbia1 Researches 

Takashi Nakase (Institute of Physical and Chemica1 Researches， Japan) 

Session 1: Physiological Potency and Toxicology of Microalgae. 

09:25 Introduction 

Kunimitsu Kaya (Nationa1 Institute for Environmenta1 Studies， Jap飢)

09:30 Th巴majorchlorophyll-ajb proteins in microalgae 

Speaker: Kaori Ohki (Tokai University， Japan) 

09:45 c-Type cytochromes in Cyanobacteria 

Speaker: Kwok Ki Ho (National University of Singapore，Singapore) 

10:00 Control of charcoa1 rot disease in mung be釦 bymicroa1ga1 extr官ct

Speaker: Aparat M油紘hant(百lailandInstitute of Scientific and Technologica1 Researches，百ailand)

10:15 Coffee Break 

10:45 Technology developed from the physiologica1 potency of ni住'Ogen-fixingblue-green a1gae 

Speaker: Yong-ding Liu (lnstitute ofHydrobiology， Chinese Academy of Sciences， P.R.China) 

11:00 Microlagal research at Kasetsart University: An overview 

Speaker: Napavarn Nop訂atn釘apom(Kasetsart University， Thailand) 

11: 15 Fatty acid profi1e of some freshwater microalgae isolated in百ailand

Speaker: Wichien Yongmanitchai (Kasetsart University， Thailand) 

11 :30 Optimization of omega-3 fa町 acids仕ommarine microa1gae 

Speaker: Penkhae Anankusri (N紅白uanU凶versity，Thail組 d)

11 :45 Use of microalga巴inbioremediation of agroindustria1 was飽sand heavy metal wastes 

Speaker: Phang Siew Moi (Malaya University， Ma1aysia) 

12:00 Lunch 

13:30 Amphidinols as a possible defence chemica1 produced by dinoflagellate Amphidinium klebsii 

against other epiphytic microbes 

Speaker: Michio Murata (University ofTokyo， Jap組)



13:45 Isolation of bioactive compounds in cyanobacteria針。mChinese freshwaters. 

Speaker: Tomoharu Sano (National Institute for Environmental Studies， Japan) 

14:00 Microcystin production of toxic MicTOCystis yiridis under different culture conditions. 

Speaker: Lirong Song (Institute of Hydorbiology， Chinese Academy of Sciences， 

P.R.China) 

14:15 Determination of microcystins from cyanobacterial waterblooms in Thailand freshwaters. 

Speaker: Kunimitsu Kaya例ationalInstitute for Environmental Studies， Jap飢)

14:30 Effects of the toxic MicTOCYStiS on fishes and water quality. 

Speaker: Jiawan He (lnstitute of Hydrobiology， Chinese Academy of Sciences， P.R.China) 

14:45 Grazing on toxic cyanobacteria by tadpole of an edible合og.

Speaker: Xiaoming Zhang (National Institute for Environmental Studies， Japan) 

15:00 Degradation of toxic algae， MicTOCySt.おyiridisusing predative function of microanimals 

Speaker: Yuhei Inamori (National Institute for Environmental Studies， Japan) 

15:15 Coffee B陀ak

Session 2: Diversity and Systematics 01 Microalgae 

15:50 Introduction 

Makoto M. Watanabe (National Institute for Environmental Studies， Jap佃)

16:∞Prasinophyceae in Asia-Pacific waters: diversity and phylogeny 

Speaker: Takeshi Nakayama何回versityof Tsukuba， Japan) 

16: 15 Systematics of haptophyte algae in Japanese and Asia-Pacific waters 

Speaker: Isao Inouye (University ofTsukuba， Jap釦)

16:30 Survey on Chlorococcales in China -past， present and釦ture.

Speaker: Zhengyu Hu (Institute of Hydrobiology， Chinese Academy of Sciences， P.R.China) 

16:45 Announcement 

18:00 Banquet 

2日目 (24日)

09:30 百lestatue of plankton diversity in Thailand 

Speaker: Ladda Wongrat (KぉetsartUniversity，百lailand)

09:45 Systematic and species diversity of microalgae: Distribution of cyanobacteria in central part of Thailand. 

Speaker: Suriya Sassanar水kit(Thailand Institute of Scientific and Technological Resaearches， Thailand) 

10:00 Protozoa in Thailand: An overview 

Speaker: Nuntaporn Charubhun (Kasetsart University， Thailand) 

10:15 Coffee Break 

10:45 A phenological study on MicTOCystis in Naktong River， Korea. 

Speaker: Jin Ae Lee (Inje University， Korea) 

47 



48 

11:00 Classification of the bloom-fonning cyanobacteria1 genusMicl1ωystis: A 民consider百tion.

Speaker: Shigeto Oht印刷(Universityof Tokyo， Japan) 

11: 15 Fatty acid composition of p加IktonicAnabaena (Cyanobacteria)如 dits taxonomic va1ue. 

Speaker: Renhui Li (University ofTsukuba， Japan) 

11 :30 Taxonomic study of OsciJJatoria agardii complex (Cyanobacteria) from China and Thailand. 

Speaker: Shoichiro Suda (Globa1 Environmenta1 Forum， Japan) 

11:45 Lunch 

13: 15 A phylogenetic study on Phacus (Euglenophy同

Speaker: Zhi-xin Shi (lnstitute of Hydrobiology， Chinese Academy of Sciences， P.R.China) 

13:30 Pigments and fatty acids of the marine raphidophytes: A chemotaxonomic contribution. 

Speaker: Anika S. Mostaert (Nationa1 Institute for Environmenta1 Studies， Jap釦)

13:45 Comparative study on Nautococcus -A rare single cell a1ga of Chlorococca1es. 

Speaker: Zhengyu Hu (Institute of Hydrobiology， Chinese Academy of Sciences， P.R.China) 

Session 3: Culture Collection of Microalgae and Protozoa 

14:00 In町oduction

Mikiya Hiroki (Nationa1 Institute for Environmenta1 Studies， Jap飢)

14: 10 The culture collection of a1ga巴atOcean University of Qingdao at P.R.China 

Speaker: Jianhua Sun (Ocean Unviersity of Qingdao， P.R.China) 

14:25 Taxonomic re-examination of a Chinese strain (CCFA 646) labeled "Eudorina sp人based

on morphologica1 and DNA sequence data 

Speaker: Hisayoshi Nozaki (University of Tokyo， Japan) 

14:40 Coffee Break 

15: 15 Purification of f詑shwaterpicoplanktonic cyanobacteria using low temperature agarose 

Speak巴r:Makoto M. Watanabe (Nationa1 Institute for Environmenta1 Studies， Japan) 

15:30 Cryopreservation of cyanobacteria in NIES collection. 

Speaker: Fumi Mori (Global Environmenta1 Forum， Japan) 

15:45 CCAP -NIES collaboration 1991 -1997: Ex si伽 conservationof protistan biodiversity 

Speaker: John G. Day (Culture Collection of Algae and Protozoa， UK) 

16:00 Specification of database system useful for identification of Anabaena spp.(Cyanobac也市)

Speaker: Mikiya Hiroki (Nationa1 Institute for Environmental Studies， Japan) 

16:15 Closing address 

Y ong-ding Liu (Institute of Hydrobiology， Chinese Academy of Sciences， P.R.China) 

16:20 Announcement 

3月25日

Excursion: Study tour (Tsukuba Science City -Lake Kasumigaura) 
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日本藻類学会会長 石川依久子

歴代の権威ある学会長のあとを受けて、風格の無い異質な会長が就任し、会員諸氏のみ

ならず本人も戸惑っております。

この上は、この異質性を良い方に活用し、会員の皆様とのざっくばらんな対話の上に

立って皆株の便宜を計ると共に学会の発展のために寄与することができれば幸いと思って

おります。

藻類学会は、理学系、水産系の雑居所帯であると同時に、研究も、分類学、生理学、細

胞学、生化学、生態学と多様であり 、研究目的も、食料、環境、医薬、教育、科学と多様

です。その上、藻類は海産、淡水産があり 、さらに藻類の種類に至ってはナノプランクト

ンから数十メートルの海藻まであるのですから、学会の内容は実に多様的で重みがありま

す。藻類学会はもはや植物学会の下に位置する一組織であるというような古い観念は通用

しません。藻類学会の内容と意義を学会外にも十分認識させ、 藻類学会が社会に大きく ク

ローズアップされて行くようにしたいものです。

方、藻類学会は、この多様性ゆえに、運営上の難問を抱えています。まず、すべての

会員が満足できる学会誌の編集は不可能に近いものがあります。学会が主催するシンポジ

ウムも一度に多くの会員を満足させることは不可能です。学会への有力な助言も分野が片

寄っていると受け難いことがあります。このような難問を数えてい くと藻類学会の存続す

らも危ぶまれてきます。しかし、視点を変えてみると、この多様性は、会員にとって大変

有意義なことでもあります。藻類学会の多様性を利用すれば、藻類の広い知識を吸収して

自らの仕事の糧にすることができますし、同時に、 試料，の調達や技術面でお互いに便宜を

計り合う ことができます。また、会員がそれぞれ別の学会や団体にも関わっているので、

会員のネットワークを介して広く社会や世界に接する機会が藻類学会の中に沢山あります。

藻類学会は単なる業績発表の場と しての学会ではありません。「藻類」 という共通語で語

り合える仲間の集まりです。会員相互のコミュニケーションをよ くし、そしてその中から

沢山の物を得る場であるべきだと私は思います。

会員の皆様、進んで学会に参加され、会員にとって望ましい学会を育てていくことにご

協力ください。
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臨た: 学会録事|

(会費払込先変更のおま刊せ〉

事務局の移動に伴い， 会費の払込先が変更になりま した。これから会費を払い込まれる方は下記の新しい払込

先に払い込んでくださるようお願いいたします。

会費払込先:郵便振替 口座番号 01320-4・48748

加入者名 日本藻類学会

新入会 会員異動
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新入会 会員異動

住所変更・勤務先変更・電話番号変更 会員異動
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住所変更・勤務先変更・電話番号変更 会員異動

言ト 毅

本会会員 谷口森俊氏は去る 1997年2月 16日逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。 日本i築類学会
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日本藻類学会和文誌投稿案内

1.編集の方針と投稿資格本誌には藻学に関する未発表の和文論文，短報，速報のほか，総説，大会講演要旨，

藻類に関する企画および投稿記事(採集地案内・分布資料・新刊紹介・シンポジウム紹介，学会事業案内など)を

掲載します。論文および短報は和文誌編集委員会(以下編集委員会)が依頼する審査員による審査を経たのちに

編集委員長によって掲載の可否が決定されます。速報およびその他の投稿原稿の掲載の可否は編集委員長と編集

委員会で判断します。なお，編集委員会が依頼した場合を除いて，投稿は会員に限ります。共著の場合，著者の

少なくとも一人は会員であることが必要です。

11.制限頁論文は刷り上がり 10頁，総説16頁，短報4頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，超

過分については超過頁代が必要です。その他の報文，記事については，原則として2頁以内を無料としますが，編

集委員会の判断で6頁を上限として超過を認めることがあります。速報は2頁以内とします。速報は超過頁と同

じ扱いになりますので有料です。 2，αm字で刷上がり 1頁となる見当です。そのほか，折り込み頁，色刷りなどの
費用は著者負担となります。

111.原稿執筆・投稿要領 原著論文および短報は下記の様式に従って執筆し，オリジナルの原稿と図表各1組と

それぞれのコピー2組(写真を含む図版はこれを写真複写したもの。電子複写は不可)を編集委員会に提出して

ください。その他の報文については特に様式の制限はありませんが，最新の号を参照し，必要に応じて編集委員

会に問い合わせてください。また，原稿の種類を問わず，次の規則に従ってください。1)テキストファイル形式

で保存できるワードプロセッサーを用いて作成し， A4用紙に 1行40字， 25行で印刷する。 2)当用漢字，新かな

づかいを使用する。 3)句読点はr，JとroJを用い， r、」ゃr.Jの使用は避ける。 4)学名と和名の使用:新種
記載や学名の使用は最新の国際植物命名規約に従い，和名にはカタカナを使用する。5)本文中ではじめて使用す

る学名には命名者名をつける。また，属と小名には下線を引き，イタリツク指定をする。 6)単位系と省略表記:

SI単位を基本とします。原稿中で使用できる主な単位と省略形は次のとおりです(時間:hr， min， sec，長さ :m，

cm，阿n，nm，重量 :g，mg，容積:1， ml，温度:t:，波長 :nm，光強度:lux，μE・mセーI，Wm，μmol.m-2s-'など)。そ

のほか，執筆にあたっては以下の投稿原稿の構成およびワープロ入力の注意の項を参照してください。

投稿原稿の構成 原著論文は，1)標題， 2)英文要約， 3)本文， 4)引用文献， 5)表と図およびその説明(英文

または和文，和英併記も可)の順にまとめてください。短報は本文の構成が異なる点を除いて，原著論文に準じ

ます。

1.標題と要約欄外見出し(和文25文字以内)，標題，著者名，所属，住所，著者名(和文)，英文標題，英文

要約 (2∞語以内)，英文キーワード (5-10語，アルファペット服)，著者名(英文)，宛先(英文)の順に記入

してください。

2.本文 論文は原則として緒言，材料と方法，結果，考察(または結果と考察)，謝辞で構成されます。短報で

はこれらの項目を区別せず，一連の文章にすべてが含まれるように構成してください。原著論文，短報とも必要

に応じて図(線画や写真)や表を用い，原稿中にそれぞれ挿入を希望する位置を指示してください。本文中での

文献，表および図の引用は次の例に従ってください。

-・が知られている (Yamada1949， Yamada and Yamada 1950， Yamada et al. 1951)。岡村 (1907，p_6) 

は，・・・・を示している。 ・・・・・の大きさには地域により明瞭な差が認められる (Table3)。

3.引用文献 本文中で引用したすべての文献を著者名のアルファベット順に列挙してください。原著論文と単行
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本，叢書中の分冊等では引用の方法が異なります。下記の例にならってください。

(単行本) 岡村金太郎1936. 日本海藻誌.内田老鶴圃，東京.

Christensen， T. 1994. AIgae. A taxonomic Survey. AiOPrint Lω.，Odense. (著者，出版年，標
題，出版社，出版社の所在地の順)

(単行本中の 1章) 有賀祐勝・横浜康継1979.光合成・呼吸の測定.p.413-435.西淳一俊・千原光雄(編)藻類

研究法，共立出版，東京.

Drebes， G. 1977. Sexuality. p.250・283.In: D. Wemer (ed.) The Bidogy of Dia旬ms.Blackwell Sci. 

Publ.， London (著者，出版年，引用した章の標題，同掲載頁，編者，単行本標題，出版社，出

版社の所在地の順)

(叢書中の分冊) 胎ammer，K.， Lange-Bertalot， H. 1986. B節目l副ophyc鵬.1. Teil: Naviculac蹴.In: Ettl， H.， Gerloff， 

1. and Heynig， H. (巴ds.)Susswasserf10ra von Mittei<巴uropa.No.2/1. Gustav Fischer， Verlag， S旬悦g釘t

(著者，出版年，引用した章の標題，編者，単行本標題，版番号，分冊番号，出版社，出版

社の所在地の順)

(雑誌中の 1論文) 筒井功・大野正夫1992.和歌山県白浜産クロメの成長・成熟と形態の季節的変化.藻類40:

39-46. (著者，出版年，論文標題，雑誌名，巻，同掲載頁の順)

Yoshida， T.飢 dSilva， P. C. 1992. On the identity of Fucus babingtonii H紅vey.Jpn.1. Phycol. 40: 

121-124. (著者，出版年，論文標題，雑誌名，巻，同掲載頁の順)

4.表と図.および説明 表と図は印刷版下として使用しますので原寸大で作成してください。印刷頁は2段組み

で幅14cm，1段で幅6.6cm，縦20.4cmです。表，図ともに説明のためのスペースを含めて印刷範囲に収まる

ように作成してください。写真は光沢印画紙に鮮明に焼き付け，不要なスペースをカットしてレイアウトしてく

ださい。図や写真には倍率を示すスケールを入れ，必要に応じてレタリング用の矢印や文字などを貼り付けてく

ださい。表の罫線は横線のみを用いるようにしてください。表，図ともに，脱落防止のためにカバーをつけ，そ

の下端に著者名，図の番号を記入してください。送付にあたっては，厚手の紙で保護してください。

IV. ワープロ入力の注意 本誌はDTP(Desk Top Publishing)によって作成されます。掲載が決定された後，最

終原稿のファイルが保存されたフロッピーディスクを堤出していただき，編集委員会ではこれを用いて印刷版下

を作成します。したがって，あらかじめ，テキストレベルでデータ互換が保障された(テキストファイル形式で

ファイルを保存できる)パーソナルコンピューター上のワードプロセッサーまたはワープロ専用機で原稿を作成

するようにしてください。互換性が不明な場合は編集委員会までお問い合わせください。編集作業を円滑に行う

ために，原稿作成にあたっては次の点に注意してくださるようお願いします。1)学名や英単語の区切り以外には

スペースキーを使用しない。 2)段落行頭や引用文献の字下げにはワープロのインデント機能を使用する。 3)改

行(リターンキー)の使用は段落の終わりだけに限定し， 1行ごとの改行の挿入はしない (DTP編集では，改行

コードの有無で段落を判断します)0 4)数字とアルファペットはすべて半角で，カタカナは全角で入力する。 5)

ギリシャ文字や独仏，北欧文字を他の文字で代用しているときは，出力原稿中に赤鉛筆でその旨明記する(例:

首をu，μをu，eをe，sをB，oを0で代用など)0 6)数学記号などの特殊記号をワープロの外字で使用してい
るときは出力原稿中にその旨明記する。

V.校正と別刷 校正は初校のみとします。 DTPの最終割り付けが済み次第，レーザープリンター (3∞dpi程度
の解像度)で出力したものを著者に送ります。ためし刷りですので写真等は最終印刷のイメージより劣ります。校

正はレイアウトと提出したファイルからデータ変換が正しく行われているかを確認するにとどめ，図や写真の最

終チエーツクは編集委員会におまかせください。校正は受領後3日以内に編集委員会あて返送してください。別刷

は原著論文，短報，総説に限り 50部を学会で負担しますが，それ以外は有料です。校正送付時に同封される別刷

申込書に所定の事項を記入して返送してください。
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(コピーしてお使い下さい)

199 年度より入会 19 年 月 日申込み

氏名

*Name 

(Family name) (Given name) 

所属機関名

ヲftlnsti知山n

住所干

* lnstitutional Address 

電話 Fax e-mail 

自宅住所 〒

* Address 

電話 Fax e-mail 

食の項目は英語またはローマ字で必ずご記入ください。英文誌の送付に必要です。

以下の欄にチェックして下さい

会員の種類:口普通会員 7，∞o円 口学生会員 5，000円(学生会員の場合，指導教官の署名が必要です)

指導教官の署名:

会費納入方法: 口 同封口郵便振替(できるだけ郵便振替をご利用下さい)

会誌の送り先 日所属機関(勤務先) 口自宅

入会申込書・住所変更届 送付先:干 690島根県松江市西川津町 10ω

島根大学教育学部生物

大谷修司 τ'EL0852・32・6306，FAX 0852・32・6259

e-mail: oh旬凶sh@edu.shim加 e-u.ac.jp

会費払込先:郵便振替 口座番号01320-4-48748 加入者名:日本務類学会

付
面
{
又 簿名 '

F
 
ス送発 入金確認

ピf



賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シロク商会 (260千葉市春日 1・12-9・103)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108東京都港区高輪2-16δ)

有限会社浜野顕微鏡 (113東京都文京区本郷5-25・18)

株式会社ヤクルト本社研究所(189東京都国立市谷保1769)

田崎真珠株式会社田崎海洋生物研究所 (779・23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井)

神協産業株式会社 (742・15山口県熊毛群田布施町波野962・1)

理研食品株式会社 (985宮城県多賀城市宮内2丁目 5番60号)

株式会社白寿生科学研究所 (351朝震市栄町3-3-7)

三洋テクノマリン株式会社 (103東京都中央区日本橋堀留町1丁目 3・17)

編集後記

編集委員長を交代しての最初の号をお届けする。と言っても，今の時点ではどのような仕上がりで印刷所か

らあがってくるのか皆目見当もつかず， DTPに不慣れな新米編集委員長としては不安は募るばかりである。もっ

とも私などは，既にあるー揃いのフォーマットをそのまま引き継いで誌面の構成をするだけであるから，まだ

楽と言えば楽なのである。ゼロから全てのシステムを確立された井上前編集委員長のご努力にはまったく頭の

下がる思いである。

さて和文誌「藻類Jは英文誌 rPhycological ResearchJと分離したことにより，そしてDTPという手段を採用
したことによって，より自由度が増し，学会誌としての個性を出しやすい体制になったと思う。前編集委員長

時代から，すでに新しい企画，新しいデザインなどが取り入れられてきた。今後もそういった試みは続けてい

きたい。

しかしながら，どのような雑誌にしていくのか?それは結局は，会員の皆さんの投稿と雑誌に対するご意

見，ご要望などのフィードバックにかかっている。今までと変わらぬご支援とともに，忌憎のないご意見・ご

提案をお寄せいただきたい。新会長も挨拶の中で述べられているが，藻類学会の利点は(同時に難しい点でも

あるが)会員の興味の対象が多様であるということである。その多様性を尊重し，お互いの分野の情報交換の

場としてこの雑誌が機能していければと思う。

また， r藻類Jの機能としてもうひとつ大切なのが啓蒙誌としての役割であろう。一昨年より始まった，研
究技術紹介の各シリーズでは力作がずっと続いているが，今後もこの方向性は続けていきたいと思う。また，

前編集委員長ご発案の「藻類Q&AJのコーナーも読んで面白く為になる企画であると思う。残念ながらしばら

く途絶えていたが，次号あたりからは復活させたいと思う。継続的な読み物となるよう会員の皆さんの積極的

な参加(質問ならびに回答でのご協力)をお願いしたい。

現実に目を向ければ，印刷費のリミットなどいろいろな壁はある。しかしながら，その条件の下で，出来るだけ

充実した学会誌となるように編集委員長としての役割を果たしたいと考えている。会員の皆様と編集実行委員の

方々のご協力をお願いする次第である。

堀口健雄
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日本藻類学会第21回大会プログラム

(1997) 

東広島

学会会長石川依久子

大会会長中野武登

'QI:be 3t3t3Jth ~nnual J!leeting of 
'QI:be :J'npanese &;odetp of 
tlbptologp 

The XXIth Annual Meeting of the Japanese Society of Phycology 

March 26-28， 1997 

Hiroshima University 

Higashi -hiroshima 

会期 1997年3月26日(水)----3月28日(金)

会場広島大学理学部 (B1階:E202， 1階:E102， 104， 

2階:E208， 209， 210， 211) 
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バス停案内図

会場までの交通

(1) JR IUI場本線西条駅下車，タク シーで約 10分(約 1，500円)またはパス(広島大学行)で約 15分(広大

中央口下車270円)。

(2) JR山陽新幹線東広烏駅下車，タクシーで約 iO分(約 1，500円)。

(3) JR山1湯本線広島駅一西条駅間は 15-20分間隔で列車が遂行されています(所'lJ!:1時間約35分，560

円)。なお八本松!択で下車されると会場までのパスの使が少ないのでご注意ください。

(4) 広向空港からは，パスでJRL1JI湯本線白rli駅まで行き(約 15分， 360円)， JR 111防本線下り(広山方而
行)で酋条駅で下車(約 10分，190円)。直接広島市内へ行かれる方はリムジンパス (広島駅へは広島駅

新幹線日経由が便利です)をご手IJmください(約60分， 1，250円)。

会場 広島大学理学部 〒739 広島県東広島市鋭LU1丁目 3帯 l号
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ラウンジ

1階/ZZ¥ ....._........ ___________.1 
4 底火申失ロパス停

会場見取り図



60 

スケジュール表

3月26日(水) 9:00 -15:00 

15:00 -16:30 

16:30 -18:00 

8:55 -12:30 

13:30 -15:15 

15:30 -17:00 

エクスカーション

編集委員会 国民年金健康保養センターひがし広島

評議員会 国民年金健康保養センターひがし広島

3月27日(木) 公開シンポジウム (A会場)

口頭発表 (A，B会場)

総会 (A会場)

パスにて懇親会会場へ移動

3月28日(金)

18:00 -20:00 

9:30 -12:00 

13:00 -14:00 

14:15 -16:30 

懇親会(東広島平安閑 TeJ. 0824・23・3000)

口頭発表 (A，B会場)

展示発表 (C会場)

口頭発表 (A，B会場)

受付

3月27日(木)は 8:30-17:00、28日(金)は8:30-16:00の問、理学部正面玄関右のロビーにて行います。

当日の参加申し込みも受け付けますが、懇親会に参加される方は事前に申し込み用紙を郵送してください。

クローク (E211号室)

3月27日(木)、 28日(金)両日とも 8:45から 17:00まで荷物をお預かりいたします。

映写願序

(10枚のうち 1枚目)→ ←赤マーク

|r6!:I 
発表番号→ ←氏名

隠1.使用スライド記入例.

口頭発表

・lつの発表につき発表12分，質疑応答3分です(l

鈴 10分.2鈴 12分.3鈴 15分)。

・発表は35mm版スライドのみとします。スライド

の枠には図 lの様に演者氏名，発表番号，スライ

ド総枚数，

-映写順序，手前上を示す赤マークを記入してくだ

さい。

…・・90cm.......

発表番号 表 題 I ~・
氏名(所属) l gl 

s 

図2.展示パネル説明図.

-繰り返し使用するスライドは必要回数分の枚数を用意してください。

-スライド受付・返却は、それぞれの会場入り口にあるスライド受付に講演開始30分前までに提出し、終了

後受け取ってください。

展示発表

・展示物は27日の正午までに掲示してください。撤去は3月28日の午後3時以降にお願いします。
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-展示パネルの大きさは，縦18Ocm，横90cmです。

-展示パネルの上部には図2の様に発表番号，表題，氏名(所属)を明記してください0

・文字と図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読できるようにしてください。

エクスカーション 「南西海区水産研究所見学および宮島周辺島めぐり」スケジュール

3月26日(水) 9:00 JR大野浦駅前集合 (JR山陽本線下り広島駅8:24発，大野浦駅下車が便利です)

午前中南西海区水産研究所を見学した後，宮島にて昼食。午後は小型船にて宮島一周

などの島めぐりを予定しています。

15 : 00頃 宮島にて解散(希望者には宮島の観光案内をいたします)

連絡先

干739 東広島市鏡山 1-1-1 広島大学学校教育学部竹下俊治

Tel. 0824・24-7096(直通)， F肌 0824-24-7108(代表 e-mai1:stakesh@dean.sed.hiroshima-u.ac.jp 

または

干 739 広島市鏡山 1-3-1 広島大学理学部 中野武受

Tel. & Fax. 0824・M・7452(直通 e-mail:tnakano@alphaOl.sci.hiroshima-u.ac.jp 

3月27日(木) 午前の部

A会場

8:55-駅00 開会の挨拶 大会会長 中野武登(広島大学理学部)

9:00-9:35 (S 1) 

9:35-10:10 (S 2) 

10: 10-10:45 (S 3) 

11:00-11:35 (S 4) 

11:35-12:10 (S 5) 

12:10-12:30 

公開シンポジウム「地球環境と藻類J

オーガナイザー演回 仁(富山医科薬科大学医学部)

中野武登(広島大学理学部)

地球環境修復のホープ ー渓類一

千原光雄(日本赤十字看護大学)

微細藻類によるCO2固定化技術実現の可能性

都筑幹夫(東京薬科大学生命科学部)

CO2吸収における藻類の役割 一沿岸海域の一次生産の重要性一

山本民次(広島大学生物生産学部)

休憩

人里の川、水路と淡水産紅藻の稀少種

熊野茂(大阪青山短期大学)

藻場の生態系と藻場造成

大野正夫(高知大学海洋生物教育研究センター)

総合討論

3月27日(木)午後の部

口頭発表

A会場

13:30-13:45 (A 1) 群体性緑藻Eudorinaの形態学的種の分子系統解析

0野崎久義*・伊藤元己柿・渡辺信*紳(*東京大・理，料千葉大・理***国立環

境研)

13:45-14:∞ (A 2) COXI遺伝子による渦鞭毛藻類の系統解析
0稲垣祐司ι 江原恵、料・石丸八寿子*柿・大i寅武*(*生命誌研究館，柿阪大・生
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物科学*紳R∞kefeller大)
14:∞-14:15 (A 3) ミトコンドリア遺伝子による藻類の分子系統解析黄色植物の分子系統と遺伝暗号変異

江原恵帥・稲垣祐司*・石丸八寿子*紳・O大i賓武*(*生命誌研究館，柿阪大・

生物科学*榊Rockefeller大)

14:15-14:30 (A 4) "マリモ類"の系統上の位置と類内分化

O植田邦彦*・羽生田岳昭*・山岡智亙*・綿野泰行*・若菜勇紳(*金沢大・理・
生物，柿北海道阿寒教育委員会)

14:30-14:45 (A 5) 海水中の硝酸濃度が褐藻カジメの光合成に与える影響

0片山裕行*・倉島彰帥*・検演康繕紳・前田修*(*筑波大・環境，柿筑波大・下
回臨海，帥*東水大・藻類)

14:45 -15:00 (A 6) 褐藻ノコギリモク幼体の光合成特性と日:補償点の推定

0村瀬昇ホ・鬼頭卸・水上譲*・前川行幸**(*水産大学校/・増殖，**三重大・生物
資源)

15:00-15:15 (A 7) 伊豆下回に産するホンダワラ属2種とカジメ，アラメの光合成特性の比較

0村上裕重・横演康緩(筑波大・下回臨海)
B会場

13:30-13:45 (B 1) Can cryo・injuryin microalgae be at甘ibutedto ice crys凶 formation?

ODay， J. G.*， Fleck， R. A*，帥.&M.M.Wa旬nabe*帥(*CulωreCollection of A1gae and 

Protozoa;帥 Universityof Abe巾 y;*帥 NationalInstitute for EnvironmentaI Studies) 

13:45-14:00 (B 2) 渦鞭毛藻4種の定光性の波長特性

0堀口健雄*・川井浩史料・久保田守帥場・高橋哲郎紳柿・渡辺正勝*紳(*北
大・理・生物，紳神戸大・内海域センター，*帥基生研，****北陸先端大・材料科学)

14沿0-14:15 (B 3) 藻類を初等中等教育における生物教材として位置づける研究ー海産藻類を光合成実験

に用いる試みー

O片山智康*.金井塚恭裕*・藤岡久美子*・皆川富美*・真山茂樹$・横演康繕紳
(事東京学芸大・生物，帥筑波大・臨海実験センター)

14:15-14:30 (B4) 餌料藻類の凍結保存の難易度および塩素耐性

0池本尚人・河地正伸・宮地重遠(海洋バイオ研釜石)
14:30-14:45 (B 5) Anthocerotae-lYIωtocの再合成による共生関係の解析

O石井佐知子・中野武登・出口博則(広島大・理)
14:45-15:00 (B 6) 原核緑色植物，Prochloroc，∞cus rnarinusの培養法の検討

O熱海美香・河地正伸・宮下英明・池本尚人・宮地重逮(海洋バイオ研釜石)
15:00-15:15 (B 7) 海藻類に与える紫外線の影響 その4. ダルスの紫外線吸収物質について

15:30-17:00 総会 (A会場)

0牧野愛*・矢部和夫帥・小野寺小百合帥*・鈴木稔*(*北大院・地環研，柿北東
海大・海洋開発工，帥*エヌテイ.コンサルタント)

パスにて懇親会会場へ移動

18:∞-20:00 懇親会(東広島平安閑 Tel.0824・23・30∞)

3月28日(金) 午前の部

口頭発表

A会場

9:30-9:45 (A 8) ミカヅキモの接合子誘発に及ぼす光合成限害剤の影響

0今泉真知子*・横田仁制作滋賀医大，帥富山医薬大)
9:45-10:00 (A 9) 褐藻エゾイシゲとムチモの受精・発生過程におけるセントリオールの父性遺伝について
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0長里千香子・本村泰三・市村輝宜(北海道大学・理・海藻研)
10:∞-10:15 (AIO) 過栄養湖においてのAphanizomenonflos.叫 uaeの出現に対するリン制限および温度の影響

0高野敬志ホ・三上英敏紳・日野修次帥*(*北海道衛生研，柿北海道環境研***
山形大・理・物質生命化学)

10:15-10:30 (Al1) 野尻湖における車軸藻ホシツリモの再生に向けての検討 E 

0樋口澄男*・近藤洋一帥・渡辺信*紳・野崎久義紳帥・ JII村賓*・関久人*・加
崎英男帥*(*長野県衛生公害研，肺野尻湖ナウマンゾウ博物館，紳*国立環境研，

紳柿東京大・院・理)

10:30-10:45 (AI2) 船舶の交通が原因と思われるコンブ類の新生育地の形成について(総括)

川嶋昭二(函館市)

10:45-11:∞ (A13) 付着珪藻類によるアレロパシー
鈴木稔事・O伊藤泰ニホ・松尾嘉英*・大貝政治帥・侍法隆柿*・舘脇正和料事(*
北大院・地環研，肺水大校，柿吋じ大・理・海藻研)

11:∞-11:15 (AI4) 北海道小樽市忍路湾における褐藻ウスカワフクロノリの性比の偏りについて
0山岸幸正・小亀一弘(北海道大・理・生物科学)

11:15-11:30 (AI5) 南極産及ぴマレーシア産地衣類より分離されたフォトピオント

0河南恵・中野武登・出口博則(広島大・理)
11:30-11:45 (AI6) 南極アデア岬の藻類植生

0福島博*・小林艶子*・吉武佐紀子柿(*藻類研，紳湘南短大)
11:45-12:∞ (AI7) 南極キングジョージ島の藻類概要

B会場

0福島博e・大谷修司柿・小林艶子*・吉武佐紀子*紳(ホ藻類研，柿島根大・教育，
**湘南短大)

9:30-9:45 (B 8) 海生および海岸生地衣類のフォトピオント

O渡辺佐知子・中野武畳・出口博則(広島大・理)
9:45-10:00 (B 9) 西太平洋海域から分離した新属新種の球形ブラシノ藻と18SrDNAを用いた球形ブラシ

ノ藻3属の分子系統解析

0宮下英明*・池本尚人*・磯野憲秀*・宮地重逮*・千原光雄帥(*海洋バイオ研，
帥日本赤十字看護大)

10:∞-10:15 (BIO) カサノリ目Acetabulariacalyculusのミトコンドリア遺伝子coxIの遺伝暗号変異
0江原恵帥・稲垣祐司*・石丸八寿子帥*・大演武*(*生命誌研究館，紳阪大・
生物科学*紳Rockefeller大)

10:15-10:30 (Bl1) 分岐分類学的手法による褐藻類ヒバマタ目植物の系統解析

鯵坂哲朗(京都大・農)

10:30-10:45 (B 12) Stylonema reni.ゐnneK吋imuraの分類学的再検討と室内培養による生活史

0菊池則雄*・能登谷正浩帥・梶村光雄*帥(*千葉中央博，帥東水大・応用藻類，
紳*島根大・生物資源・臨海)

10:45-11:∞ (B13) 黄金色藻Dinobryonfaculiferumの細胞構造と分類
Oi可地正伸・池本尚人・宮地重逮(海洋バイオ研・釜石)

11:∞-11:15 (BI4) マクサレクチンの収量ならびに活性の季節変動
O山田信夫*・古谷敏料・村松清紳(*東海大・海洋研，帥鈴与・総研)

11:15-11:30 (BI5) スサピノリに含まれる紫外線吸収物質の励起エネルギー転移過程

0御園生拓*・斉藤順子*・時友裕紀子*・井上行夫帥-砂田真司紳・堀裕和**. 
桜井彪糾・前川行幸帥*(*山梨大・教育，榊山梨大・工，帥*三重大・生物資源)

11:30-11:45 (BI6) 重金属処理によるプラシノ藻類Te帥selmiste倒的ele細胞内チオール濃度の変化

0佐藤征弥・高島由希・潰崎静恵・小山保夫(徳島大・総科)
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11:45-12:00 (B17) ミル (Codiumfragile)オルガネラDNAの精製

0佐藤征弥*.i賓崎静恵*・高島由希*・酒井教材・黒岩常祥**(*徳鳥大・総科，
**東大・院・理学系研究科)

3月28日(金)午後の部

展示発表

C会場(13:∞-14:00) 
(C 1) 汽水域，宍道湖・中海における浮遊珪藻類の種類組成と季節変化

0大賀学・大谷修司(島根大・教育)

(C 2) 18SrDNA塩基配列に基づくクロレラ属および近縁群の分類

0花方信孝*・千原光雄**(*三井造船・千葉研究所，料日本赤十字看護大)

(C 3) 松江市近郊の池から出現した浮遊性黄緑藻類について

0須谷昌之*・大谷修司紳(*松江東高校，帥島根大・教育)

(C 4) 群馬県草津温泉に生育する藻類

0長島秀行・仁木ひかる(東京理科大学・基礎工学部)

(C 5) Gonyostomum depressumの微細構造と淡水産ラフイド藻類の分類

0宮坂佳代子*・石田健一郎*・加藤秀夫**・原慶明*(*山形大・理・生，肺園皐大・自然)

(C 6) 日本新産の土壌藻類，Trichophi/us welkeri (緑藻類，カエトフォラ目)

0飯田高明・中野武登・出口博則(広島大・理)

(C 7) 葉状地衣類の共生藻類に関する分類学的研究

宮崎幸樹 .0竹下俊治・中西稔(広島大・学校教育・生物)
(C 8) Chlorophyl1 fluorescence as a probe of photosynthetic competence of Poterioochromonas ma1hamensis 

under different light and nutrition conditions 

OSong，L-R人Zhang，X-M.ベKaya，K.**， Watanabe， M. M.帥&Liu，Y-D.* (*Institute of 
Hydrobiology， CAS， Wuhan， China; *明ationalInstitute for Environmental Studies， Tsukuba) 

(C 9) 広島湾海底泥中の珪藻類休眠期細胞の形態と発芽

0板倉茂*・山口峰生*・今井一郎紳(*南西水研**京都大)

(CIO) 広島湾における有毒渦鞭毛藻Alexandri・umの動態

0山口峰生・板倉茂(南西海区水産研究所)

(C11) 西日本の磯焼けなど藻場の衰退に関する現地事例

0寺脇利信*・吉川浩二*・吉田吾郎*・山内信料・木村創*榊・清水博帥**・佐々木謙介

材料*(*南西水研，料和歌山水試***和歌山水増試****宮崎水試*****鹿児島水試)

(C12) 土佐湾におけるカジメ個体群の現状

0芹浮如比古*・大野正夫**・横演康繕*紳・有賀祐勝*(*東水大・藻類，林高知大・海
生セ，帥*筑波大・下回臨海セ)

(CI3) 伊豆半島鍋田湾における褐藻アラメ・カジメの側薬及び子嚢斑の消長

0倉島彰*・横i賓康繕帥・有賀祐勝*(*東水大・藻類，紳筑波大・下回臨海)

(CI4) 船渠海洋生態系における海藻群集の遷移様式

0柳宗秀*・李仁圭**(*東水大・藻類，材ソウル大学校・生物)

(CI5) 九州天草におけるヤツマタモク群落の立体構造の季節変化と生産量

0青木優和*・横i賓康纏*・菊池泰二材(*筑波大・下回臨海，紳九州大・天草臨海)
(CI6) 褐藻イトアミジ(アミジグサ目)の生殖器官の形態

0問中次郎・佐野史子(東水大・藻類)

(C17) A cryomicroscopic study ofthe coenocytic alga Vaucheria sessilis 

Fleck， R. A. *，帥，0Day，J. G.*， Rana， K. J.紳*& E. E. Benson判 (*CultureCol1ection of Algae 

and Protozoa;帥 Universityof Abe由 y;制 '*StirlingUniversity) 
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(CI8) カルシウム補給食品としての円石藻 (Pleurocluysiscarterae) 

0竹中裕行*・樋渡武彦柿・山口裕司*・守永太賀彦*帥 ("'MAC総研，紳日本NUS.紳*環
境パイリス)

(CI9) Sp加 linaplatensisのマット形成に及ぼす高浪度cAMPの影響

A会場

14:15-14:30 (AI8) 

14:30-14:45 (AI9) 

14:45-1500 (A20) 

15:00-15: 15 (A21) 

大森和子(昭和女子大・生活科学)

口頭発表

生育地の異なるカジメの生長と光合成特性の比較

0芹浮如比古*・横波康纏柿・有賀祐勝'"('"東水大・藻類，紳筑波大・下回臨海セ)
沿岸海水中の微細藻類殺滅微生物の検出と計数

0今井-Jl!s'".金武燦$・長崎慶三柿・板倉茂柿('"京都大・農，神南西水研・赤潮)
尾鷲湾産藻類の高温耐性

0大山温美・奥村宏征・前川行幸(三重大・生物資源)
健灘に出現する主要な流れ藻の季節変化

池原宏二(遠洋水産研究所)

15:15-15:30 (A22) 富山湾東部沿岸域で認められている藻場の衰退現象

藤田大介(富山水試)

15:30-15:45 (A23) カザフスタン共和国の潅瓶農地から分離したのm凶町:inaの1種について

辻村茂男(京都大・農・熱帯農学)

15:45-16:00 (A24) イデユコゴメ藻群 (Cy釦 idianalgae)の生育分布と1未記載種について

0近藤貴靖ホ・横山亜紀子"''''・原慶明'"('"山形大・理・生，柿東北大院・理・生)
16:∞-16:15 (A25) 広島湾の大野瀬戸中央部・亀ノ瀬沿岸におけるクロメの形態

B会場

0寺脇利信*・吉田吾郎*・村瀬昇帥・筒井功*紳・新井章吾紳帥('"南西水研，
肺水大校，帥*のと海洋セ，帥帥(株)海藻研)

14:15-14:30 (BI8) 紅藻フタツガサネの不動精子の形態

14:30-14:45 (BI9) 

14:45-15:∞ (B20) 

15:∞-15:15 (B21) 

15:15-15:30 (B22) 

15:30-15:45 (B23) 

15:45-16:∞ (B24) 

16:∞-16:15 (B25) 

16:15-16:30 (B26) 

0峯一朗・窪内ゆか・奥田一雄(高知大・理・生物)
オオパロニアの創傷治癒を誘導するアクチンフィラメント

0杉山孝一・石川依久子(東京学芸大・生物)
多核緑藻マガタマモの細胞周期におけるセントリオールの挙動と微小管の動態

0本村泰三*・奥田一雄紳(*北大・理・海藻研，柿高知大・理・生物)
羽状珪藻M卸 chias.伊noidealこおける両側に臼トDNAを伴う短冊形ピレノイド

O真山なぎさ・真山茂樹・石川依久子(東京学芸大・生物)
眼点を欠損したプラシノ藻Mesostigmaが示す走光性の特徴について

松永茂・O渡辺哲・宮村新一・姻輝三(筑波大・生物)
銅による緑藻Chlamydomonasの生育阻害と脂肪酸組成について

0山本鋳子・和田正幸(明治大・農・農化)
汽水産ジュズモ属(緑藻，シオグサ科)のI種の生長および成熟に対する塩分の影響

0松山和世$・田中次郎*・宮地和幸帥・有賀祐勝*(*東水大・藻類，紳東邦大・
生物)

韓国済州島産ヤプレアマノリh柿!)'l31.庇溜拙の生活史におよほす温度，光量，光周期の影響

O金南吉*・能登谷正浩柿(*韓国慶尚大学校，紳東京水産大学)

非定常培養条件下における有毒渦鞭毛藻Alexan出 um加narenseの個体群動態

0樽谷賢治・山本民次・松田治(広島大・生物生産)



66 

公開シンポジウム

地球環境と藻類
講演要旨

「地球環境と藻類jのシンポジウムに寄せて

オーガナイザー:演田 仁(富山医科薬科大学)

古代ローマ帝国皇帝で哲学者のマルクス・アウレーリウスは.r宇宙の自然は全体の物質を用いてあたかもロ
ウで物を作るように，ある時は馬を形作り，次にこれを壊し，その素材を用いて藻をこしらえ，次には人聞を，次

にはまた何か他のものをこしらえる。各々の物はごく僅かな時間だけ存続するに過ぎないjと考えた(自省録，藻

が原文では樹木)。これは，自然界の総ての生物・無生物は互いに共生し，刻々と変化するという，今日東洋的と

される無常や輪廻の思想に通ずる。私は宗教家ではないので，精神や霊魂が死後どうなるかについてはわからな

いが，少なくとも我々の肉体は，死後あの世に行くのでも何でもなく，確実に此の世，つまりこの地球上に留ま

り循環を繰り返す筈なのである。

ところが，今日の人類のように自然の摂理に反する破壊や汚染を進めていると，我々が廃棄したり排池したり

死んで残した遺体がいつまでも分解されず，大量のゴミやヘドロとなってたまり，次の世代の生物が再利用出来

なくなる。つまり， ζれまでの地球が育んできた生命の創造と維持，そして多様化の中の循環の道筋をふさぎ，今

度は多くの生物種の絶滅による一様化を経，ついには無生命の世界へいたる事になる。実際，現在の地球環境は，

大規模な森林伐採とそれに伴う水系破壊，生活排水・牧畜による富栄養化，農薬・合成洗剤による水質・土壌汚

染，車や化学工場の排気ガスによる大気汚染，原発事故による放射能汚染等により，多くの生物が絶滅したり絶

滅の危機に瀕している。藻類は.30億年以上前に地球上に現れ，光合成を行い，酸素を発生し，有機物を作り，

全生物の生命を支えてきたが，多くの貴重な種が年々失われている。最近生じたタンカーの沈没と重油流出によ

るイワノリやホンダワラなど海藻の被害に見られるように，環境汚染はあらゆる場面で進んでいる。人類も急に

脱自然・非生物化し，神格化され.DNA (遺伝子)の研究は画期的に進んだにもかかわらず，皮肉なことに自ら

のDNAを後代に残せなくなるのではないだろうか?

このように環境汚染は，現代文明の根幹に根差す大きな副作用である。従って，この環境汚染を無くすには，

もはや小手先だけの対策では追いつかない。20世紀の経済的発展を支えてきた人間優先の思想を改め，もっと自

然と調和のとれた生活をする必要があろう。野村義ーさんと言うアイヌの人の話:r例えば，川に魚が10匹上がっ
てきたとする。普通の日本人なら 10匹を一網打尽に獲ってしまうが，アイヌはそれをしなかった。 10匹魚がい

たら3匹くらい獲って，後の7匹は烏とか熊とか上流にいる生き物がみんな食べるだろうと残したんですJ(週間

文春)。我々日本人を含め，いわゆる文明人がわすれてしまったアイヌの人達の心，彼らの自然観に，我々はもっ

と謙虚に学ばねばならぬのではないだろうか?勝者のローマが敗者のギリシャから学んだように。一般の方々も

我々藻類学者も，この自然の中の藻類とその変化をつぶさに見てきた他の藻類学者から謙虚に学び，考える必要

があるだろう。人類最初の人為的大規模環境破壊を52年前に経験したこの広島にける日本藻類学会の大会で.r地
球環境と藻類jに関するシンポジウムを聞く意味が，ここにあると思う。

(81)地球環境修復のホープー藻類一

千原光雄(日本赤十字看護大学)

私たち人類は，いま，地球上で快適な生活を営んでいるが，これは，言ってみれば，藻類のおかげである。 30

数億年前に出現した酸素発生型光合成生物の藍藻はO2のなかった地球上に徐々にO2を蓄積し，それから20億年

余を経て出現した紅藻や緑藻，その後現れた褐藻をはじめとする多くの藻類は，大気中のO2をさらに増加させて

くれた。能率の悪い無気呼吸の生物から，エネルギーを多量に得ることのできる好気呼吸の生物が誕生し，さら

に，大気圏にはO2からオゾン (03)ができ.DNAに致命的な損傷を与える紫外線を遮断した。水中生活を余儀
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なくされていた生物は陸上で快適な生活ができるようになった。

その地球環境が最近危ないと言う。増え続けるCO2による地球の温暖化，フロンガスによるオゾン層の破壊は

最も憂慮すべき事態である。 USA の DepærnnentofConune~がハワイ島で 1958 年から行っている観測データに

よると， CO2は年間 1.2-1.5 ppm，つまり 1∞万分の1.2ー1.5の割合で増えており，このままでいくと，混室効

果により空気中の温度が高まり， 21∞年には気温が約4'C上がり，海水面は約60cm上昇するだろうという。アメ

リカの低地やパングラデツシュなどの低地をはじめ，世界各地の低地は海中に没してしまう。

1970年代より南極上空のオゾンホールの拡大が注目され， USA-NASA等の調査によりオゾン層の破壊が確実

祝されるようになった。演者は昨冬(昨夏)ニュージーランド南端を回ったが，夏と言うのに長袖，長ズボンに，

サングラスの現地人の多いことに驚いた。紫外線が恐いのだと言う。

微細藻類の単位面積当たりの光合成能，つまり CO2固定能は，ある試算によると，森林の約 15倍，熱帯雨林

の約4.3倍，サトウキピの約3倍である。演者等は少なく見積もって0.4gd.w ./I/dayの光合成をもっ微細藻を分離

した。元素分析によると乾燥重量の約 lβは炭素 (C)で，従ってCO2に換算すると 0.73gJν'dayである。全世界の

CO2排出量は，年間約227億トンである。藻類は増殖が早い，培養コストが安い，自然光が利用できる，有用物

質生産の可能性がある，遺伝子導入の可能性があるなど，地球環境の修復に大きな役割を果たすことが期待され

る。本講演では藻類と地球環境に焦点をあて，最近のこの方面の研究の様子を紹介する。

(52)微細藻類による CO2固定化技術実現の可能性

都筑幹夫(東京薬科大学・生命科学部)

大気のCO2濃度の上昇は地球温暖化の一因として解決の急がれている問題である。そのため各産業で生産工程

を改善し，放出量の削減に努めている。物理的・化学的手段を用いてCO2を吸収固定しようとする研究も進めら

れているが，CO2固定のためのエネルギー獲得や吸収剤の生産のためにより多くのCO2を放出してしまう状況に

ある。こうした観点から太陽エネルギーを利用したCO2固定システムの開発は重要である。中でも光合成を行う

微細藻類の利用は検討に価するものといえよう。とはいえ，微細務類を利用するために乗り越えなければならな

いことは多い。

太陽光を利用するシステムは巨大な受光面積を必要とするため，微細藻類を用いると水の供給が問題になる。

そこで，(株)東芝と共同で，グラスファイパー漉紙上に置いたChlorel1akessleri C-531細胞の光合成特性を調べ

た。その結果，光強度，温度， CO2濃度に関して，液体中での光合成とよく似た特性を示すことが明かとなった1)。

その光合成活性は，細胞を湿潤状態に保つことによって5間以上維持できることも判明した。実際は数週間まで

保持できそうであり，その期間に乾重量の増加が認められた。クロレラ細胞は，漉紙上では細胞の分裂は見られ

るものの婚殖速度が遅いことも明らかとなった。画定した炭素は，むしろデンプンなどで細胞内に蓄積されたと

恩われる。

この櫨紙上での最大光合成活性は， 1O%C02濃度条件下で，照射面積あたり最大5gC02m"2h.1が得られた。こ

れまでは漣紙を水平におき太陽光線を直角に受けるように設置していたが，複数の漉紙を平行に立てる方が照射

面積あたりのCO2固定量が高いことも確認された。こうした結果から，藻類を用いたCO2固定システムは実現可

能であろう。

しかし，まだ解決しなければならない問題は多い。本講演では，藻類の光合成研究の立場から，実用化に向け

て検討しなければならない問題点について整理する。

1) Tsutsur凶，M. et al.: In Phoωsynthesis: fぬmLight to Biosphere. Edited by P. Ma血is.Vol. V. Kluwer Academic Publishers. 

pp.881・884.1995. 

(53) CO2吸収における藻類の役割 一沿岸海域の一次生産の重要性一

山本民次(広島大・生物生産学部)

近年，問題となっている地球の温暖化は，いわゆる温室効果気体の増加によるものと言われている。南極氷床

のコアサンプル中に圧縮された空気の調査から，主要な温室効果気体の一つである二酸化炭素 (C02) の濃度が

18∞年頃の280ppmから 350ppm程度まで上昇していることは良〈知られたことである。
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海域の植物プランクトンによる有機物生産(一次生産)は，陸上植物の光合成活動と同様，大気中のCO2除去

につながる。IPCC(1995)の報告書では， CO2のmissingsinkのうち，海洋の吸収分が2.OGtC，森林の再生でO.5GtC，

その他大気中の二酸化炭素の増加による陸上植物の光合成能の上昇などで1.4GtCとされている。地球全体の炭素

の現存量のうち99%以上が海底にあることがわかっており，過去のデータは，大気中に付加されたCO2の99%が

植物プランクトンによって取り込まれ，海底に沈降したであろうことを示唆している。海の有機物生産量は陸よ

り少ないと見積もられているが，陸では短期間のうちに腐ったり燃焼したりしてCO2に戻るのに対して，深海に

粒子として沈んだ炭素は 1∞年以上戻ってこないと言われているので，CO2のsinkとして重要である。

沿岸海域は陸域からの負荷が大きく，一次生産量も高い。 Walshand Dieterle (1988)が衛星によるデータから見

積もった結果は，外洋域で 18.6GtCyrl，大陸棚で5.40GtCyrlであり，単位面積当たりに換算すると沿岸海域は

外洋域の3倍以上のCO2の吸収能があることを示している。ここでは，瀬戸内海の一次生産量を定量的に見積もっ

た結果を紹介し，沿岸海域の藻類が高い一次生産によってCO2を吸収することで地球温暖化の緩和に役立つてい

ることを強調する。

(54)人里の河川，水路と淡水産紅藻の稀少種

熊野茂(大阪青山短期大学)

藻類はヒトの構築した河川，用水路にも生活圏を拡げている。このシンポジウムでは，人里から離れた湿地，

人里の河川，水路を生活聞とする淡水産紅藻の幾つかの希少種について触れてみたい。

1，人里から離れた紅藻植物の生育地

パプア，ニューギニアや日本の高地の湿原の池塘，アマゾンの熱帯降雨林中の小流，東南アジアの熱帯湿地林

中の小流などにはカワモズクなどの淡水産紅藻がいる。かつてはヒトの生活圏と殆ど交錯しなかったこのような

生育地も，熱帯降雨林に押し寄せるヒトの影響をもろにうけつつある。

2，入車の河川と紅藻植物の希少種

1)川内川のチスジノリ:チスジノリは日本特産で，本来希少種のため川内川，菊地川の産地が国の天然記念

物に指定されており，これまでに知られた産地は12カ所あるが，現存が確認されているのは6カ所で，他の6カ

所は絶滅したか，消滅していると恩われる(右田 1996)。チスジノリは宮崎県えびの市から大口市曽木之滝にわ

たって生育している。この分布範囲内の，湯之尾の滝，曽木の滝の聞には大きな蛇行がみられ，滝の上流の蛇行

地域や湯之尾温泉付近はしばしば洪水に見舞われていた。洪水防止の水位調節ダム建設，河川の直線化，川床岩

盤の破砕などの大規模な治水工事が行われ，かつて食用にするほど多量のチズジノリが生育していた鈴ケ瀬の岩

盤が失われた。このような過酷な環境の激変にも耐えて，チズジノリは直線化した川床，新しい護岸に出現する

ようになっている。

2)安室川のチスジノリ:千種川の支流安室川ではチスジノリの川床やコンクリート護岸での生息は1993年に

確認され， 1994年に最盛期を迎えたが，その後の生育は衰え， 1995年以後の生息は確認出来ていない。

3，人里の潅瓶用水路と紅藻植物の希少種

オキチモズクは本来希少種のため愛媛県お吉泉，熊本県志津川，長崎県土黒川の産地が国の天然記念物に指定

されており，これまでに知られた産地は 11カ所だが，現存が確認されているのは志津川，木柑子川，神代川の3

カ所で，他の8カ所は絶滅か消滅している(右田 1996)。

1)お吉泉のオキチモズク::愛媛県のオキチモズクの産地は古来お吉泉と呼ばれている掘抜き井戸に由来する

潅搬用水路で，水量は豊富，水路の側面は土の壁，底面には礁がごろごろしていた。 1卯5年現在，お古泉と用水

路は，コンクリート3面張りに補修され，水量は減少し，底面は小石となり，カワモズク2種は生育していたが，

オキチモズクは存在しない。お吉泉の所在地の川内町はオキチモズクの保護に熱心だが，水利権を持つ重信町は

この水路の暗渠化まで計画している。

2)用水路の改修とオオイシソウ:オオイシソウは福島県以南の暖温帯域各地に分布する。現在も千葉県など

では，谷津田の聞を流れる小川に旺盛に生育し，水路がU字管や3面コンクリート張りに代っても，水量の多い

小川では3-5年経過すれば，オオイシソウが着生する(吉崎 1996)が，兵庫県網干や姫路市岡田の用水路改修

工事の結果オオイシソウが絶滅した。
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4， r多自然型川作りJの功罪
河川整備事業の現場にも「多自然型川作りjが提唱されたが，手放しで喜べない事態が各地で起こっている。

この提唱により，一見，自然に近い川がつくられたようであるが，現場では，生育している動植物を一掃して，川

の流れを止め，設計図に従って地形を造りだす工法をとる結果，河川整備事業が完了すると，希少種は絶滅し，生

物相は極めて貧弱となってしまう。

(S5)藻場の生態系と藻場造成
大野正夫(高知大・海洋生物教育研究センター)

浅海域の岩礁帯には，ホンダワラ類やコンブ類，カジメ・アラメなどの大型褐藻類が繁茂し，内湾・河口域の

砂泥域には海産顕花植物が繁茂している。このようなところには，ウニ，貝類，幼稚魚が多〈生活しており，藻

場(もば)と呼ばれている。藻場内は，業上に微細藻類や小型の環形動物，甲殻類，軟体動物など小動物が生活

しており，魚介類の初期飼料が豊かであるので，産卵場や保育場になっている。コンプ科海藻は，ウニ・貝類の

飼料としての役割もある。気泡を持つホンダワラ類は，春先に岩礁から離脱して，流れ藻になる。流れ藻は，海

のオアシスとも言われ，回遊魚のプリ，カンパチなどの多くの稚仔の生活の場になっている。藻場内の環境は静

穏であり，稚魚の隠れ場にもなっている。これらの海産植物の生産力は高く，炭酸同化作用や呼吸などを効率的

に行うので，浅海域の環境を浄化することでも注目されている。

近年，日本沿岸の藻場の減少が著しく，沿岸域の環境の悪化，水産資源の減少・枯渇の原因になっていると指

摘され，藻場の再生が大きな課題になっている。防災のための海岸構造物も，そこが藻場になるような構造が考

えられるようになった。

最近，藻場造成は国立水産研究所，各県の水産試験場の主要な試験研究の課題として行われるようになった。

水産資源的目的による藻場造成は，北海道海域はコンプ場，太平洋岸はカジメ場，瀬戸内海はアマモ場，ホンダ

ワラ場など海域によって異なる。藻場造成の研究は， 1980年代より活発に行われており試験事例は数多くあるが，

それぞれの海域や造成目的によって， ~車場造成法が異なっている。コンブ類やホンダワラ類では，一般的手法と

して，胞子を供給する方法があり，成熟期に藻体を網袋に入れて吊るす「スポア・バッグj手法が行われている。

目的とする種の幼体を基盤に固着させる方法も行われてきた。藻場造成がうまく進まない原因は，魚介類による

食害で，北方の海域はウニであり，南方は藻食魚による場合が多い。
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A 1 0野崎久義$・伊藤元己"・渡辺 信***: 

群体性緑事Ii~昼笠担皇の形態学的種の分子系統解析

微細藻類の種は伝統的には採集材料の形態学的特徴

に基づき記載されてきた。しかし、この様な分類体系

では記載が不十分であったり、種の識別基準が実際に

は不安定であるために、客観的な種同定ができない場

合が多くある。このため、いくつかの属で多くの培養

株を用いた比較形態学的研究が実施され、客観的な穏

の識別基準が見いだされている。しかしながら、この

様な形態学的研究は微細藻類の種が自然な系統群であ

ることを示していない。従って、微細藻類の種レベル

の自然分類には形態種の系統学的情報が不可欠である。

[!謹旦rin皇はオオヒゲマワリ科 (Volvocaceae)の異

型配偶の代表的な属であり、 Goldstein(1964)は多く

の繕養株を用いた比較形態学的研究から客観的な種の

識別基準を提唱し、本属を 7種に話題>>11した。

今回、演者等は Goldstein(1964)が用いた北米産

の株に加えて日本・ネパール産の株、計 14株 (4種

3変樋)を薬縁体のタンパク質コード rbcL遺伝子の

泡基配列の情報に基づき系統解析した。その結果、 E.

邑y皇旦Eと E.illinoisensisが非単系統群と解析さ

れた。 作東京大・理、 H 千葉大・理、柿本国立環境研)

A 3 江原恵*.f，混垣祐司，石丸八寿子台¥O大浜武

:ミトコンドリア遺伝子による藻類の分子系統解析

黄色植物の分子系統と遺伝暗号変異

これまでに我々は緑藻ミトコンドリアの解析により

UA儲冬止コドンが刈aやLeulこ変異しているものがあるこ

とを報告しているが、本研究では黄色植物門のうち、ハ

プト涜綱、黄緑藻綱、及E康正脱者藻綱のミトコンドリ

ア遺伝子COXIの塩基配列を決定し、 M法を用いて分

子系統解析を行った.その結果、ハプト藻綱、黄緑藻綱

において遺伝暗号の変異が認められた。ハプト藻綱では

調べた5種総てに通常終止コドンである凶AがE見れ、そ

れらは:Trplこ対応していた。黄緑藻綱ではAUAコドンが、

陥tに対応するものと((eに対応するものがあった.その

うち、 AUA=lleの2種l立、真正眼点藻綱 (AUA=lle)と共

にグ)v-ープを形成し、 AUA=tv'etのモノは別のクラスター

を形成した。このように分子系統樹と遺伝暗号変異とい

う分子マーカーを併用することにより信頼性の高い分類

が可能だと恩われる。

(生命詑研究館*阪大生物科学， * * Rockefel I er大)

A 2 0稲垣祐司.江原恵*石丸八寿子.**大浜武

: COXI遺伝子による渦鞭毛藻類の系統解析

渦鞭毛藻類の葉緑体膜は3重であるため，そ

の起源は細胞内共生した藻類に由来すると考え

られる.また従属栄養性で光合成を行わない渦

鞭毛藻も存在するため，原生動物に近縁である

とも考えられるがその系統的位置には不明な点

が多い。

我々は渦鞭毛藻類の系統的位置を知るために，

渦鞭毛藻4種のミトコンドリア遺伝子COXIを決

定し，分子系統解析を行った。その結果，渦鞭

毛藻は，同じクロロフィルa+cをもっ黄色植物

ではなく，原生動物であるApicomplexa類と極

めて近縁であることが判明した。近年，

Apicomplexa類には退化した葉緑体ゲノムが発

見されている.したがって，ニ者の共通祖先は

葉緑体を細胞内共生した藻類から獲得し，その

後Apicomplexa類と一部の渦鞭毛藻は光合成能

力を2次的に失ったと考えられる。

(生命誌研究館合阪大・生物科学.** Rockefeller大)

A 4 0植田邦彦噂・羽生田岳昭皐・山間智亙事・綿野

泰行事・若菜勇 “マリモ類"の系統上の位置と類

内分化

マリモはあまりにも有名である一方，分類学的な

位置づけや，近縁種とされるヒメマリモなどとの類

縁関係，ヒメマリモなどが真に別種として認識され

るべきものなのか，阿寒湖内のフトヒメマリモなど

とされているものはマリモと同一物の異なるステー

ジにすぎないのかどうか，などについては定説が無

い。なによりも，マリモはCladophoraaegagropila 

なのか，C. sauteriなのか，それともそれらとは別

種として認識すべきものなのかも判然とはしていな

い。一方，発表者の一人である若菜の最近の一連の

研究により本場Jである阿寒湖はむしろ例外的

で，日本及ひ'周辺地域のマリモ類の生育湖沼はほと

んどが海跡湖であり，マリモ自体の成長は淡水より

もむしろ薄い海水の方がよいことも明らかになって

きた。マリモの系統上の位置づけと，マリモ類とさ

れてきた各分類群との正しい類縁関係を明らかにす

ることは，きわめて重要と思われる。そこで入手で

きたマリモ類の系統関係を核DNAである18SrDNA

およびITS領域を用いて分子系統学的に解析した。

ここにその結果を発表させていただきたい。

(*金沢大・理・生物北海道阿寒町教育委員会)



A 5 0片山絡行$・倉島君臨寧事*・繍漬線組**・前田
修傘:海水中の硝厳浪度が縄議カジメの光合成に与える

影響

カジメの光合成活性の季節変化に関する研究はこれま

でい〈っか報告されているが，海水中の無機蜜索濃度と

の関係についての報告はない.本研究では，カジメの純

光合成速度と海水中の無機窒素濃度の季節変化を調べる

ため.1995年10月から1996年9月にかけて静岡県下

田市鏑閏湾の海水中の硝酸，軍硝酸，アンモニア濃度の

測定を毎月行い.1996年2月から12月にかけてカジメ

の純光合成速度の測定を毎月行った.また.1996:隼3

月から11月にかけて2カ月毎に，硝酸を添加した海水中

で2日間通気泡袋を行ったカジメ禁片の純光合成速度の

測定を行った.

海水の分折結果から，カジメ群予寄付近の海水中の無線

窒素，特に硝酸の濃度は冬に高〈夏に低いという季節的

な変化を示すことが明らかとなった.カジメの純光合成

速度も冬に高〈夏に低いという傾向がみられたが，カジ

メの純光合成速度に対する硝厳添加の影響については，

硝酸を添加したことによる光合成活性のよ昇を示す明瞭

な結果は得られなかった。無機窒索濃度がカジメの光合

成活性に与える影響についての直鎗的な柾明を得るには

長期にわたる繕費実験が求められる.

い筑波大・環境，寧傘筑波大・下回臨海，寧**東水大・

.類)

A 7 0村上裕重・繍渓康鍵:伊豆下回に産するホンダワラ
属2種とカジムアラメの光合成特性の比較

ホンダワラ属構成穫とカジメ，アラメは中旬文平洋岩磁域で議場を

形成する文章E褐穫で.それぞれヒパマ聖目，コンブ自に属している.
爾自の聞には生理的な温度特錐に遣いのあることがこれまで示喰され，

何種かについては実際に光合成の憲適温度および高温耐性における相

遣が実医されている.光合成特性l主同一極でも生育環境によって禽化

し，また季節変動を示す.

本研究では.ともに夏に成換する4祖，オオパモ?とカジメ垂水深

5mから，ヘラナラサモとアラメを水深1mから線.し，季節毎に光

合成特怯を比較した.光合成撮適温度は各夏共にオオパモ?へラナ

ラサモの方が鈎2"C高<.カジメ.アラメの純光合成遠慮は.光合成
最適温度を豹6"Cよ図る33"Cで著し〈低下した.光合成:A適温度以
下での単位業面積当たりの純光合成速度は，各には4種の聞に大きな

盤は鹿められなかった.カジメ，アラメは，各に比べて夏にはほとん

どの剥定温度範囲で鈍光合成遺震を大幅に低下させたが，オオパモ?

へラナラサモでは，下回の年平勾水温に近い15-20"C付近の鈍光

合成速度には冬とEとで大きな差が見られないのに対し，夏には光合
成量適温度 (29"C)付近から33"Cまでの温度峨での純先合成遠慮
が，各に比べてかなり高〈なった.各季節の生宵水温で測定した光合

成ー先曲線から得たパラメーヲーはオオパモタ，ヘラナラサモでは季

節的に顕著な変化を示し，量大光合成速度は夏から紋にかけて高かっ

た.カジメ，アラメでは各パラメ-，ーの季節的変化l孟不明瞭だった.

先飽和点および単位議面積当たりの畳大光合成遠慮lまオオパモヲ，へ
ラナラサモの方が高かった.

オオパモ?ヘラナラサモとカジメ，アラメは，光合成の量適温鹿

および高誼耐性以外に，光合成活性の季節度化の置でも符性を異にす

ることが明らかとなった筑波大・下回臨海}
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A 6 0村瀬昇・・鬼頭鈎・・水よ隷・・前川行幸“:

褐藻ノコギリモク幼体の光合成相生と日補償点の推定

多年生ホンダワラ科植物のノコギリモクが長年に亘っ

て群落を維持していくには主枝の脱搭と伸長を繰り返

す成体鮮と新たi誹落に加入する幼体群との交僧践が

重要な役割を果たしていることが考えられる。本報告で

は，次世代を担う幼体の生理生態学的糊企を明らかにす

るため，山口県日置問責波戸沿岸の水海副付近の岩盤上

に形成されているノコギリモクの書構を対象に，採集し

た幼体の光合戒一光関係、を拒躍するとともに，生育場所

の光環境，日射の日変化を測定し，日補償点を推定し

た。生育場所の光環境について』丸幼体の生育している

館鯨部と緬の光量子量を同時に測定し，相対値とし

て表わした。

ノコギリモク幼伽2個体について測定した光合成一光

関係および日射の日変化をもとにして1日の純生産量を

求めるモデル弐を作成した。このモデル弐より推定され

たノコギリモク幼体の日補償点は海面に対する相対光

強度で約1.2%であった。一方，光環境の実測値から，

群落床部で幼体の生育が認められた最も低b帽対光強度

は約1.7%であり，モデル言切も推定した値とよく一致

し，本モデ'/~戎向有淵生方瀧かめられた。

(・水産大学校・増殖“三重大・生物資罰

A 8 今泉真知子・・演目仁..

ミカヅキモの接合子誘発に及ぼす光合成阻害剤の影響

ミカヅキモは窒素源の少ない培地 (W)でよく接合

子形成を行うが，真核生物のミトコンドリアや薬縁体固

有のDNA合成阻害剤であるエチジウムブロマイド (EB.1
mg/I)を与えると，窒素存在下 (Nつでも高頻度で接

合子が形成される(潰回，未発表).従って，ミカヅキ

モの接合子形成にはミトコンドリアまたは葉緑体，もし

くは両者の機能阻害が関係する可能性がある.そ乙で本

研究では.DC即・CAT・αCP・Salicylaldoxime(SA)な
どの光合成阻害剤を与えて接合子形成に及ぽす影響を検

討した結果，他の植物で光合成を阻害する低い浪度で，

僅かに接合子形成が誘発されるととがあった.

ま宮市CMUは.Nーで7-15ng/lで.N+では3略/1で， い
ずれも接合子形成率を対照区の約1.1-1.2倍高めた.CAT 
も.Nーで1O-7-3xl0-6yで接合率を対象区の約1.2倍に高

めたが.N+では誘発効果がなかった.CαPはN¥Nー
の両者で3xlO-7-3xl0-6yで擦合子誘発率を高めた.SAは

N+. N-でともに接合子誘発効果は見られなかった.
以上の結果から，光合成限害が直接接合子形成を誘発

している可能性は低いと考えられた.

(滋賀医大・・富山医薬大“)
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A 9 0長里千香子・本村泰三・市村輝宜:

褐藻エゾイシゲとムチモの受精・発生過程における

セントリオールの父性遺伝について

動物細胞の受精(卵生殖)において、 DNAIま両親

から均等に受け継がれるが、ネズミなどの醤歯類以

外のほとんどの動物では、セントリオールは父性遺

伝することがわかっている.縄藻植物においても、

卵生殖のコンブやヒパマ夕、同型配偶子接合のワタ

モでは、セントリオールが父性遺伝することが電子

顕微鏡による観察で明らかにされている.

今回、エゾイシゲ(卵生殖)と、ムチモ(異型配偶

子鎗合)の受精・発生時におけるセントリオールの

挙動についても、抗チューブリン抗体と抗セントリ

ン抗体を用いた蛍光抗体法及び電子顕微鏡により観

察した.抗セントリン抗体陽性のドットは精子にの

み見られ、卵核近傍には見られない.篠融合後、セ

ントリンドットは2つに分離し互いに核周辺に沿っ

て移動する.受精後 12時間総母すると紡錘体の商

極に観察された.この結果は、エゾイシゲでもセン

トリオールは父性遺伝することを示唆している.異

型配偶子接合のムチモについても合わせて報告する.

(北海道大学・理・海藻研)

A 11 0樋口澄男判・近藤将-*'・渡辺信“・野崎久義H ・JII村
賞・'・関久人判・加崎英男.3:野尻湖における車輪藻ホシツリモ
の再生に向けての検討 E 

国内で絶滅したと推定され，野尻湖ではYW還の激流により全
滅した串!1m:の復元実験を1995年から開始し，野尻湖内2地点に培
養綜を継栽した。その結果，現況の野尻湖でY~キ・習の食害がなけ
れば生育は可能であるが，藻体を履う付着物の除去のため1t・等

の小動物およびそれらの生息環境としての水草帯存在の必要性
が推定された('96年本大会要旨).今回はこれらの実験を継続す

る k ともに，紗'，'1:と生育環境 kの関係を検討するため新たなY~
帯、防護柵を設置し実験を開始したので報告する。
1995年からの旗設地点1(水深4.5m水草なし)のY持'ョ防護
紛ではS月末に2抹の串;!I"そが発芽したが，生長はIOc回以下で物l
貴月で倒伏した。 11月には柵を回収したが，柵内の泥中に残存し

ていた地上部節の貯峨組織2粧は実験室内で10日間で発芽した。
地点2(水深1m人工水草帯内)では6月上旬に前年の植え込み位
置およびその周辺から発芽し，急速に生長して7月下旬には80cm
{水面)に遺した。この間，伽内で多くの小動物の生息が認めら
れた。 8月には水位低下のため脚"をは水面に露出・枯死した。
1996年の新設鑑設地点2に隣後し，水深1，2， 4.5m地点に1

基16m'のY~キ・ョ防護柵を各2基ずつ設慢し， 1基は植殺区，他は非植
綾区kした。植栽区への紡"を・水草等の植え込みは6月中旬から
行ったが，水深1，2m地点の紗"モ1;1:8月の水位低下により流失した.
4.5岡地点では近くに構造物が無い場所および杉の集を利用して
製作した水中林などの構造物中に脚"そ縫体を植殺したが，後者
のほうが生長が良い傾向を示した.水中林へは多くの動物の紡
聞が観察された。
主よ虫色以上から紗79'1:の仮根および地上前節の貯蔵組織は野尻
湖で鐘冬が可能であることが明らかになり，また生長には小動物
共存の必要性が改めて示された*なお以上の水中作業は野
尻湖水草復元溺究会の協力により実織された.またこの活動に
は日本自然保趨協会の活動助成を受けている。(判長野県衛生公
害研，・2野尻湖ナ加ンn博物館国立環担量:iJf， .4東京大「・院・理}

A10 0高野敬;音，*.三上英敏H ・日野修次***: i!i栄養
iNIにおいてのAphanizomenonル四切脚の出現に対するリン制限
および温度の彩特

1993から1995年まで，北海道過栄養湖茨戸湖において，浮遊

件.ラン誕の出現を調べたところ，Apha. jlos-勾嗣eが放も多〈出

現した。その現4字抵の変化には温度とリン濃度が彩縛している
ことが考えられたため.同積を単雌し，阿種の成長曲線に対す

る胤皮 (15，20， 25t)の影併を低リン濃度下の精養実験によ

り調べた。その紡*，成長速度は.向い温度税尚<，飽和生物

':11:はi品皮に関係なくほぼ・:.Eであった。このことは，Apha 
P附-aq凶eはìM1:支がìúj くなる秤~i車〈閉鎖し， .r~.ぃ ff.~J切に故大現存

~:Itに逮することができること，更に.温度が低い場合は温度が

:(.6い場合とl吋じ税度の最大現存設まで出現することが可能であ
るが.成長速度が低いために現存震の瑚加に時間がかかり，世4
皮が向い場合よりも後の時期に最大現存盆に途することを;訟味

している。また，培獲実験のリン制限による減数期における

Apha.f1os-aql雌の細胞中の炭素:リン比は，リンが制限となっ
ていない状態の約10備の値に変化した。単純に考えた場合.こ

のことは，Apha. f1os-aq皿eはリンの供給がなくなってから¥0倍
その現存起を増加させる (3聞から4回細胞分裂する)ことが可

能なことを示している。

(*北海道衛生研**北海道環境研，柑*山形大・理・物質生

命化学)

A12 川嶋昭二:船舶の交通が原因と思われるコン
ブ類の新生育地の形成について(総括}

コンブ類が本来の自然分布繊内から離れた場所にい

つの簡にか侵入し，定着しているいくつかの事例が知
られている.それらの共通点は新生育地が必ず港湾の

中に形成されることから.これらのコンブは本来の分

布地から船舶により持ち込まれたとする考えが最も有

力である.ととでは私の収集した次の3種5事例{新
2事例を含む}について総括する.
1.マコンブL塑担主主!J盟盟主呈
(1)東京湾内本牧視岸椅内{上綬).明治28年(1895)

夏.宮部金吾棟本.北大農(SAPA)所蔵.新発表
(2)旧関東州大迫港(現旅大港)，昭和 3年(1938)7 
月.岡村金太郎標本.北大理(SAP)所蔵.
(3)北海道のミツイシコンブ分布繊の浦河.様似.箇

舞，庶野の各自臨港内に群生(様似，庶野は港外に
も生育). 1995年発見.

2.エナガコンブL盟担笠通担堕並宝生且呈
(4)北海道厚岸湖にだけ生育するとされる本穏が釧路

港内の知人総入綱に群生する.1980年発見.

3.エンドウコンブL盟担笠担盟単里担皇
(5)北海道室蘭港外一得にだけ分布するとされる本種
がミツイシコンブ分布媛のえりも海港内に群生す
る.1996年発見.新発表
コンブ類の新生育地は今後も海上交通や種苗の持込
みによる養殖などで増加すると考えられる.新生育地
の人骨の関心はまだ低いが.これらのコンブと環境要

因の動向などを注意深く監視するととは学術上はもち
ろん，産業上からも重要である.

{函館市日吉町4-29-15) 



A13鈴木稔*・O伊藤泰二*・松尾嘉英*・
大貝政治判・停法 隆***・舘脇正和***

付着珪藻類によるアレロパシー

磯焼け海域の優占種である紅藻無節サンゴモは、

種々の生態的な役割が明らかにされつつあるが、サ

ンゴモに付着する珪藻類についてはよく分かつてい

ない。そこで、付着珪藻類のアレロケミカルスの検

索を行った。

北海道忍路湾内の磯焼けの海底に生育するエゾイ

シゴロモから分離した珪藻2種 (Cylindrothecacloste-

n聞• Nitzschia sp. )とホソメコンブ発芽体とのこ藻培

養を行った。その結果、いずれの珪藻も胞子体の形

成を抑制した。また、 Nitzschiasp.を用いて培養温度

を変えて行ったところ (5、10、15'C)、高温にな

るにつれて成熟が抑制され、 15'Cではほとんど胞子

体が形成されなかった。つぎに、ミツイシコンブ発

芽体を用いて、それぞれの付着珪藻のメタノール抽

出物について生長阻害物質のスクリーニングを行っ

た。第一次分画では、脂溶性中性部と脂溶性酸性部

が強い阻害活性を示した。また、水溶性部にも弱い

ながら限害活性が見られた。脂溶性酸性部の阻害活

性物質を分離・同定したところエイコサペンタエン

酸であることが明らかとなった。

(*北大院・地環研，料水大校.***北大理・海藻研)

A 15 0河南恵・中野武登・出口博則:南極度及びマレーシア

産地衣類より分離されたフォトピオント

地衣類は.菌類と藻類の共生によって構築された生物で，世

界各地の様々な環境に生育している。本研究では，環筏条件が

極端に異なる南極とマレーシア両地域の地衣類からフォトピオ

ントを分o.培養し，分類学的検討を行った。その結果.南極
産の17種32標本の地衣類から.Trebouxia glomerata， T 

impressa， T. showmaniilの3種が，マレーシア産の5種12標本の

地衣類からは.Trebouxia gelatinosa. T glomerata， T higg，的S伺e

の3種が確認された.このうち.T. glomerata， T. showmaniiは

南極新産濯であり. 7ぺgelatinosa.T. glomerata， T higginsiae 

はマレーシア新産種である。さらに，両地域において極だって

異なる環袋要因の一つである温度とフォトビオントの増殖の関

係を調べたところ.マレーシア{終帯塚)産のものは，150C， 20"(;， 

25"(;で生育したが.南極(極域}産のものは.20"(;では約半数

が， 25"(;ではすべてが枯死した。したがって，これらのフォト

ピオントの生育と両地織の温度環境との関連性が推測される。

また，T. glomerataでは，株によって生育可能な温度が異なり，

両地媛聞で種肉変異が生じていることが示唆される.

(広島文・理)
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A14 0山岸幸正・小亀一弘:北海道小樽市忍路湾
における褐藻ウスカワフクロノリの性比の偏りにつ

いて

褐藻ウスカワフクロノリ CoJpomeniaperegrIna 

(カヤモノリ臼}は，大型の球状配偶体と小型の盤状胞

子体による異形世代交代を行う.配偶子は異形であり，

雌雄両配偶子の単為発生が報告されている.忍路湾で

は，本種配偶体は冬~初夏，胞子体は春~初冬にかけ

て見られるが，雄配偶体の個体数が雌配偶体よりも極

端に少ない.本研究では，忍路湾における本種の性比

の偏りの原因を探るため，以下の調査を行った.

配偶体を採集して雌雄個体数の比を詳しく調べた

ところ，雌:雄三亨19:1であった.次に，胞子体の採

集と培養を行った.胞子体を短日条件で培養すると単

子嚢を形成し，単子嚢胞子は配偶体に発達した。この

とき峰雄両方の配偶体が現れた株は 9，雄配偶体のみ

が現れた株は 24，雄配偶体のみが現れた株は 0であ

った。雌雄配偶体が現れたものは接合子由来の胞子体，

雌のみが現れたものは雌配偶子の単為発生由来の胞

子体であったと考えられる。培養下での雌雄配偶子の

単為発生率を測定した結果，雌配偶子のほとんどが単

為発生を行って胞子体に発達したのに対し，接配偶子

は約 13%が単為発生を行ったのみであった.

忍路湾において雌配偶子は単為生殖を行うが，雄阻

偶子は単為生殖をほとんど行っていないと考えられ，

この単為生殖率の違いが性比の偏りの大きな原因で

あると推測される北海道大・理・生物科学)

A16 0福島博・・小林艶子・-吉武佐紀子...南極ア
デア岬の藻類植生

Cape Adareはほぼ 170oE 、71 osの位置にある。こ

の地の藻類の鼠初の記録は胃ill(1902)で2種記している、次

はFritsch(1912)でラン藻4額、ケイ藻14種、緑君事5種を

報告している。 Fritschの調査した標本はScottを隊長とす

るNationa1Antarctic Expedi tionが1902年1月9日に採集

したものである。今回調査した標本は福島が1995年1月16日

にFritschの調査した標本地t採集されたと同じと考えられる

池で得た5本で、ラン藻5種、緑藻2種を検出しただ付であ

る。 Fritschは血盟主担Q!!笠 int盟組aが純粋培養した程、
多量に検出できたと記しており、今回もこの種が優占種にな

っている。なお、この地の植物プランクトンの現存量は

1，日1日.000細胞/m.eで、著しく富栄養化していることを示
している。 Fritschも純粋培養をしたように沢山な生担型坐

mon酪 inter咽ediaがいたと記しているととろから、その当時

も、との地が富栄養化していたと考えられる。しかし、 1995

年頃は1902年当時より多様性が低くなっていることから、富

栄養化が進行していると推定できる。この池の富栄劃tの原
因は池の近くにあるアデリーペンギンのルッカリーによる以

外は考えられない。アデア岬の地の富栄劃tが車丘進行して
いるととは、アデリーペンギンの数が南極全域で近年憎加の

傾向があるとされている(綿貫1996)乙とと一致している。

(・藻類研、"湖南短大)
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A17 0福島博・・大谷修司"・小林艶子・・吉武佐紀
子南極キングジョージ島の藻頚概要

King George Islandは南極半島の先端に近い、ほぽ57・30・

-59・W、61・50・-62・15・の位置にある.演者の一人大
谷修司は1960年11月21日より1961年2月27日までの約3ヶ月
間中国の長械基地に滞在して研究を行った.との聞に採集し

た220の陸水護類試料の主要種について調査を行ったので、

その概要を報告する.

試料の環境は以下のようである.淡水中71、雪上65、

コケの上58、湿った地上17、石上3、覇軍い岩石中2、骨

の上2、石の下1、コケの下1.

ラン寝の多くは未同定であるが、広く分布している種から

順に示す以下のようである.Navi叫呈魁担I!!!I呈 52(試
料、以下省略)、 12盟叫主主畳陣笠li広告且盟盟国型
L盟 39、盈誕l単呈盟盟2I思 34、担皇霊単皇型出盛
Z皇、 E盟註単語盟控盛ica 28、Pin叫 aria且豆笠担!!:!!!!
25、Navi盟l皇盟主盟主18、主当主主笠L呈浬盤控!i笠 16、
生盟笠坐』呈註笠益単盟 10.特に広〈分布する種は昭和基
地付近とも似ている.

逆に分布の大変狭い属はE笠盛盟豆島色盟盟主、!!!益虫色
也E組担Eで色盟盟L呈以外の種は消棒な冷涜氷に多いが、今
回は大変少なかった.とれば本格的な減水がないためだろう

か、このととも昭和基地付近と似ている.なお、昼盟盛担に

属する種やチリモ類も分布が狭い、 ζのととも昭和基地付近

とも似ている.

(・藻類研、 "島根大・教育、 ...湖南短大}

A190今井一郎事・金武燦*・長崎康三帥・板倉茂柿:
沿岸海水中の微細書車類殺減微生物の検出と計数

近年，我が国沿岸海域より.赤潮鞭毛穫を殺滅する細菌やウ

イルスの存在が報告されてきている.しかしながら，多〈の種
類の有害赤潮鞭毛穫が属するラフィド藻や渦鞭毛量書類は図形培

地では猶殖できず.伝統的な寒天重層法を殺務微生物{キ

ラー}の研究に用いることができなかった.本報では.MPN法

を応用して，微細穂類キラーの検出と計数の方法(マイクロプ
レートMPN法}を検討した結果について述べる.赤潮ラフィド
穂αlsttonellaantlquaの無菌クローン徐を用い，良〈猶殖さ
せた培養をマイクロプレート (48ウェル}にまず0.5m1ずつ後
種した.現渇海水試料を孔径0.8μmのフィルターで泡過後に
順次10倍希釈し，各々の希釈段階の試水を0.5m1ずつ48ウェル

に接種し，金量をlm1とした.各希釈段階で各1枚のマイクロ
プレートを使用した.温度22'C.光強度3500lux.明暗周期
14hL-I0hDで繕養し，適宜倒立顕微鏡を用いて観察を仔い，
各ウェルの中で C.antlq闘が99%以上死滅したものを陽性と
した.各希釈段階における陽性数の組合せから，コンビュー

ターを用いて殺著書微生物の最確数を算出した.キラーが働いた

場合.そのウェル中の C. antlquaの細胞は殆ど全て破裂し
た.1994年8月23日に播磨灘から得た獄水に，殺藻細菌。toplu沼asp. J18/MOlを既知の密度 (6.2X 1Q3/m1)で添
加して本法で検出計数した結果.8.1 X 103/m1という値が得ら
れたことから，本法の有効性が示唆された.また，広島湾にお

いてHeterosI.伊沼a陥shlwo赤潮が発生した際に.C. antlqua 
と H.法週shlwoを用いて各々のキラーを本法によって計数し

たところ.C. antlquaキラーが約1Im1であったのに対し.H. 

akashlwoキラーは103/m1以上の密度で賦水中に存在してい
たことが判った(*京都大'JlII...南西永研・赤潮)

A180芹棒如比古'・横浜康継“・有賀祐勝・:生育
地の異なるカジメの生長と光合成特性の比較

高知県手結のカジメは小型(藻長30'70cm)であり，
静岡県下回のカジメは大型(藻長80'200cm)であるこ

とが報告されている。このような形態的変異は生理的変

異に基づいている可能性があると考えられるので，両地

で採集した幼体を同一環境で育てて生長パターンを比較

するとともに，両地に生育する個体の光合成特性の比較

を試みた。移植用には側業が5cm以下の0歳と推定され
る個体を選ぴ， 1995年12月に下回市鍋田湾の水深10m

の海底に設置したコンクリートプロック上に移植し，各
部位の計測を毎月スキューパ潜水で行った。また，岡地

に生育する個体の業状部の光合成と呼吸を1996年1，4 

， 7， 10月に差働式検容計を用いて測定した。
移植したカジメは双方とも茎状部が冬季から春季にか
けて大きく伸長したが，下回産のものは手結産のものに

比べて伸張率が大きかった。業状剖lの光飽和光合成速度
.は下回産のものでは冬季から春季にかけて高く，夏季か

ら秋季にかけて低い傾向が見られたが，手結産のもので

は季節的な変化は顕著でなかった。また，光合成の最適

温度は冬季から春季にかけては下回産より手結産のもの

の方が高い傾向が見られたが，夏季から秋季にかけては

違いが見られなかった。下回産カジメが冬季に手結産カ

ジメより高い光合成活性を示すことは，冬季から春季に

かけて茎状部の伸猿率が下回産カジメでより大きくにな

ることと関係があるものと考えられ，そのため下回産カ

ジメが手結産カジメより大型になるものと推察される。

(合東水大・藻類，“筑波大・下回臨海セ)

A20 0大山温美・奥村宏征・前川行幸:尾鴛湾産
畿類の高温耐性

尾鷲湾は外海に面しているが，魚類養殖や温排水，河

川水の流入等の要因により，環境変動の非常に大きな湾

である。特に，水温は場所や時期により大きく変動し，

夏季には30'Cを越え， 33'Cに途する場所も見られる。海

藻舷生も，湾口部から湾奥部にかけて特徴的な分布を示

す。これまでの研究から，湾内の穣類分布と温度環境に

は強い関連性があることが示唆されている。そこで.

1996年夏季に，尾鷲湾に生育する6種の畿類について，

2.5'Cの温度段階で， 48時間の矯養を行いながら光合成活

性を測定した。特に， 30'C以上の高温繊について，光合

成活性が失われる限界温度を明らかにし，湾内水温との

比較，検討を行った。

光合成限界温度は，培養時聞が長くなるにつれて低下

し，構養48時間後では培養開始時に比べ5-10'C低下し

た。また，湾奥部に生育する種は，湾口部の種よりも光

合成限界温度は高い傾向が見られた。湾口部のみに生育

するアラメについては，培養温度を1'C間隔に設定し，光

合成限界温度をより詳しく求めた。その結果，光合成限

界温度は29'Cであり，アラメの生育していない湾中・奥

部では30'Cを越える値がしばしば観測されている。した

がって，湾内で一時的に現れる高水温はアラメの分布を

規制する重要な要因のーっと考えられた。

(三重大・生物資源)
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A21池原宏ニ:熔滋に出現する主要なaれ重量 A22 0藤田大介事:富山潟東部沿岸績で認められ
の挙節変化 ている重量渇の衰退現象

瀬戸内海の涜れ重量はメバル類幼稚魚の成育

場として毘要である.そこで 1993.....1996年の

各挙節に鍾滋で涜れ蕩の調査を行った。

流れ電車 は春の 4.....6月に数と量が最も多<， 

夏の 7.....9月にほとんど見られず，放にわずか

に出現し，冬にやや増加する.構成種は各挙

節ともホンダワラ類が多い.季節別にみると

11..... 5月の代表種はアカモクで各年とも 41.....1

00%出現した.年によっては春にシダモク，

他に E月にヨレモク，ヒジキ，アマモが比較

的多い.夏はアマモとヒジキ，秋はジョロモ

クがわずかに出現する。これらの出現と経年

変化，隣接海域との比較，議体の大きさ，成

熟，水温などから，涜れ蔀になる要因につい

て報告する.

{遠洋水研}

A23辻村茂男:カザフスタン共和国の猪瀬農地から分離し
た匂岬臨四泊聞の1穏について

1993年9月にカザフスタン共和国イリ川流域パクパクティ農

場より採取した土緩から分離した藍穫の1穏について，培養条

件下で分類学的に検討した.この藍穫は単細胞の状態から互い

に垂寵なZ面で細胞分裂が生じ， 4細胞のコロニーとなる.そ

の後，それぞれの細胞において様々な方向の分裂面で細胞分裂

が起こり，サルシノイド状のコロニーを形成する.分裂後の細

胞は次の分裂までに元の細胞サイズまで成長しないが，各細胞

は連続する分裂中も成長を続ける.微胞子(阻岬悩}形成は観

察できなかった.コロニーを取り囲む無色透明な絡が破れるこ

とによりコロニー内の細胞は放出される.これらの特徴は

A<6成田即-cinaのうち徹胞子を形成しない種に対して股立された

。柵田町'CIna(Kova融 1988)と一致する.。咽阻珊曲a属にはこれ

まで11種が知られている.I(j。皿釘ek&A且句界闘世dis(1995)は

Chroo由民:idiop.胞のタイプ穏であるC.then聞Ils~ 同定されてきた

保広畑盆也&Hin血k1975， Wat曲my1989)に対し新種

。棚側冒由ahuebell，側 mを鍵案している.このような新種記載

を行った背景は定かでないが， chroo叩副'diopslsの置政司間百形

成とされてきたものには通常の二分裂と区別することが図鑑な

ものが含まれていると考えられる.従って，。四回sarc刷機の特

徴を持つ種の分類にはα聞出町:cidiopsls，P，捌 do伺仰など近縁と

考えられる属を含めて検討する必要があると恩われる.

{京大・農・熱帯農学}

富山湾の東部沿岸繊{外海繍)は西部沿岸繊{内湾

域)と比べると海重量の種類は少ない{約半数)が，ガ

ラモ場が発達しており，浅海性魚介類の重要な生息織

となっている.近年，この海織では海議類の生育不良

が目立ち，ワカメ漁場やイシモズク扱場{朝日町)が

衰退し水婦げ置が落ちているほか，袋殖ワカメ(入善

町)の生産量も落ちている.議場袋退域では浮泥の雄

綴，寄り藻の腐敗，海事裏付着性の有孔虫の大発生，ケ

ヤリの浅所侵出が認められ，ワカメ養殖地帯ではヨコ

エピが大発生し，食害と営巣活動による重量体の領傷が

顕著であった.また，この海域では議場と関連の深い

魚介類のうち，サザエやマダイなどに減少傾向が認め

られている.泌遺産の生育不良の原因としては， 1994年

夏の高水温，ダム排砂や集中豪雨に伴う濁り成分の増

加，自重岸堤の培設による沿岸繊の静穏化などが懸念さ

れており，必ずしも特定されるまでには至っていない

が，遠藤吉三郎の研究以来ほとんど省みられることの

なかった「淡水漉入型の磯焼け」について考察する上

で重要な事例と考えている富山県水産試験場)

A24 0近藤貴崎二蹟山亜紀子・・，原康明・
イデユコゴメ君事群 (Cyanidiana1gae)の生育分布と 1未記
載種について

イデユコゴメ穏群は好高温，好強酸性で，主に温泉原口

の岩面に付着して生育する単細胞の特異な務類である。色

舗が鮮やかな宵緑色を呈するので，一見，原被光合成生物

のシアノパタテリアと似るが，アサクサノリやオゴノリと

同じ紅穏類である。この濠群の所属に闘しては，形態的に

単細胞であることから、原始紅譲亜綱，チノリモ自の1群
とする見解と，分子系統的に真綾光合成生物の中で最も古

くに分岐した生物ということからイデユコゴメ務鋼とする

見解などがあり，分類学的にも，系統学的にも注目されて

いる。

演者らはイデユコゴメ謙群の分類学的研究の一環として、

東北地方に多数点在する温泉を主対象に、それらの藻株収

集と分布調査を実施した。その結果， 1 7ヶ所の温泉から

この漢語学の生省を確認した。それらの温泉はpHが低< ( 

多くはs以下，希に5前後)， 35"C以上の高温で，硫黄
ないしは硫化物を主成分とするなどの共通点があることが

判明した。また.出現した種類は包盟組組且盟組盆担旦と

~.組担担旦且且呈の 2 種がほとんどであったが，脅議県大
畑の恐山温泉 (pH 2. 1. 3 9 "C.硫黄呆}から，直径
2 0μmを越える大型の，葉緑体を多数合む穏を発見した。

この様はイデユコゴメ藻群2属8種の中で♀盟溢盟Eに

最も類似するが，細胞の大きさ，形成する内生胞子の数，

1細胞および1内生胞子当りの葉緑体数に差があり，同穏

とは認められない。従って，現時点ではこの穫に合致する

既知績は存在せず.ここでは未記載種として扱った。

(・山形大・理・生，・・東北大院・理・生〉
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A250寺脇利信・.吉田吾郎・・村灘 昇"・筒井
功“・.新井章吾広島湾の大野瀬戸中央部・亀ノ

瀕沿岸におけるクロメの形態

大型褐藻の夕日メEckloniakurome Okamuralま，関東

以西の沿岸において，浅所から深所まで，また，岩礁域か

ら砂礁織まで，広く分布する.クロメについては，近年，

藻渇・海中林の造成技術にも関連して，各地での生態と

形態に関する研究が活発化している.

広島湾奥部の大野瀬戸の両岸の岩礁織ではホンダワ

ラ類優占の海藻群落が見られるのに対して，中央部の

亀ノ瀬沿岸では特異的にクロメが優占している.

演者らは，亀ノ瀕沿岸でクロメが優占する要因を，ホ

ンダワラ類との聞の基面をめぐる競合関係から明らか

にする観点での研究に着手した.今回は， 1995年6月

から 1年間の潜水観察の際に採集した標本について，形

態観察の結果を報告する.

亀の瀬沿岸では，クロメは，春から夏にかけて藻長

80cmlこ達した.成長した議体では，茎長10cmで中央

葉長70cmと茎が相対的に短く，中央薬が幅20cmで厚

さ1mmと比較的広くて薄く，大部分の個体が，転石の上

や砂泥の海底に横たわっていた.

(市南西水研，"*大校・のと海洋セ株)海

藻研)

B 2 0堀口健雄事・JII井浩史*し久保田守***・高橋
哲郎M 叫・渡辺正勝村.:渦鞭毛藻4種の走光性の波長

特性

演者等は渦鞭毛藻類における走光性の光受容メカニズ

ムの解明を目的として研究をおこなっている.走光性に関

与する構造としては限点が知られるが，渦鞭毛著書類はその

限点の構造に多様性が見られることで特異なグループで

ある.それら異なったタイプの眼点をもっ渦鞭毛藻がそれ

ぞれどのような走光性特性をもつのかは興味深い問題で

ある.そとで演者等は基礎生物学研究所(岡崎}の大型ス

ペクトログラフを用いて，限点をもっ渦鞭毛藻2種，もた

ないもの 2種 (Alexandriumhiranoi. Gymnodinium 

mikimotoj) .計4種について各波長 (360nm-640nm)に

対する走光性の反応性を測定した.眼点を有するもののう

ち.Peridiniumfoliaceumは3重膜に固まれて葉緑体とは独

立したタイプの限点をもつのに対し .Scrippsiella 

hexaprae-cingulaは葉緑体の中に脂質頼粒が並ぶタイプの

限点をもつものである.得られた反応曲線は，眼点の有無

やタイプに関わらず青色~青緑色領域に極大をもっほぽ

同じものであった.さらに，この結果がユーグレナや褐藻

類に見られる典型的な青色光反応系とは異なることから，

渦鞭毛藻類が他の生物とは異なった光受容システムをも

っ可能性のあることが示唆された. 。北大・理・生物，

M 神戸大・内海峨センター，付申基生研，叫料北陸先端

大・材料科学)

B 1 0 Day， J.G.ヘFleck，R.A. *，柿&M.M. 
Watanabe*紳 Cancryo・injuryin microalgae be 
attributed to ice crystal formation? 

In most ∞llections of microorganisms cryopreservation is 
白emethod of choice for long-term preservation. When 
stored at ul回-lowtemperdtures (<・135・C)material is 
effective1y in "suspended 叩 imation" and no further 
deterioration can occur. For microalgae no 10ss in viability 
has been observed on up to 22 years storage and出E
consensus of opinion is material may be safe1y stored for 
decades. However， a wide rdnge of algae創'capparent1y 
企'Ccze-reca1citrant.0出E隠 mayon1y be successfully frozen 
by optimizing;血 prep悶 ervationωl旬reregime， cryo・
protectant composition，ωoling proto∞1 and recovery 
conditions. On ∞oling at supraoptimal rdtes， or on slow 
warming of cu1tures frozen rapid1y， physiccトchemica1
cO!lditions favour出eformation of stab1巴hexagona1icc (Ih)， 
rdther than smaller cubic i∞(Ic) crysta1s. Intra∞llu1ar Ih 
crysta1s may grow to a significant size and their presence 
appears to corre1atc with lethal injury. 
This papcr discusse.~ in greater detai! the effects of intrd-組 d
extra-cellular iαformation during cryopreservation.百IC
impli白 tionsof this on ex situ αlDservation of algal 
biodiver百ityare also discussed. 

(叱ulωreQlllection of Algae組 dProtozoa， Amb1eside， 
UK; *ベJniversityof Abertay， Dundee， UK;傘*事National
Institute for Environmental Studies， Tsukuba， Japan) 

B 3 0片山喜子康・.金井塚恭裕・.藤岡久美子・.皆川富美・.
奥山茂樹・-横浜康継..:穏績を初等中等教育における生物教材

として位置づける研究ー海産穏類を光合成実験に用いる試みー

すでに我hは，高校生・大学生・一般人の藻類に関する匁醜が

想像以上に乏しいこと:その原因は，彼らが小・中学校で部類に

関して+分学習しなかったためと考えられることz学習指噂要領

揖敬訂されるごとに，小・中学校の理科教科書における灘類の扱

いが軽くなってきていること:謝Tの学習指導要領では，これま
でよりも陸上の高等植物に偏った扱いとなったことなどを指摘し，

本学会としてなんらかの対応措泌要であることを訴えてきた。

21世紀初頭の学習指導要領の骨子を作るために昨年8月から審

議に入うた教育課程審議会では. r教育内容の厳選と基礎・基本
の徹底j晶覗題としてあげられている。そこで、理科・生物にお

いて教育内容を精選するということで.児畠・生徒に身近でない

藻類(7)がこれまで以上に削られてしまう可能性がある。このま

までは，藻類は顕微鏡操作を覚えるときに利用されるだけのもの

になってしまいかねない。

麗類が教育内容から削られてしまうのは，部類の教材としての

有効性が+分に示されていないことも原因となっていると思う。

そこで今回，部類を光合成教材とするために，謝Tの中学校理科
教科書に取り上げられている光合成実験の材料として海産務類

〈海盤底穏と海齢を用いる試みをしたので紹介する。多くの藻

類研究者が，このような教材開発研究にも取り組まれることを期

待する。(・東京学芸大・生物..筑波大・臨海実験センター}



B 4 0池本尚人・河地正伸・宮地重逮:

餌料藻類の凍結保存の難易度および塩素耐性

緑漢と藍穫を除いて凍結保存法が磁立していない

ため，多数の微細藻株の安定した維持管理は難しい。

また，光独立栄養でありながら関般系屋外培養が困

難な点も，実用面での課題である。そこで，餌科部

種などを対象として，凍結保存の難易度と塩素殺菌

に対する耐性について，一殻的なレベルを検討した。

Nannochloroosisのほかにも，これまでに成功報告

例もある珪藻や，プヲシ/藻のE回塁坦~では. 2Aテげ

凍結法で数%以上の生残率を得ることは技術的に難

しくない。株ごとに保護剤との相性と冷却速度を簡

単に検討すれば，培養日数や保護剤中でのインキユへ.サ

ョン時間等の条件調整はあまり必要なかった。一方，

ハ7'~諜，川"ト通事をはじめ，緑藻でも鞭毛をもっ

ollamvdomo雌等では，冷却速度などの凍結1¥'灼

を調節しても，高い生残率を得ることは難しかった。

塩素耐性についても Nannochloroos包を基単として

評価したところ，盈g註盟主がこれに次ぐ耐性を示

した。開放系培養が検討できるグト，.と考えられる。

本研究開発は産業科学技術研究開発の一環として，新1Mギ"・
産業技術総合開発機構から委託を受けて実施したものである.

(海洋バイオ研釜石)

B 6 0熱海美香・河地正伸・宮下英明・池本
尚人・宮地重逮: 原核緑色植物.ft∞:hlorococcω

岨盟の培養法の検討

我々は，駿河湾内と西太平洋外洋域から分離され

た 2株の町四回倒閣∞ω~m垣型盗(原被緑色植物)の継

代培養法として.1) Aquil j者地(微量金属要求性研究用

の人工海水培地}から.2)αlelex 100 (Bio-:ぬ叫樹脂を

充填したがムを通して重金属を除いたあと.3)入念

に洗浄した事"a-ili'トト製容器を用い.4)青色の微弱
光下で培養することにより良好な生育を得ている。

しかし，特にこの培地調製の方法は複雑で，多大

な時間と労力を要するため，作業の簡略化の可能性

を検討した。その結果. ~;À処理をしていない培地

やがうX容器を用いた場合でも，従来法と同程度以上

の生育が見られることがわかった。一方，改良法で

は安定期が短い傾向もあり，さらに長期間の調査も

必要であるが，光条件に十分留意すれば，指地調製

法は簡略化できることが示唆されたので，今後

針。chlαm∞:cusを実験材料として，大量に安定供給
できることが期待される。

本研究開発は産業科学技術研究開発の一環として.新;q.，(<f-. 
産業技術総合開発機構から委託を受けて実施したものである。

(海洋バイオ研釜石)
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B 5 0石井佐知子・中野武登・出口博買IJ : 

Anthocerotae判ostocの再合成による共生関係の解析

Anthocerotae (ツノゴケ綱)の葉状体中にはNostocが

コロニーを形成し，両者は共生関係にある。本研究では，

その両者をクローン化し，再合成させることにより，両者

の共生関係を明らかにすることを目的とした。ツノゴケ

(3属4種)から，Nostocのコロニーを分離・培養した。

また、ツノゴケの胞子の純粋培養を行うことにより

Nostoc-freeの葉状体を形成させることに成功した。その

後、繕養された NostocとNostoc-freeのツノゴケの葉状

体を液体培地に入れて混合培養し，再合成を鼠みた。ニワ

ツノゴケでは，約1ヶ月後にNostocのコロニーが葉状体

中に形成され、共生関係が見られた。本株に本来共生して

いた Nostoc以外にも，他のツノゴケ3種と共生状態にあ

る別種の Nostocもこワツノゴケと共生することが確認さ

れた。これらの結果から，ツノゴケと Nostocの共生関係

には多機性があることが示唆された。

(広島大・理)

B 7 0牧野愛*・矢部和夫キキ・小野寺小百合
*村・鈴木稔本:

海務類に与える紫外線の影響

その4.ダルスの紫外線吸収物質について

小樽市内の沿岸海域で採集した紅藻類を用い

て紫外線CUv-s)の与える影響を光合成活性を用
いて調べた。その結果，光合成活性がおよそ

40%以下になると一部の紅藻類は海水中に紫外

部に吸収を有する物質を放出することを確認し

た。次に，小樽市忍路産のダルス (Palmaria 

palmata)を用いて，光合成活性と紫外部に吸収

を有する物質の放出との関係を調べた。その

後，この物質を大量に放出させ，活性炭を用い

て精製したところ， 320-322nmに極大吸収を

有するpalythineとペーパークロマトグラフィー

的に一致した。

(*北大院・地環研**北東海大・海洋開発工，

***エヌティーコンサルタント)
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880渡部佐知子・中野武登・出口博則:海生および
海岸生地衣類のフォトピオント

海岸は植物の生育にとって厳しい環境であり，生育

する植物は限られている。地衣類はそのような特殊環境

下に生育する植物群の一つである。本研究では日本およ

びマレ一半島沿岸の飛沫帯・潮間帯で採集した地衣類
104標本からフォトピオントを分離・猪養し，それらの
形態および生活史を観察した。その結果，飛沫絡に生育

する海岸生地衣類 19属 29種からは，Trebouxia， 

Dilabifilumをはじめとする 10属 18種の緑藻類を，また，
潮間帯に生育する海生地衣類 2属2種からは，D. 
arthopyreniae 1種を確認した。 D.arthopyreniae Iま，

free-/ivingでも海岸飛沫績や潮間帯に生育しているこ
とから，海岸での地衣類のフォトピオントの滋得に強

く関与していると考えられる。
また，分離されたフォトピオントの耐塩性を検討す

るため，これらの藻株を様々な混度の NaCIを含む織

地で培養した。その結果，全種のフォトピオントは海水

と悶;漫度 (30%0)の培地で増殖が可能であり，最高で
100%。の培地で増殖可能なものもあった。このことから，

海岸に生育する地衣類のフォトビオントが高い耐塩性
を有することが明らかになった。このフォトピオントの
耐塩性が，塩分;寝度が大きく変化している海岸という
特殊環境での地衣類の生育を可能にしていると考えら

れる。

なお，本研究の結果，緑藻類3種はアジア新産種であ
り，地衣類6種のフォトピオントがはじめて明らかに
された。(広島大・理)

810 0江原恵*稲垣祐司，石丸八寿子*ぺ大漬武

:カサノリ目Acetabulariaca/yculusのミトコ

ンドリア遺伝子coxIの遺伝暗号変異

2種のAcetabularia及びその近縁属において、

核ゲノム上の遺伝子では、 UAG及びUMコドン

は終止コドンではなく、グルタミンのコドンと

して使用されており、終止コドンは唯一UGAで

あることが報告されている.

我々はA calyculusにおいて核遺伝暗号が同

様の変異を持っている他に、そのミトコンドリ

アにおいては、 UAG及びUGAコドンが、センス

コドンとして使用されていることを、 COXI遺伝

子の解析から明らかにした。また、このCOXI遺

伝子中には少なくともイント口ンが2カ所存在

しているが、ミトコンドリアゲノム上の遺伝子

であることを、核ゲノム-freeDNAを用いて示し

た。エディティングの可能性や、アオサ藻綱に

おけるこの遺伝暗号変異の広がりを検索してい

る.

(生命誌研究館.合阪大・生物科学.* * Rockefeller大)

8 90宮下英明ヘ池本尚人ヘi1野自慢悉ヘ宮地量逮ヘ平原光...:酉太平洋海緩からまま起し定新毘新種の重量形ブラシノ漢
と1駒 ONAを用いた重量形ブラシノ麓3属の分子系統解析

19鈎年に西太平洋海鰻パラ方沖の水深12Qn1J、ら録取しだ海

水から琢形の録色蕩類をまf腿レた.直径3-5μ円程度の単細胞濠
類で、.毛をもっステージは観軍需されない.細胞壁をもち、周

囲を粕佳物質に包まれている。カッフ状集録体の内側基底古車仁

田Jノイドをちつ.ピレノイド臥細胞債の侵入を到すており、

細胞質侵入却には、議録体外腹とミトコジドリア外践が観照さ

れる.無性生殖で2等分裂する.党合成色素としてクロロフィ

ルa-b、MgDVP.、ブラシノキサジチジ、ウリオライド、ピ方

ラキサンチン、ネ才キサンチジをもっ.これらの形態的特徴や

色素組成は、マミヱラ自のブラシノコッカス属、ブラシノデル

マ贋に似ている.しかし、細胞盤、細胞外マトリクスス構造が

異なること、また、分裂繊主主が異なることから新属およt廟穏
と判断した.この稼にブラシノコッカス、ブラシノデルマを加

えた涼形ブラシノ藻3厨の1倫 ONAを用('¥1E分子系統解析を行っ

たところ、これら3贋は狙立しだクラスターを形成した.この

クラスターは、マミエラ科の灘類によって形成されるクラスター

と姉鎌関係にあった.しかし、ピクノコッカス科ピクノコッカ

ス属とは磁れた系統関係を示した.これまで球形ブラシノ灘類

はすべてピクノコッ力ス科lこ置かれていたが、ブラシノコッカ
ス属、ブラシノデルマ属そして新属を含む新科の盤立が必要で

ることが示唆された.

本研究開発の一部は、産業械学技術研究開発の一環として、

新エネルギー・産業筏術総合開発鶴橋から委託を隻けて実施し

たものである(事海洋パイ方研、“B本赤+字看護大〉

811 0鯵坂哲朗:分岐分類学的手法による
褐穫類ヒパマタ目植物の系統解析

昨年の植物学会第 60回大会において、堀
口・吉田両氏により発表された r18SrD
NA による日本産ヒパマタ目植樹〈褐蕩類〉
の系鋭解析」では、ウガノモク科が偽系統で
ある可能性が高く、ヒジキ鳳がホンダワラ属

8種と単系統であることが報告された。
演者は、ホンダワラ属内の系統分類学的研
究に必要な形質の探索を目的として、ヒパマ

タ目植物 8科 41属と外務としてナンカイコ
ンプ目植物のいままでに研究されてきた形態

学的、解剖学的、発生学的、遺伝学的、その

他論形質について検討を行い、種・属・科レ

ベルでの形質の整理を行っている。今回は比

較的欠失した項目の少ない形態学的・解剖l学
的・発生学的形質を用いて、最大節約法によ
る分岐分類学的系統解析を行った。その結
果、ヒパマタ自ではヒパマタ科グループとウ
ガノモク科/ホンダワラ科グループの大きく

2つのグループに分岐しており、堀口・吉田
両氏により指摘されたようにジ aロモク属が
ウガノモク科とはクレードを形成せず、ホン

ダワラ科と姉妹群の位置に来ることが再認識
され、ラッパモク属もホンダワラ属と単系統
になることなどがわかった。このような結果
は、ハワイ大学のフィリップ氏による rb c 
L遺伝子解析{私信)と一致した。

(京大・農〉



812 0菊地則雄・・能登谷正治"・梶村光男"・:
St:Ylon.ema reniforme Kaj i皿uraの分類学的再検討と室内
培養による生活史

紅藻ベニミドロ属の一種 Stylon.e1llD.reniformeは.障
岐島沿岸の深所から得られた材料をもとに Kajimura

(992)によって記載された。本種の生活史を明らかにす
るために天然および室内培養護体を観察したところ，本種

の各細胞には6-8個の盤状の色素体を有する点で原記載
とは異なることがわかった。このことから，本種は

Goniotrichゆ'sis属〈ニセベニミドロ属:新称〉に含め
られるものと考えられた。ニセベニミドロ属には，これま

でタイプ種である G.subl i Horalis Smithのみが記載さ
れており，太平洋北東部とヨーロッパの一部からのみ報告

されている。この種の形態は単列から多列細胞で分校し，

各細胞にはピレノイドを欠いている。これに対し，本種で
は葉状の腎峨形で分校は認められず，細胞にはピレノイド

を有することで別種とみなされので，新組合せ

仇刷otrichゆ'sisreniformis (ニセベニウチワ:新称〉
を提唱する。従って，本種はこの属の2番目の種となる。
室内培養の結果では，重量体の多くは天然藻体と同様にl層
細胞からなる禁状で，外形は腎臓形である抗時には葉状

部の所今に2層細胞が見られたり，塊状となる体が，いず
れの条件下でもごく少数認められた。繁殖は栄養細胞がそ

のまま放出される無性胞子のみが認められた。また，高光

量の80μmolm-'s-I下や高温の25-30"C下，低温の10"C
下では枯死するか，または成長はほとんど見られなかった。

σ千葉中央博..東水大・応用藻説"・島根大・生物
資源・臨海)

814 山田信夫・.古谷敏"・村松清...マクサ

レクチンの収量ならびに活性の季節変動

寒天原漢として代表的なマタサから、軍事天ばかりでなく他

の有用物質を抽出し、海護資源の有効利用を図ろうとするも

のである。

すでに、マクサレクチンをキチンアフィニィティークロマ

トグラフィーによって精製し、その収量や活性ならびに槍特

異性、さらにその存在部位などについて報告した。

ここでは、 1995 年 5.8. 12月に伊豆半島白浜地先で、

1固から 11田の深さまで3-4段階に分けて篠取したマク

サを試料とし、 PBSを用いて得られた粗抽出物をキチンアフ

ィニィティークロマトグラフィーによって精製し、その収量

を求めるとともに、活性についてはウサギ赤血球を用いて調

べ、それぞれの季節変動を検討した。

その結果、キチン親和性レクチンの収量は 5.8月に比べ

て12月のそれはほぼ 2倍強の値を示し、夏季より冬季に

マクサレクチンの含有量は多いようであった。深度別の違い

は、それぞれの採取月とも最浅揮で最小の鐙を示したが、は

っきりした傾向はみられなかった.最4活性温度を 1 とし

たときの原務 1g 中の総括性は 12月の水温が低いときに

採取したものが録も高かった。

('東海大・海洋研、"鈴与・総冊
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813 0河地正伸・池本尚人・宮地重遼:

黄金色藻Dinobryonfaculiferumの細胞構造と分類

Dinobryon属の多くの種は淡水域に生息し，ロリ
カ(カップ状の細胞外被構造)に包まれた細胞で群

体を形成する.一方.DinObl抑!DfaCl必ferumは，
ロリカの形状に基づいて記載された海産の種であり，

単細胞性の体性をとる.1995年 4月に小豆島，土
産港から採取した海水より D.faculiferumを培養株
として確立し，光顕と電顕による細胞構造の観察を

行った.本種は食作用能を有し，直径0.8μm前後
のバクテリアサイズの粒子を細胞内に取り込んだ.

鞭毛移行領域には.4・5本のtransitionalhelixが存
在し，鞭毛装置構造の基本構造と配置は，過去に報

告された食作用能を有する黄金色藻のものと類似し

た.一方，葉緑体が細胞後方に位置し，限点を欠く

といった，他のDinobryonの種とは異なる特徴が見

出された.本種の細胞の体性および細胞内オルガネ

ラの配置と構造に認められる特徴から.Di・nob砂on
よりもむしろ Poteri.，伺chromonasとの類縁性が考
えられ，本種の分類上の位置について再検討する必

要性が示唆された.

本研究開発は産業科学技術研究開発の一環として，新

エネルギー・産業技術総合開発機構から委託を受けて実

施したものである.

(海洋バイオ研・釜石)

8150御園生拓・斉麗周子・時友裕記子・井上
行夫・・砂田真司・・堀裕和・・桜井彪・・前川行

幸..スサピノリに含まれる銭外様吸収物質の

励起エネルギー転移過程

紅音量スサピノリ(Porphyrayez出血;s)に含まれる紫

外線吸収物質(UVAS)の生理・生化学的な解析を行っ

た.水抽出後，ニトロセルロースフィルターによっ

て除タンパクした祖抽出液には.334nmの光を特異

的に段収する物質が含まれている.この画分は，

RP.・18カラムを用いたHPLCによって6-7成分に分

離できることがわかった.しかしこれらの物質はい

ずれも蛍光を出さないので，今回はUVASが吸収し

た光エネルギーがどのように転移していくのかを調

べた.圧篭泰子を組み込んだ光音響セルを検出系と

したXeClエキシマレーザー励起色素レーザーシステ

ムによってUVAS水溶液の光音響信号を測定したと

ころ.吸収されたエネルギーは振動に変換されてい

ることが示された.有害な紫外線の励起エネルギー

を熱の形で敏出するという方法は.生体にとってもっ

とも影響が少ないものであると考えられる.UVAS 

水溶液に長時間にわたって紫外線を照射し続けた場

合でも吸収に大きな変化がみられなかったことから，

との物質は生体内でかなり安定に紫外線のエネルギー

の緩和を行っていると考えられる.

(山梨大・教育.・山梨大・工..三重大・生物資源}
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816 0佐藤征弥・高島由希・潰崎静恵・小山保
夫:重金属処理によるブラシノ藻類 Tetraselmis 

坦立単主単旦細胞内チオール浪度の変化

細胞毒性を持つ重金属はタンパク質のSH基と結合

し，機々な生体反応を限害する。細胞中のシステイ

ンやグルタチオンなどフリーのSH基(チオール)を

持つ低分子は重金属と結合し，毒性を緩和すると考

えられている。演者らは植物プランクトンが環境中

の重金属をどのように処理しているのか明らかにす

るために.ブラシノ藻類 T副 raselmis出江盆且全

国を材料に.重金属と細胞内チオール貯凄度変化の

関係を調べた。 L包立邑担単息を重金属を含む培地に
移し，低分子チオールと特異的に結合する蛍光色素

5・chloromethylf I uorescei n(5CM町で生体染色

し，フローザイトメトリーで蛍光強度を測定して細

胞内チオールの変化を観察した。その結果， 10μM 

HgCI2では 1h後にはチオールは最低レベルに減少

し， 24 h後にはほとんどの細胞が死滅した。 CdCI2

では処理直後にチオール進度の上昇が見られたが，

1.0 mM以上の漉度で時間経過とともにチオールは

減少し，やがて細胞死が起きた。これらの結果から

L単位単位単主においても重金属に対する耐性に細胞
内チオールが深く関わっていることが示唆された。

(徳島大・総科)

818 0峯一朗.窪内ゆか.奥田一雄:
紅藻フタツガサネの不動精子の形態

紅藻では不動精子(雄性配偶子)を包む被膜

(covering)や様々な形態の付属枝 (appendage)

が，受精における配偶子接着に関与することが知ら

れている。本研究ではイギス科フタツガサネ企且k
白星盟国盟国血盟担当旦の精子の被膜・付属枝の形態

色精子の形成時.放出後，雌性配偶体への接着時

の各段階において.共焦点レーザー顕微鏡.透過型

及び走査型電子顕微鏡を用いて観察した。

水中に放出された球形(直径約4μm)の精子の表

面には厚さ 1μmの無色の被膜が存在した。被膜の

外側から 2本の各々長さ 30μm以上に達する付属枝

が伸長した。付属枝は柔軟で薄いリボン状(幅0.4

μm)を呈した。多数の微細な繊維が付属枝の長軸方

向に配列し一本の付属枝を構成した。精子褒では被

膜の形成後に付属枝が形成された。付属枝は形成中

の精子細胞が exocytosisするひだ状構造から由来す

ると考えられた。放出後の精子を雌性配偶体に媒精

すると.精子は藻体や毛状葉.受精毛の表面に付属

枝を介して.あるいは巻き付けた状態で接着した。

(高知大・理・生物)

817 0佐藤征弥*・漬崎静恵*・高島由希*・酒
井敦“・黒岩常祥“:ミル (Co組以血在室副l呈)
オルガネラDNAの精製

高等値物のミトコンドリアDNAはゲノムサイズが

巨大であることや遺伝子構成などの点で他の生物群

とは異なる特徴を持ち，その進化に興味が持たれて

いる。藻類，特に緑藻類はこの問題を解明する鍵に

なる生物群であると考えられ否。演者らは緑藻類ミ

ル但旦出且皿立呈旦盟阜)からオJj，ガネラDNAの精製を
試みた。藻体を5倍溶の MSbuffer中で破砕し，

ガーゼで溜過して細胞壁成分を除いた。遠心でオル

ガネラを沈殿させた後， N-Iauroylsarcosine， 

Proteinase KIこよりDNAを遊離させ， EBI CsCl， 

Hoechst33258/CsCIの2回の超遠心によりオルガ

ネラDNAを精製した。 Hoechst33258I CsCI超遠
心により 3本のバンドが現れ，サザンハイブリダイ

ゼーションにより.それぞれ細胞核，葉緑体DNA，

ミトコンドリアDNAであることを同定した。葉緑体
DNAの制限酵素パターンはManhartら (1989)が

報告したニューヨークのミルと同一で白あった。ミト

コンドリアDNAはゲノムサイズか・大きいという点で

は高等植物的であったが.タバコの豆旦茎1遺伝子を
プロープとしたサザンではタバコとのホモロジーは

高くないことが示唆された。

(*徳島大・総科.“東大・院・理学系研究科)

819 0杉山 孝一・石川 依久子:オオパロニア
の創傷治癒を誘導するアクチンフィラメント

球状の多核単細胞性緑務オオパロニア (Vi国tri.caria

R盟tri.α国}は，外傷を受けると，細胞質を凝集させ

ることで傷口を塞ぐ(創傷治癒).この夜祭運動にと

もない.周辺部から傷口へ向かう細胞質の移動が起乙

る。この細胞質運動はcyt叫Jal.田inDによって停止す

ることから.アクチンフィラメントの関与が確かめら

れた.悶接蛍光抗体法を用いて，この細胞質運動を導

くアクチンフィラメントを可視的に観察した.

傷口の縁辺部において細胞質は肥厚し，傷口を囲む

リング状のアクチンフィラメントが，との部位の液胞

膜直下に配列するのが観察された.フィラメントの配

列は.時間とともに摺加した.ζのアクチンフィラメ

ントのリングが求心的に収縮することにより.細胞質

が凝集し.結果として傷口が塞がれるととが理解され

た.一方.傷口に向かうアクチンフィラメントの配列

が観察され，これによって周辺部から傷口へ細胞質が

移動するとみられる.

また.ζの創傷治掻は，外液に含まれる白れの傷口

からの滅入により開始され.白"のZ宙定ptarの可能性

として.∞毘(白2+吋主亭g泊回.lprot且inkilIaSe )の

存在を細胞内に確認した.現在.との細胞質運動への

∞肢のかかわりについて検討を進めている.

{東京学芸大学・生物}



820 0本村泰三*・奥回一雄会合:
多核緑藻マガタマモの細胞周期におけるセントリオ

ールの挙動と微小管の動態

マガタマモの核分裂に闘しては， Itagaki and 

Ogawa (1 994)が詳細に電子顕微鏡を用いて観察

を行い，1)細胞周期を通じてセントリオールが存

在し，分裂期には両極に移動すること， 2)閉鎖型
紡錘体が形成されることなどを明らかにしている.

今回演者らは，抗チューブリン抗体とセントリオー

ルのマーカーとして抗セントリン抗体を用いた蛍光

抗体法によりマガタマモの細胞周期における微小管

の動態並びにセントリオールとMTOCsとの関連を調

べた.中間期核においては，抗セントリン抗体陽性

のドット(セントリオール)が1個もしくは2個(稀

に3個)存在するが微小管は核膜の外側周囲からラ

ンダムに伸長し，セントリオール付近にはMTOCsは

無かった。核分裂前期になるとセントリオールは複

製し分裂極に移動を開始する.セントリオール周辺

IこMTOCsは局在するようになり，核膜外側に沿って

多数の微小管が伸びる.中期には紡錘体が形成され，

両極にセントリオールが存在する.しかし後期以降，

中闘紡錘体が形成・伸長する頃から，セントリオー

ル周辺にはMTOCsが見られなくなった.

(台北海道大・理・海藻研**高知大・理・生物)

822娘点を欠損したプラシノ蕩M回oSligmaが示す走光性の
特徴について

松永茂、 O渡辺哲、宮村新一、混輝三

[導入]鞭毛穣類の走光性において眼点が果たす織能については、その

多くが来だ推測により議歯されている。

[目的14椋のプラシノ蕩Mesostigmaを観嘆したところ、このうちの
1株において限点が光学顕微鏡レベルで認められなかった。この株の

走光性を解析したところ、他の株と異なり、入射光に対して垂直立方

向に走性を示した(diapholol副 is)ロこの特異な走性はロドプシンの特異

的阻害剤(hydroxylamine)処理により他の犠の走光性と同績に阻害され

たので、この株は光受容体そのものは変異を起こしてい立いと判断し

た。そこで本研究では、この眼点欠損繰と他の格の走光性の特徴を比

較し、走光性における眼点の後filHこ闘する知見を得ることを目指した。

[結果11}眼点の有無による光感度の差:正常な株の録色光媛(5∞司
580nm)での光感度は眼点欠損株にくらべ平均 16.4(S.E.6.2)O)高い値を

実測した。これは限点により光のコントラストが強められるとする鋭

を支持する。

2)圭先性におけるE貨の待号t眼点

正常緑は光の強さなどに応じて正または負の走光性を示すが、眼点欠

銅線に特異的な光軸に垂直な走性では符号が存在しない。よって符号

は眼点により付加される可能性がある。

3)眼点の有無による量産長依存性の遣い:眼点欠鍋橡は膏色光科.00-

480nm}に対する感度が極度に低〈、この波長域ゆ作用スベヲトルの形

が他の株と大宮〈異なることを見いだした。よって本研究で使用した

株の限点は特に青色光を著しく強めていることが示峻される。

{筑波大学生物科学系)
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821 0真山なぎさ・真山茂樹・石川依久子:羽状珪藻

Nitzschia sigmoideaにおける両側にCh-DNAを伴う短冊形ピ
レノイド

Niiωchia sigmoideaの葉緑体には特異な短冊形の構造体

が多数存在するが. これは従来ピレノイドと呼ばれてき

た。野外から得られた試料を用い，本種の葉緑体の構造

を観察した。生細胞の光学顕微鏡観察では，葉緑体内の

短冊形の構造体はほとんど明瞭に観察できなかったが.

プロピオンカーミン染色によりそれを認めることができ

た。また.この構造体の両側にはDNAが線状に配置してい
ることが.DAPI染色した細胞の落射蛍光顕微鏡観察から
明らかになった。この構造体の切片は透過型電子顕微鏡

観察ではレンズ型をしており.一般の珪藻に見られるピ

レノイドと閑様の形態を示した。また，その両側にはDNA
を含有すると思われる部位が観察された。テクノビット

樹指に細胞を包埋し，キュウリのRuBisCO抗血清を用い

た間接蛍光抗体法による観察を行ったところ，葉緑体中

でFITC蛍光を特異的に発する部位が認められた。同切片
をDAPI染色観察すると.先のFlTC蛍光を発する部位の両
側にDAPI蛍光が認められた。閥抗血清を用いた免疫電顕
法による観察では.ピレノイド領域に金粒子が特異的に

認められ.RuBisCOの含有が示唆された。

〈東京学芸大学・生物)

823 0山本露子・和田正幸:

銅による緑蓮Chlamyl血monasの生育阻害と

脂肪酸組成について

火山性酸性湖(pHめから分離したαlamydo-
mon邸前劫)thilaと中性域で生息するc
，.einha，.dtii， C. moew舗がの生育と脂肪酸組成

に及ぼす銅イオンの影響について検討した。

一般に酸性水域では，多量の重金属を溶解

している。 C. acidophilaを分離した湖沼に

おいても中性潮に比べ銅をはじめとして鉄

やアルミニウムを多量に含む。最適生育pH

を 2-3にもつこの株の50%生育園害銅潰

度は50μMであった。その他のαlamy必-
monasの 50%生育阻害銅温度は5-10μM

であった。 αlamydo脚 nasの藻の主要な脂
肪酸は， 16:0， 16:4， 18:0であるが，銅の

議加により何れの株も脂肪酸の飽和他がす

すみ，不飽和脂肪酸含量が減少した。

(明治大・農・農他)



82 

824 0松山和世*・田中次郎*・宮地和幸**・
有賀祐勝*:汽水産ジュズモ属(緑藻，シオグサ科)

の 1種の生長および成熟に対する塩分の影響

運河や河口付近の構築物などに生育する汽水性

ジュズモ属の l種(仮称Cha仰脚rphatokyoense)に
ついて，その生育環境の調査と培養実験を行った。

東京湾に繋がる東京都港区の高浜運河において 11

月に行った調査の結果，本種の生育場所の水温は 1

ヶ月の聞に 17.5-21.8t:，塩分は 5-23の範囲で，

また大潮の時の 1日の聞に水温は 18.5-20.4t:，塩

分は 6-24の範囲で変動が見られた。

本穫の生長および成熟に対する塩分の影響を明ら

かにするため， 12月8日に採集した天然藻体を用い

て塩分0，10， 20， 30， 40の培地で水温20t:，光量
18μmol'm・2・s・1の下で 12日間培養し，藻体の長さ，
栄養細胞数及ぴ成熟細胞数を測定した。藻体の長さ

及ぴ栄養細胞数は，ともに塩分20で最大となり，次

いで塩分30，10， 40の順で小さく，塩分0では生長
はほとんど見られなかった。塩分40では全ての藻体

で成熟細胞が見られ，次いで塩分30，20， 10の順で
成熟細胞が見られた藻体の割合は小さく，塩分0で

は成熟細胞は全く見られなかった。これらの結果か

ら，実験に用いた 12月採集の藻体は塩分20で最も
よく生長するが，成熟にはこれより高い塩分の方が

より好適であると推察される。

(*東水大・藻類*本東邦大・生物)

826 0樽谷賢治・山本民次・松田治:
非定常活費条件下における有事潟綬毛藻A蜘 n伽・脚

印刷F側eの個体群動態

沿岸，内湾域の環境は時間的.空間的に変動が大きく，

非定常な状態にある。例えば.j司川水による栄賛憶の供

給は断続的である.本研究では.このような非定常な生

態系における断続的な栄賛塩供給パターンに着目し，供

給頻度の遣いが麻痩性貝奮の原因種であるA加 :ndri:附

U脚グ側eの個体群動態に及ぼす影轡を実験的に検討し

た。実験は，リン酸塩を増殖律速因子とし，希釈率を

0.25 d-'とした半連続I音質系で行った.リン酸塩を一日
一回添加した湯合.Atomare悶eは速やかに泡殖を始め.
細胞密度は連続的に増加した.一方.リン酸塩の供給頻

度が7日間隔に値下すると，その供給に応じて細胞密度

は摺滅を繰り返した.また，リン酸湿の供給と細胞密度

のI曽加との聞に2日程度のタイム・ラグが認められた.

このような非定常条件下でのAto脚7開 eの個体群動態

は，阪oopの式に基づく摺殖モデルでは充分に再現され

ず.リン酸湿の取り込みと増殖との時間的なすれを者慮

することが必要であった。また，リジ酸塩の取り込みと

増殖の不一致は，細胞収量の値下をもたらす一方で.細

胞内のリン蓄積量の増加につながることから.自然環境

下でのAtamarenseの増殖機構を明らかにするうえで無
視し得ない要因の一つであることが示唆された.

〈広島大・生物生産〉

825 0金南吉・・能登谷正浩..鱒国済州島産ヤ
プレアマノリPorphyralacerataの生活史におよぽす
温度、光量、光周期の彫響

1996年4月20日韓国済州島金寧で採集した藻体から
接合胞子を得て温度 (5-30"C)、光量(10-80μ
mol m-Zs-l)、光周期(10L:14D、14L:10D)を組み合

わせた条件下で培養した結果、 30"C下ではいずれの光

量、光周期下とも枯死したo 5 -25"C下では生長し、
25"C、 ~Oμmol m-Zs-1の長目下で援も速く生長した。

殻胞子麗はいずれの光量、光周期下とも20"Cと25"C下
で形成された。禁状体は光量を40μmolm-2s・1とし、
温度および光周期は接合胞子の培養と同様の条件下で

行った結果、生長は培養1-2週固までは高温下ほど

速い傾向が見られたが、原胞子や精子および接合臨子

の放出に伴って、低温下で大きくなり円形または卵形

と成った。しかし、 50C下では可なり生長が遅れた.

原胞子、精子の形成の放出はそれぞれ長日下では15-

25"C、 10-20"C、短目下では10-25"C、 5-20"Cで認
められ、接合胞子の放出は長目、短目下ともに10-

20"Cで見られた。精子磁および接合臨子嚢の分割表式
はそれぞれ32(a/4，b/2，c./4) または64{a/4，b/4， 

c/4)、4(a!2， b/1， c/2)または8(a/2. b/2， c/2)の2通り
が認められた。以上の結果から緯国済州島産器廃休は日

本の江ノ島産潔体に比べ小さな葉体で成熟することが

分かった。

(・樟国慶向大学校・"東京水産大学)

C 1 0大賀学・大谷修司:汽水域，宍道湖・中海にお
ける浮遊珪藻類の種類組成と季節変化

島根県東部に位置する汽水域，宍道湖・中海の重要な
基礎生産者である浮遊珪潔類の種類組成と季節変化を明
らかにするために，宍道湖3地点，中海4地点において
1995年5月より 1996年 11月まで，毎月定期調査を行い，
光学顕微鏡及び電子顕微鏡を用いてその分類学的研究
を進めてきた.
出現種数は 14属 30種で，優占種は Cyclotella
hakanssoniae， Cyclotella sp 1.， Cyclotella sp2.， 
Cyclotella sp3.， Thalassiosira pseuoonana， 
Neooelphineis pelagicaであった.出現種は宍道湖と中
海で大きく異なり，前者は Chaetocerossp.， Cyclotella 
hakanssoniae， Cyclotella sp 1.， Cyclotella sp3.， 
Thalassiosira pseuoonanaなどの狭塩性~広塩性汽水
種，後者は Cyclotellahakanssoniae， Cyclotella sp2.， 
Minioiscus comicus， Neooelphineis pelagica， 
ThaJassiosira teneraなどの広塩性汽水・海産穏で特徴
付けられる.これは両湖の塩分渡度(海水の約 5-10%の
宍道湖，約 20-50%の中海〉の違いを反映しており，本水
域では担分濃度が珪藻の種類組成を決定する重要な要
因であることが示唆される.
季節的消長について，宍道湖では 3月.4月に
ThaJassiosira pseuoonana. 5月 -7月にかけて
CycJotella sp 1..8月-10月には CycJotellasp3.が優
占し，11月-2月にはほとんど珪藻類は出現しない.中海
では5月，6月に CycJotellasp2.が優占し，7月，8月には
優占種はないが様々な種が出現し， 9月，10月は
NeooeJphineis peJagicaが優占，11月-2月はほとんど
珪君臨類は出現しない，といった変動パターンが認められた.

(島根大・教育)



C 2 仁m方信孝・・千原光雄..: 185巾NA塩暮配列に基
づ〈クロレラ属および近縁群の分額

クロレラとその近録群Iま主に形館的、生化学的、生理的特徴に

喜毒づいて分類が行われてきた.録譲クロレラ科{狭議}は、細胞

壁が1層で表面に複織がな〈、二次カロチノイドを生成しないク

ロレラ重科と、線抱墜が2層で繊織をもち、二次カロチノイドを

生成するスコチェロキスティス亙科に分額される.本研究では、

クロレラ亙科のクロレラ属を中心に分子系統解析と細飽微細構造

の特徴から分類学的研究を行い、下lIeの結果を得た.

従来、クロレラ属と呼ばれる分類群I草、次の5グループに分け

るのが適当である.1) Chlorella vulgarisグループ:細砲壁が1

層で、ピレノイドに2層のチラコイドが貫通し、ピレノグロ

ビュールが存在しない. 2) Ch. saccharophilaグループ:細胞
壁が1層で、ピレノイドに1層のチラコイドが貫通し、ピレノグ

ロピュールを有する.3) Ch. ellipsoideaグループ:細胞壁が1
層で、ピレノイドに2層のテラコイドが貫通し、ピレノグロ

ビュールを有する.4) Ch. reniformisグループ:細胞壁が1層
でピレノイドを有しない.5) Ch. minutissimaグループ:細胞
壁が2層でピレノイドを有しない.上記の5グループを独立した

属とみなし、それぞれ1)αI/orel，師、 2)α1I0rothecium.3) 
Chlorellopsis. 4) Palmellococcus、5)Nanochlorumと呼ぶ

ことを提案する.なお‘スコチェロキスティス亜科に属する

Auxenochlorel，旬以外の譲群は、クロレラよりもセネデスムスと
近縁であった。

ド三井造紛・千震研究所、"日本赤十字看盛大学)

C 4 0長島秀行・仁木ひかる:
群馬県草津温泉に生育する藻類

群馬県の北西，本白根山の山麗にある草津温泉

は.古くから著名な温泉の一つで.湯量は豊富で

泉温も高い.泉質は含硫化水素酸性明答緑磐泉で，

強い酸性泉であることが特徴である.演者らは.

これまで，日本各地の温泉.特に酸性泉に生育す

る微細藻類を調査してきたが.草津温泉は日本に

おける代表的な酸性泉というばかりでなく，西ノ

河原，湯畑などの滋泉が良く保存されているので.

微生物の調査地として適しているといえよう。調

査は， 1985， 1988， 1994， 1996年に温度 pH，藻

類の生育状況，種類について行った.採集した材

料は10"Cで保存するか.グルタールアルデヒドを

加えて4"Cで保存した.その結果，西ノ河原では小
さな源泉が多数存在するが，全体に湧出量が減少

傾向にあり，一部地核ではほとんど停止していた.

その影響を受けて藻類の分布にも変動があった.

震も優占的に分布しているのはイデユコゴメ~豆旦

迫且旦 E呈且呈互担旦で37.6・53.7"C， pH1. 9-2. 3の範

囲で生育していた. ガルディエリアE呈主重主旦ri呈呈且
担担旦且呈の分布域は狭く.西ノ河原東地区の一部

(39.8・50.5"C， pH1. 5-2. 3)で生育しているのみ

であった.また.ハネケイソウの一種.巴旦旦旦L呈主
主昼恒星旦旦主主 var. ~盟主主旦盟主旦1aは厳性で広い温度
繊 (27.3-52.7"C， pH1.44-2.07)を持っていた.

その他，湯畑，万代鉱民泉についても報告する.

(東京理科大学・基礎工学部)

m 

C 3 0須谷昌之h 大谷修司..
松江市近郊の池から出現した浮遊性黄緑議類について

松江市の市街地に位置する的場池，滝戸池において

1996年3月から 12月まで毎月 1回，表層水中の浮遊

性渓類の調査を行った.

的場池と滝戸池は，ヒシが5月下旬より薬を広げ，

10月から枯れはじめた.どちらの池もプランクトンは
緑藻類のクロロコックム目の種類が優占し，

Pediastrum， Scenedesmusなど約40種類が出現して
いる.次いで珪藻類が多く，その他，渦鞭毛藻類，ミ

ドリムシ類， 黄金藻類，藍藻類が出現している.的場

池では8月に藍藻類の拍・crocystisが出現した.

黄緑藻類の出現種は，すべてミショコックス自の単

細胞性種であり，プレウロクロリス科の町'schezぜasp.，

Tetraedoriella jovetii， T. regularis， Tetraplectron 
torsum， Pseudostaurastrum hastatum， Gonio・
chloris fallaJ巳G.mutica， G. spinosa， lthmochloron 
lobulatum，ケントリトラクトス科の Centritractus

Sp.，オフィオキティウム科の Ophiocitiumspが出現
した.

的場池では， 4月から 5月にかけて，滝戸池では 7

月から 8月に多くの黄緑藻類の種類が出現した.その

後は，細胞数，種類数ともに減少した.的場池，滝戸

池の他，いくつかの池を調査したが，浮遊性黄緑藻類

はヒシなどがはえる富栄養な池に多い傾向があった.

(松江東高校，島根大・教育)

C5  0宮坂佳代子・，石田健一郎・，加積季夫・・，
原慶明・

包盟盤担盟E坐区鐙組Eの微細構造と淡水産ラフィド部類
の分類

波書らは日本各地の淡水域に生育するラフィド書巨額の分

布調査と分類の研究をfj.，ている。昨年8月22自に山形

県南陽市郊外の白飽湖で，也監鍾担盟E島区鐙坐Eがミド
リムシの1種とともに侵占的に生育している現場に遭遇し、

採取した試料水から稽養株を確立した。なお，本務の生育

は北海道で確認されているが (Bada1959:RhaDhid四onas

坐区盤盟A)，本州では畳初の記録となる。
このQ..!!皇陛皇ssumの培養株を用い，形態と微細構造を観

察し，すでに調査したs鐙盤且と島担組且の2種と比較
した。既知の両種は禁縁体や収縮胞，あるいは鞭毛の出方

など細胞小器官の配列などの基本的な構造は共通するが，

細胞外形や粘液胞の分布などの形銭的特徴は明瞭に区別で

き. しかもS坦tumの禁縁体に光学顕微鏡では検出しに〈
い半湿没型のピレノイドが存在していた。ラフィド穫の分

類ではピレノイドの有無がしばしば属レベルの識別形質と

して取り挙げられ，その点でs坦控且の取り緩い〈也監旦
註盟盟の基準種はピレノイドを欠くQ..呈盟盟〉と s坐E
堕鐙且旦の葉緑体にピレノイ Fが有るか無いか，分類学的な
興味がもたれていた。この調査で、島監区鐙鎚Eの葉緑体

にピレノイドが存在しないことを確認し.また，葉緑体以

外の細胞小器官の構造や配列などの知見を得たので，近縁

の也担包担単車単単且盆呈を加えて比絞し、島監鍾包盟且
属および淡水産ラフィド藻の分類を再検討した。

(・山形大・理・生，・・園事院大・自然)
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C 6 0飯田高明・中野武畳・出口博則:日本新産の土壇藻

類，Trichophilus welkeri (緑藻頬，カヱトフオラ目)

北海道から沖縄までの日本各地の土壌 (13地点)から，

Trichophilus welkeriが分離された。本種は， von Bosse 

(1887)が，ブラジルのナマケモノの毛から分離し，毘載し

た。後に， Koch (19-77)も同様にナマケモノの毛から本種を

分離し，その株lまSAGに保管されている。本種に関する報

告は上記2つのみであり，本研究によって，本種は日本の土

嬢藻類として広範囲に生育していることが明らかになった。

また，本種は南半球から北半球まで分布を広げていると考え

られる。

本研究では， Koch (1977)の株 (SAG84.81)と今回分離

した株 (13株)を培養し，形態および生活史を観察した。そ

の結果，本種は培養初期に，放射相称に配列した4細胞塊，

8細胞塊を形成後，糸状体が分校した体制となり，培養の後

期に偽柔組織が発達することを確認した。この生活史は既存

のカエトフオラ目にはなく，本種の大きな特徴として位置づ

けられる。また，原記載には，本種の薬縁体lまピレノイドを

持たないとされていたが，本研究では， Azocarmin G染色に

よってピレノイドが確認された。このピレノイドは楕円形か

ら円筒形をしており，この形態は他のカエトフオラ目藻類に

は見られず，本穏を特徴づける形質として位置づけられる.

(広島大・理)

C 8 0 Song • L-R.'. Zh.ng • X-M .帥.Kay.. K.... W.回融.M.M."
.nd Liu. Y -D.・・ ChlorophylIf1uorescence .s • prohe of photosynthetic 
com戸岡田 ofPoter，脚 chromonas刷仇酬ensisunder di町erentIight叩 d
nUlrition conditions 

Mixtrophic chrysomon.d f1.gelI.te. Poterioochromon四 ma仇amens;sis 
an lmport皿tpre白torof b.cteri. and .lg.1 p加古ton泊 freshw.ter
enviro町田nt.This organisrn has al80 匝en U5'叫踊.model 甲創出 for
S刷dying曲etr.nsition between phototrophic and pbagotrophic mode of 
nutrition. A limited s加di田 bavebeen 叩 nductedon血echang回 of
chlorophylI-a四n田n回 tiond町田昌也etransition belW田nphototrophic皿d
ph.gotrophic mode. During山is町田山lion曲ephotosyn曲目IC回 mpelence
of P. n昭的am.ens;slargely remain吋山1known.百lepr田副ents胞の examined
the pho阻syn曲目iccompetence of P. ma仇ame，町 isby testing daily changes 
in chlorophylI-a f1uorescence -Fo • Fm and Fv/Fm under four di仔erentIight 
.nd nutrition conditions: 1) light with .dded p問yorg'副由mMicrocystis 
viridis(Cy.nob.cteri.); 2) Iight without .dded prey org.凶sm;3) d.rk with 
.dd同 preyorg.nism; .nd 4) dark wi血outprey org胡 15m.
τbe panem of ch.nge in chlorophylI-a f1uorescence varied significanUy 
in P. ma，仇amensisunder four di仔erentlight and nu回tionconditio田
mentioned above. In the absence of prey organism. emissions of Fo. Fm 
and the ratio of Fv 10 Fm were relatively stable in the light回ndition，
whereas io出ed.rk condition. emissions of f1uoresceoce sudden1y dropped 
10 zero 3t 5由 d.yof culture and the r.tio of Fv to Fm gr.dualIy d田lined
00 d剖1yb.sis. In the presence of prey organism. though血eemissions of 
fluorescence was main阻ineduntil 4曲 d.ys.the r.tio of Fv to Fm sh.rply 
reduc国 loone阻nth .fter血Iy1 in Iight condition. however. the emissions 
of fluorescence were und国民阻ble.fter day 1 'i目白edark回 odition. The 
p.uem .of change in chlorophylI-a f1uo悶 encewas correlated wi曲
morphological ch副理由 ofch1oroplast加 P.ma，抗甜nensisunder light and 
dark condition. The results were explained in the context that回tioof Fv to 
Fm is one of出ef.st 胡 dse田山ve indicalOrs in evaluating the 
photosyn血et1ccompeten問 ofP. ma仇amensis.

"凶i岡崎ofHydrobiology. CAS. Wuh.n. China 
日 NationalInstitute for Envi冊目nentalS加dies.Tsukuba 

C 7 宮崎幸樹・O竹下俊治・中西稔:葉状地衣類の共
生重量に関する分類学的研究

業状地衣頬は，ウメノキゴケ(Parmotrematinctorum)/こ代

表されるように，地衣体が扇平で薄<.明確な背腹性を示し，

偽績によって樹皮や岩などの基物に着生する地衣頬の総称

である。

本研究では.葉状地衣媛12属23種から共生蕩を分離・培

養し，分頬学的検討を行った。その結果.共生重量として

Trebouxia antic.伊a飽.T.∞Irti，∞I/a. T_ gelatlnosa. T_ 
Impressa. T. showmaniiの5種を確飽した。これら5種のう

ちT.∞Irtlco.畑は 12属中6属の地衣類から分隠されており，
本研究で用いた葉状地衣頬の主要な共生藻となっていると考

えられる固また，ゲジゲジゴケ属(Anaptychla)やウチキウメノ

キゴケ属(Myelochroa)などのようIこ，属肉の共生藻がすべ

て同一種というものがあった。一方，ムカデゴケ属(Physcla).

ヒメウメノキゴケ属(Parmelinopsis)およびJ、クテンゴケ属

( Punctelia)の3属の地衣績では.各々の属から Trebouxia

属2種が分離されており，特にトゲウメノキゴケ

(Parmelinopsis minarum)やトゲハクテンゴケ(Punctelia

rudec飽)では.1種の地衣頬でも2種の共生藻が分離される

というように，共生藻との関係において多機性を示すものもあ

った。(広島太・学校教育・生物)

C9 0板倉 茂権・山口l峰生傘・今井一郎**.
広島湾海底泥中の珪藻類休眠期細胞の形態と発芽

沿岸域の海底泥中には，数多くの浮遊性微細藻類

の休眠期細胞(シスト，休眠胞子，休眠細胞等)が

存在している。一般に，これらの休眠期細胞は水中

に出現する栄養細胞のシード・ポピュレーシヨンと

して働くことが明らかにされているが，底泥中に存

在する発芽可能な珪藻類休眠期細胞についての情報

(分布・形態・発芽過程等)は少ない。本研究で

は，広島湾の海底泥(底泥表面からlcm深まで)を

倒立型落射蛍光顕微鏡(青色励起光)で観察し，ク

ロロフィルaの赤色自家蛍光を発する珪藻類の休眠
期細胞を探索・分離して，その形態と発芽過程を記

録した。その結果，広島湾の海底泥中にはSkeleto-

nema∞statum， Chaetoceros spp.， ThaJassiosira spp.， 
Leptocylindrus danicus， Ditylum brightwellii， 

Stephanop，四 iSspp.， Asterionellopsis gracialis等の珪

藻類休眠期細胞が存在しており，水温22~C，光強度

約50μmol!m2/s，光周期14hL-lOhDの条件下では1

~2日以内に発芽すること，発芽に際して休眠期細胞

の殻を破棄するものと破棄しないものの2つのタイプ

があることが明らかになった.

(事南西水研.**京大)



C10 0山口峰生・板倉茂

広島湾における有毒渦鞭毛幾AJexandriumの動態

広島湾では1992年以降毎年刈'eXo卸 driumによる貝

類の毒化が起こり，水産業に多大な被害が生じてい

る。そこで同湾における貝毒の発生機構を明らかに

するため.AJexandrium栄養細胞出現の季節変化と

シストの挙動を調査した。調査は1994年4月から

1996年12月の閏ほぽ毎月1固，呉湾の定点において

実施し.栄養細胞友ぴシストの計数と水温.温分夏

ぴ無機栄麓塩類の測定を行った。またシストの発芽

率も同時に調べた。 AleXo卸 driumの栄養細胞は春と

秋の2園出現が観察されたが，出現密度は春の方が圧

倒的に高かった。シストの発芽率は明瞭な季節変化

を示し，秋から春にかけては高かったが，夏季には

全く発芽は起こらなかった。このようなシスト発芽

の季節変化は，栄養細胞の出現パターンとほぼ一致

した。また発芽率は低水温期に高いが，発芽に要す

る日数は低水温期ほど長い傾向が見られた。さらに

海底泥中のシスト分布密度には明らかに治加傾向が

認められ，広島湾における貝毒問題の長期化が懸念

される。(南西海区水産研究所)

C120芹滞如比古・・大野正夫“・横浜康継“・・有賀
祐JIJ*:土佐湾におけるカジメ個体群

四国と九州のカジメ星生担豆1.~盤1.(縄藻コンプ科)は伊
豆のものより小型であることが報告されているが，土佐
湾のカジメの詳細については1982年の調査結果の報告が
あるだけである。土佐湾におけるカジメ個体群の現存量
と藻体の大きさを明らかにするため，高知県手結地先の
カジメ個体群について1995年6月一1996年10月に6困の
刈取り調査を行い，藻体各部位の大きさと生重量等を測
定した。
平均現存量{業生霊+茎生重}は1.9-4.5kg/m2，側業を
持たない幼体を除いた個体の平均蔓長は5.2-13.2cm，
平均藻長{茎長+中失業長)は22.2-49.7cm，平均茎径は
6.5-9.0mm，平均側業数は13-24枚，平均最大側業長
は17.5-28.3cmで，いずれも秋季から冬季に小さく{少な
くl，春季から夏季に大きかった(多かった}。また，平均
最大中失業幅は5.2-6.5cm，幼体を含めた生育密度は33
-53個体lm2であった。
手結産のカジメは側葉を持たない幼体にはシワのある
ものが多<，子嚢斑を形成する成体になっても中央薬と
側業にシワの残るものがみられ，ほとんどの個体で茎状
部は実質であった。また，茎状部の断面の生長輸は3輪
まで確認できたが， 0-1輸のものが:90%以上を占めた。
本研究で対象としたカジメ個体群は1982年のものと比べ
て若齢個体で構成されており，小型個体地雷高密度に生育

していることが明らかになった。(台東水大・藻類，“
高知大・海生セ，・**筑波大・下回臨海セ)
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C11 0寺脇利信・.吉111浩二人吉田吾郎・.山内
信“・木村創“・.清水博"“・佐々木議介"“・:

西日本の磁焼けなど藻場の衰退に関する現地事例

磁焼けなど藻渇の衰退とその回復に関する課題は，古

くからありながら，常に新しい問題を含み，資源生物の

健全な相殖を支える沿岸海織の環犠保全の観点から.ま

すます重要性を増すと考えている.そこで，復数の地先

における磯焼けなど藻場の衰退の現状を，水中写真に

よって視覚的に把握し，比較によって，それらの共通点

と相違点を採ることを目的とした.

和歌山県の新富市三鎗崎，日高町比井崎，美浜町三尾，

宮崎県の門川町と川南町，鹿児島県の笠沙町小浦と下

鼠村手打の7地先の岩磁場について，海上から見た睦蟻，

潮間帯の近景，藻場の分布主義と磯焼It・藻掲衰退域の

写真を撮E診し，犠式をできるだけ統一して聾理した.

磯焼け・藻揚衰退織の海藻植生は，地先によって様々

であり，無節サンゴモ類のみ生育する場合から，大型褐

穫のホンダワラ類が生育する場合までみられた.また，

海底に高密度のウニや小型巻長類，または藻体に魚類の

はみ窓がみられる場合が多かった.地先によっては，数

年間にわたるモニタリング結果も，あわせて報告する.

F南西水研，“和歌山水試・和歌山水増誌，““宮
崎水鼠・鹿児島水試)

C130倉島彰・・横浜康継・・・有賀街路・:

伊豆半島鍋田湾における褐藻アラメ・カジメの側業

友ぴ子轟斑の消長

静岡県下回市の鍋田湾に生育するアラメ友ぴカジ

メを.2ヶ月ごとに幼体を含めて80・100個体ずつ採

集し.年齢.茎長.側葉長.働l葉数を計測すると同
時に子嚢斑の有無を調べた。その結果.両種とも2
歳以上の個体では側禁致は6月から8月に多く.10月

から12月にかけて減少したが.いずれの月において

も側禁致はアラメの方が多かった。両種とも子車斑

をもっ個体は年聞を通して見られ.高齢で側業数が

多い個体ほど子嚢斑をもっ個体の割合カ鳴い傾向は

共通していた。しかし.いずれの年飴においても.

カジメよりアラメの方が子蜜斑をもっ個体の割合は

多<.特に2月にはアラメの2歳以上の個体の全てに

子嚢斑が認められたのに対し.カジメでは子嚢斑を

もっ個体は7・50%であった。子事斑をもっ側禁致が

髭大となるのは両種とも10月で.最小となるのはア

ラメでは4月.カジメでは2月であった。 0歳の個体

に子褒斑が見られたのはアラメでは10月友ぴ12月で

あっキのに対し.カジメでは12月のみであった。以

上のことから.幼体はアラメの方がより早い時期か

ら子嚢斑を形成するものと考えられる。

伊東水大・漢類，・・筑波大・下回臨海)
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C14 0柳宗秀*・孝仁室**: 船祭海洋生態系に
おける海譲群集の遭移様式

韓国西海岸に位置する仁川港は、 1加に達する潮差を緩和

するため、人工的な船瓶d∞:k)を備えている。仁川港船爆は、
二つの開門により船舶を入出渠させるため常に海水で満たさ

れていて湖沼のような独特な閉鎖生態系を成している。この

ため、船漢内の水環境要因、生産性、海洋生物調理集の種組成

及び構造が、自然海域とは異なってb唱。そこで、船渠内に

おける、海藻類の種組成、群集構造及び遷移様式を把掻する

ために、1990年1月から 1994年12月にかけて調牽を実施し

た。その結果62種の海藻類が生育していることが磁認され、

分類群別檎成比は、藍藻類43.4%、緑藻類29.7%、褐謙類14.6%、

紅漢類 12.3%であり、自然海洋環境における海藻群集の分類

群構成とは大きく異なっていることが明らかとなった。なお、

本研究期間中に、原生動物Meso必2・四 rubrumによる赤潮

が発生し、生態系が控訴Lを受け完全に破壊され、海藻群集の
入植過程および遷移系列(田re)を明らかにする好条件になっ

た。本調査の結果、船渠海洋生態系は破壊後10ヶ月ほどで再

形成されると判断され、この地域における遷移の織式は、自

然海域における遷移のchannellingsuccession phaseにあた

り(Niell，1979)、遷移の型は季節的な循環型選移(cyclic

succession)であることが判明し、極相が多年生海藻群集に代

表される自然海域の遷移様式とは異なっていた。以上の結果

から、船渠海洋生態系(dockm紅白eecosysωm)は上述したよ

うに独特な生態系の諸理論を試験するための注目すべき環境

を持つことが確認された。

(*東京水大・藻類、帥ソウパ次学校・生物

C16 0田中次郎・佐野史子:
褐藻イトアミジ(アミジグサ目)の生殖器官の形態

日本産アミジグサ目藻類のなかでアミジグサ、サナダグ

サ、エゾヤハズ、コモングサなど数種については生殖器官

の形態は明らかになっているが、他の多くの種ではこれに

関する研究は少ない。その理由として天然では胞子体が配

偶体に比べて生育個体数が多く、全ての世代が採集されに

くいことがあげられる。

1995年8月に新潟県佐渡島でアミジグサ属イトアミジ

Dictyoω linearis (C.Ag.)Grev.の成熟した胞子体と雌雄の

配偶体が同所的に生育していた。本種は太平洋沿岸中南部

から南西諸島、日本海にかけて広く分布している。新潟産

のイトアミジの各世代の生育個体数はほぼ同数であった。

胞子嚢斑、配偶子嚢斑、いずれも藻体の両面に形成される。

四分胞子嚢斑は外形が明確でなく、体全体に広がる。四分

胞子嚢は直径 1均四(平均、以下同)。基部に1個の柄細

胞をもっ。造卵器は密集し楕円形の群をなす.大きさは

180X28伽m。周辺部に中性細胞が存在する。造卵器は長

楕円体で、大きさは 52X75，μm。基部iこ1個の柄細胞をも

っ。造精器は密集し、楕円形の群をなす。大きさは

159X363μm。周囲は2-3層の中性細胞に取り巻かれる。

造精器の高さは 7l，um。基部の柄細胞は1個。これらの結

果とすでに観察されているアミジグサ、サナダグサとの形

態の比較も行った。(東京水産大・藻類)

C15 0青木優和*・横演E軍総本・菊池泰二**:九州天草に
おけるヤツマタモク群落の立体構造の季節変化と生産量

九州天草の富岡半島東岸の広い範囲にヤツマタモクの純群

落が発達しているo 1兜5年 10月から 1須田B年 12月にかけて

1ヶ月に 1回ヤツマタモク群落内の特定区域での定期調査を行

った。 1回の調査では， 1辺 0.5皿の方形区 9ケ所を無作為

に選択し，方形区内の株数および各株のパラメータを記録し

た後全株を採集し，乾燥重量を求めた。 1鰭 7年9月から1988

年12月の聞は議体の構成(業部・主枝など)の層別分析もあ

わせて行った。現存量の極大値(各調査時の9方形区の平均値)

は， 1質量6年には 878.4gl皿1(4月)， 1兜7年には 196.9g/m1 

(12月)， 1兜8年には綿0.4gl皿.1(4月)と年による変化が

大きかったが，いずれも能登半島(谷口・山田.1勿8)および

若狭湾{梅崎.1981)での調査で得られている数値よりはるか

に小さかった。本調査で得られたデータからは，ヤツマタモ

ク群落の立体構造の季節変化，特に群落の衰退過程の詳細が

明らかになった。また，層別分析から求めた生産構造図から

は，年間純生産盤の推定値を求め，他地域から得られている

データとの比較を行う。

(*筑波大・下回臨海**九州大・天草臨海)

C 17 Fleck， R.A.*' ** ， 0 Day， J.G.*， Rana， 
K.J.*** & E.E. Benson，キ*: A cryomicroscopic 
study of the coenocytic alga J-匂ucheriasessilis. 

Filaments 'Of出efreshwater xanth'Ophyte ~加'cheriasessilis 
CCAP 745/1C were secti'Oned int'O 12 mm lengths and then 
incubated f'Or 48 h under s回 dardωnditi'Ons.百leywere 
血enpre出 atedwithαy'Opro旬ctant(5・ 10% w/v DMSO) 
and∞'Oled using a con甘'Olledcooler at -0.3 and -1・Cmin-1， 
t'O釦 intermediateh'Olding tempera旬詑(・35 'Or・60・C)，
bef'Ore plunging inl'O Jiquid nitrogen. V. sessilis fai!ed t'O 
survive these prot'Oc'Ols.百lemechanisms 'Of lethal freeze-
induced damage were investigated using cry'Omicr'Osc'Opy. 
伽∞'OJingat -O.3'C min-1 exα:ssive d巴hydI百ti'Onresulted 
in irreversible印11damage. With ∞'OJing at ・1・Cmin-1出E

alga rec'Overed fぬmthe effects 'Of partial plasm'Olysis， d'Own 
t'O 0・C.Ice nucleati'On ∞curredbetw田 n0 andグ C，with 
釦rtherαy'O・dehydrati'On'Observed d'Own t'O血巴 h'Olding
temperaωre. In additi'On， the alga was crushed by extra・
cellular ice， resulting in dist'Orti'On 'Of也ecell wall. lce was 
'Observed between血巴句:llwa11!membrane. N'O '0出erpoints 
'Of ice nucleati'On were 'Observed in血ecyt'Oplasm. on 
也awingall s戸cinlenssh'Owed signs 'Of gr'Oss mech創語句l
damage and dist'Orti'On 'Of their in回 cellulararchitecture.τ'his 
damage 1巴dt'O t'Otall'Oss 'Of viability. 

(*Culture白 llecti'On'Of Alga巴釦dProt'Oz'Oa， Amblωide， 
UK; *ぺJniversity'Of Abertay， Dundee， UK; ***Stirling 
University， StirJing， UK) 



C18 0竹中裕行*.樋渡武彦柿，山口裕司*.守
永太賀彦*林:カルシウム補給食品として

の円石藻 (Pleurochrysiscarterae) 

カルシウムは，細胞での情報伝達に必須であ

るばかりでなく，近年，骨組事量症との関係が明

かとなり，食生活において重要な栄養素であ

る。食生活においてはミネラルバランスが重要

なため海洋起源のカルシウムJに期待が寄

せられる.そこで，単細胞石灰藻のP.carterae
に注目し，食用としての安全性試験(急性毒

性、豆急性毒性、変異原性)をGLPに準拠して

実施し，さらにヒト骨密度への影響について骨

伝導音測定により検討した。

急性毒性.!!急性毒性，変異原性のいずれの

試験においても.P.carterae乾燥護休の毒性を
示す結果はなかった.また.P.carterae乾燥藻
体を利用した食品の摂取後の骨密度は有意に増

加していた。

以上の結果より .P.carterae乾燥藻体はカル
シウム補助食品としてのカルシウム源として有

用であると考えられる。

いMAC総研，帥日本NU S.判事環機パイリス)

U 

C19 大森和子
soirulina o1atensis の?外形成に及ぼす高浪度CAMPの

影響

Soiru1ina 叫at田sisの細胞懸濁液に生理的滋度の

cAMPを添加すると細胞は凝集しす外を形成する。 7ヲ問予成の

速度は生理的範囲の唱AMP漉度では、漉度に依存するが、

目、2a剖のような高浪度のcAMPでは阻害がみられる。 0.2mM

cAMPは細胞の運動速度には著しい促進を示さないが、ー視

野内に見られる運動している細胞数を、著しく増加させる。

一方、細目包内AlP滋度は10"凶ぷ下の渡度のCAMP添加により

増加し、数分以内に一定のい・Mこ逮し、20-30分そのまま

のい'JI，をほぼたもっている。しかし、高波度CAMP添加の細

胞ではAlPは増加を続げ添加15分で約3、5倍にまで婚加する.

Na+チャ川島の阻害剤である7ミロライドによっても高浪度cAMPに

よる細胞内AlP増加は影響をうけない。これらから高温度

CAMPによる細胞内AlP増加は、生理的漉度のc雌Pによる

AlP培加とは異なった刈ニJ.'Aによっている可能性が考えら

れる。

( 昭和女子大・生活科学 ) 





多彩な執筆陣による多角的な構成/
主態から利用までを網羅した、初の海藻読本/

21世紀の海藻資源
一生態機構と利用の可能性一

桜 次iIf害毎通雪奪、2

21立tJ~;J"" ，. 
h会均向勝犠

コ(~ .. ，ε ~之、、
r it 51: ;;;"， 

大野正夫編著
・A5判 280頁 ・定価:本体3.689円(税別)

「豊かな海」の立役者であるばか りでなく、次世代の素材 と

)て、いま 産業界の最も熱L、注目を集める海藻資源。健康、

環境への関心の高 まる中、 「海藻につ いての一般書 を」と の声

二応え、遂に初の海藻読本が登場/

生態、環境、健康、 化学、工学、医療等の研究者が最新研

吃成果を分かり やすく解説。今 まであ ま り光の当た らなかっ

ピ多方面にわたる海藻の利用法を探る。海藻生産者、漁場造

免・水圏環境保全関係者、応用化学・食品メ ーカー必読の書 !

一位置2・
“3fjJ 

藻場(寺脇利信)/流れ藻と寄り藻(新井章吾)/磯焼け(藤田大介)/国際化する海藻資源

(大野正夫)/海藻と健康・栄養(辻 啓介)/伝統的食品の寒天と新しい素材のカラギナ

ン(平瀬 進・大野正夫)/海藻パルプとアルギン酸繊維の“紙"(小林良生)/カンキツ類

の生産と海藻資源(白石雅也)/飼料に利用される海藻(中川平介)/磯の香りと性フェロ

モン(梶原忠彦)/海藻から抽出されるレクチンー 細胞を見分けるたんぱく質一(堀貫治)/

海藻から抗酸化性物質の生産(浪岡田左雄・松家伸吾)/海藻から抗菌性成分の探索(越智

雅光)/海藻からの抗癌活性物質(山本一郎・丸山弘子)

藻の生態と藻礁
徳田 慶・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗編

.85判 198頁・定価:本体14.369円(税制

本書は、天然の海て。海藻がどのような姿て生えているの

かをつぶさに見てとる ことの出来る海藻生態図鑑であると

同時に、人為的に投入 した藻礁に如何にして海藻を生やす

か、を紹介した世界に例のない図鑑でもある。藻場造成に

かかわる方々はもちろんのこと、海洋環境の保全に意欲と

関心をお持ちの一般の方々にも 、本書は!幅広く受け入れら

れるであろう。
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源養殖学
徳田 塵・大野正夫・小河久朗編

.85判 354頁 ・定価:本体5.505円(税制

海藻の資源や養殖から、藻場造成、利用法、

海外での養殖等に至るまで、実に幅広い観点か

ら初めて総括的に海諜を論じた、研究者 ・学生

・養殖業者待望の書グ

tMD 
地球生態系と海藻/海藻の生育環境/海

藻の利用/世界の海藻資源と生産量/現

在の海藻養殖/藻場造成/海外の海藻養

殖の現状/海藻養殖の将来と展望/むすび

E宮量言E冨・

-消費税は別途加算されます。

〒171東京都豊島区池袋2-14-4 池袋西口 スカイビlレ8F
TEL 03(3590)4441(販売部) FAX 03(3590)4446 



陸上植物の起源
一緑藻から緑色植物ヘー

グラーハム 著

渡遺信，堀輝三共訳

A5判.376頁・本体価格4800円(税別)

1.陸上植物の起源ーはじめに- 2.シルル紀前期とオルドピス紀後期の環境 3.陸上植物

の初期進化へのアプローチ 4.シヤジクモ藻網 5.シヤジクモ類の形態・生態・生理 6. 

シヤジクモ藻網と陸上植物のギャップ 7.植物形態の進化:細胞壁・細胞骨格・細胞質分

裂・細胞問応答・組織形成 8.植物の有性生殖の進化 9.植物のシグナル伝達系・植物ホ

ルモン・光形態形成・二次代謝の起源 10.陸上植物の起源ーまとめ一

藻類の生活史集成堀輝三編
第1巻 緑色藻類 85判・448頁(185種)本体価格8000円(税別)
1 (狭義の}緑藻綱 Eアオサ藻網 E車軸藻綱 N所属綱不明群 Vプラシノ藻綱

第2巻 褐藻・紅藻類 85判・424頁(171種)本体価格8000円(税別)
I褐藻綱 E紅藻網

第3巻 単細胞性・鞭毛藻類 85判・400頁(146種)本体価格7000円(税別)
I渦鞭毛藻 E黄金色藻綱 Eシヌラ藻網 Nハプト藻綱 Vクリプト藻網 羽ラフィド藻綱
vn真眼点藻網 vmミドリムシ藻綱 医クロララクニオン藻網 X黄緑色藻綱 沼珪藻綱

日本の赤潮生物
ー写真と解説一

福代・高野・千原・松岡 共編

85判 .430頁・本体価格13000円(税別)

収録穫は，藍諜8種，クリプト藻2種，渦鞭毛藻7種，珪藻85種，ラフィド藻9稜，黄金

色藻6種，ハプト藻4種，ユーグレナ藻8種，プラシノ藻5種，緑藻 l種，原生動物2種の

計200種.まず写真・図があり，続いて写真説明，和文記載，英文記載，文献が続き
種見聞き 2頁にまとめる.写真は，それぞれの研究者が研究のために整理して秘蔵してい

たもの，および本書用として新たに制作したもの等から成る.和文記載は以下の特徴をj頓

に記す.1.細胞の性状，外形と大きさ 2.細胞構造 3.生殖法，生活史 4.生態と分布 5. 

類似種との比較，分類学的位置，学名の変遷 6.その他

日本海藻誌 岡村金太郎著

85判・ 1000貰・本体価格30∞o円(税別)
日本の海漢学の先駆者が.ライフワークとして集大成.i毎
藻学の全般が理解できると同時に，精密克明な解説と実地

調査による体系的著述により，さらに発展への糸口も与え

る不朽の名著.

植物組織学 猪野俊平著

85判・727頁・本体価格18000円(税別)
植物組織学の定義・内容・発達史から研究方法，組織細

胞，体制と組織へと詳述した植物組織学の決定版.詳細

な本文と克明に描写した700余に上る挿図.82頁にわた

る学術名・人名・学名・和名の4種の索引を備える.

，.碍'(/)1J1II6営
原生生物の世界
鋼菌.環類.菌類と原生動物の分類

丸山晃著

藻類多様性の生物学
千原光雄編著

淡水藻類写真集 18巻
山岸高旺・秋山優編集

重版出来日本淡水藻図鑑
贋瀬弘幸・山岸高旺編集

議 内田老鶴圃
干112 東京都文京区大塚3・34-3

表示の価格は本体価格ですので，別途消費税が加算されます TEL03・3945・6781 FAX 03-3945-6782 



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類Jパックナンバー 価格， 会員各号 1，750円，非会員3，000円， 30巻号(創立30周年記念増大号， 1-30 
巻索引付き)のみ会員 5，000円，非会員7，000円，欠号 1-2巻， 4巻1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

2. r藻類J索引 1-10巻，価格 会員 1，500円，非会員2，000円， 11-20巻，会員2，∞o円，非会員3，0∞円，創立
30周年記念「藻類」索引， 1-30巻，会員 3，000円，非会員4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補.1977. A5版， xxviii+418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼文

及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載，価格7，∞o円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. I. A. Abbott. 

黒木宗尚共編.1972. B5版.xiv+280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米

科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977. B5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，0∞円。
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日本藻類学会和文誌投稿案内

日本藻類学会第21回大会 (1997)東広島 (プロ グラム 講演!2if旨)
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